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社会福祉法人ボワ・すみれ福祉会 

 

 

理念 

 

「誰にも優しい地域社会をつくります」 
 

 

経営姿勢 

・職員を大切にする会社を目指します 

法人は、元気に笑顔で仕事ができるように、職員を大切にします。 

 

・質の高い利用者支援を提供します 

法人が目指す支援は、ご利用者が望む支援を質の高さを常に意識して提供していき

ます。 

 

・新たな事業に挑戦し多様な支援を提供します 

法人はニーズに応じて新しい事業や多様な支援を提供していきます。 

 

・法人は職員と共に成長します 

法人＝職員の考えに基づき、職員の成長なくして法人の成長はない、人材育成の取

り組みを行っていきます。 

 

 

行動指針 

 

・私たちは、常に熱い心と冷静な姿勢で仕事に取り組みます 

仕事に対して熱意を持ち、冷静沈着な姿勢で仕事に取り組み成果を出していきます。 

 

・私たちは、より高度な倫理観を持ち社会的責任を自覚し誠実な行動をします 

支援者として常にご利用者の人権と自己決定を尊重し、社会的責任、役割を理解し、

社会福祉法人の職員としてふさわしい行動をします。 

 

・私たちは、法人職員として夢と希望をもって行動します 

自分たちの職場を大切に、全職員自らが夢と希望を持ちご利用者支援の仕事をします。 

 



氏名

1 理事 田部井眞

2 理事 鈴木一典

3 理事 守屋和夫

4 理事 山田　都

5 理事 熊谷　春一

6 理事 畠山　史郎

7 理事 成澤勲

1 監事 大久保悦子

2 監事 市川健一

1 評議員 金子好雄

2 評議員 平本善一

3 評議員 小野田義之

4 評議員 柴適

5 評議員 志村邦義

6 評議員 岩切孝光

7 評議員 石原正義

8 評議員 木下美夏

社会福祉法人　ボワ・すみれ福祉会
理事・監事・評議員名簿

２０２１年６月～２０２３年６月
定時評議員会終結時、任期２年

２０２１年４月１日～２０２５年６月
定時評議委員会終結時、任期４年
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２０２2 年度 理事会・評議員会の開催状況 

 

開催日 議案・報告事項等 

第１回理事会 

2022 年５月２4 日（火） 

（１）専決報告 

   なし 

（２）決議事項 

  第１号議案 ２０２１年度事業報告及び決算承認の件

（別冊参照） 

  第２号議案 評議員会召集の件 

  第３号議案 規程類の改定承認の件（慶弔見舞金規程） 

  第４号議案 役員賠償責任保険契約承認の件 

（３）報告事項 

 ① 感染状況報告 

② 苦情解決第三者委員会報告 

③ 理事長の職務執行状況報告 

  ④ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑤ 職員の採用と退職の報告 

  ⑥ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑦ 今後の予定 

  ⑧ その他 

第１回評議員会 

2022 年 6 月 16 日（木） 

（１）決議事項 

  第 1 号議案 ２０２１年度事業報告及び決算承認の件 

（２）報告事項 

① 規程類改定報告 

  ② 役員等賠償責任保険契約締結の報告 

  ③ 感染状況報告 

  ④ 苦情解決第三者委員会報告 

  ⑤ 理事長の職務執行状況報告 

  ⑥ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑦ 職員の採用と退職の報告 

  ⑧ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑨ 今後の予定 

  ⑩ その他 
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第２回理事会 

2022 年 9 月 6 日（火） 

 

 

（１）専決事項 

  応研人事給与システムクラウドリース契約 

（２）決議事項 

  第１号議案 ９月補正予算承認の件 

  第２号議案 評議員会召集の件 

  第３号議案 苦情解決第三者委員選任の件 

（３）報告事項 

  ① 資格取得支援規程について 

  ② 後援会「ありかた委員会」について 

  ③ 理事長の職務執行状況報告（健康増進温浴施設運営

委員、法人連代表等） 

  ④ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑤ 職員の採用と退職の報告 

  ⑥ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑦ 今後の予定 

  ⑧ その他 

第 2 回評議員会 

2021 年 9 月 15 日（木） 

（１）決議事項 

  第１号議案 ９月補正予算承認の件 

（２）報告事項 

  ① 理事長専決事項について 

② 苦情解決第三者委員の選任について 

③ 資格取得支援規程について 

④ 後援会ありかた委員会報告について 

  ⑤ 理事長の職務執行状況報告 

  ⑥ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑦ 職員の採用と退職の報告 

  ⑧ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑨ 今後の予定 

  ⑩ その他 
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第 3 回理事会 

2021 年 12 月 6 日（火） 

 

（１）専決報告 

  役職員等慶弔見舞金規程について 

（２）決議事項 

  第１号議案 12 月補正予算承認の件 

  第 2 号議案 規程類の改定承認の件 

第３号議案 評議員会召集の件 

（３）報告事項 

①報告事項 

   ・後援会ありかた委員会の提案について 

   ・苦情解決第三者委員会報告 

   ・復職支援実施要領について 

   ・八王子労働基準監督署より（心の健康づくり計画の

件など） 

   ・花の郷実地指導の件 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 

第 3 回評議員会 

2021 年 12 月 15 日（木） 

（１）決議事項 

  第１号議案 １２月補正予算承認の件 

（２）報告事項 

①報告事項 

 ・管理職の人事異動について 

 ・専決報告 

 ・規程類の改定について 

   ・後援会ありかた委員会の提案について 

   ・苦情解決第三者委員会報告 

   ・復職支援実施要領について 

   ・八王子労働基準監督署より（心の健康づくり計画の

件など） 

   ・花の郷実地指導の件 

  ② 理事長の職務執行状況報告 

  ③ 医療的ケアなどに関する報告 

  ④ 職員の採用と退職の報告 

  ⑤ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑥ 今後の予定 
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第 4 回理事会 

2022 年 3 月 7 日（火） 

（１）専決事項 

（２）決議事項 

  第１号議案 ２０２３年度事業計画及び予算の承認の件 

  第２号議案 規程類の改定承認の件 

  第３号議案 定時評議員会召集の件 

  第４号議案 次期役員候補承認の件 

  第５号議案 新生活介護事業所設置の件 

  第６号議案 新しい理念承認の件 

（３）報告事項 

  ① ３月補正予算について 

② ボワ・コンサール児童発達支援３月末廃止など 

  ③ 理事長の職務執行状況報告 

  ④ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑤ 職員の採用と退職の報告 

  ⑥ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑦ 今後の予定 

  ⑧ その他 

第 4 回評議員会 

2022 年 3 月 16 日（木） 

 

（１）決議事項 

  第１号議案 ２０２３年度事業計画及び予算の承認の件 

  第２号議案 新生活介護事業所設置の件 

  第３号議案 新しい理念承認の件 

（２）報告事項 

  ① ３月補正予算について 

② 規程類の改定など 

   ・規程類の改定 ・次期役員候補について  

・感染状況について 

  ③ 理事長の職務執行状況報告 

  ④ 医療的ケアなどに関する報告 

  ⑤ 職員の採用と退職の報告 

  ⑥ 運営状況報告及び活動報告 

  ⑦ 今後の予定 

  ⑧ その他 
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監事監査の実施状況 

実施日 監事名 監査項目 

２０２2 年５月１６日（月） 
市川 健一 

大久保 悦子 

法人定款第18条の規定に基づ

き、2022 年度事業にかかわる

理事の職務執行状況及び法人

の財務監査 

 

苦情解決第三者委員会 

氏名 開催日 

叶内 昌志 

比留川 昇良 

2022 年 9 月 29 日（木） 

2023 年３月 29 日（水） 

 



１．法人本部経営企画部門

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①　新型コロナウイル
ス感染症等に対応したリモート
での会社説明会や面接を導入
し、求職者が簡便に参加できる
ようにします。

専用のシステムの導入を図り
リモートでの会社説明会を年
間３７回実施しました。

実施しまし
た。

（１）－② 様々な媒体を使用
して採用活動を行い、正規職員
の欠員状態を早期に改善するよ
うに努めます。

インターネット、紙媒体など
様々な媒体を活用しました
が、十分に採用することがで
きんせんでした。

概ね実施しま
した。

（１）－③ 次年度新卒採用に
ついてはリクナビ2022を使用
し、早期に内定を出せるように
取り組みます。

2022年3月からの解禁に向け
てリクナビ、リレイティブと
契約し３月より2023年新卒
対応を実施しました。

実施しまし
た。

（２）－① 新たに職員採用に
特化したホームページを作成
し、採用につなげます。

リレイティブにより新たな採
用ページを作成しました。

実施しまし
た。

（２）－② 定期的にホーム
ページを確認し、不適切な表現
等がないか管理します。

不定期でしたが、確認作業は
行いました。

概ね実施しま
した。

（２）－③ ホームページを通
して社内報の発行を行います。

９回発行したものは、すべて
印刷用のデータを用意する。
ホームページに掲載し職員へ
周知しました。

実施しまし
た。

（２）－④ 職員やご利用者、
ご家族向けに相談室を作成し、
意見や相談を受け付けます。

ネット上に相談室を設けまし
たが、職員用は必要に応じて
活用されましたが、ご家族向
けのものはゼロでした。

実施しまし
た。

（２）－⑤ ホームページ及び
広報を通して、ボワ・すみれ福
祉会が地域で果たしている社会
福祉活動(社会貢献活動)を、具
体的に掲載し地域にアピールし
ます。

法人経営の動きや各事業所の
取組については広報すること
はできました。買い物支援の
定期運行は次年度４月からと
なりました。

概ね実施しま
した。

（３）－① eラーニングを導
入し、職員個々の能力向上を図
ります。

事業所ごとに研修計画に導入
し、活用をしました。また、
実施事業者の変更により、よ
り障がい福祉に特化した内容
へ変更することができまし
た。

実施しまし
た。

 2022年度 法人本部　事業報告

（１）目標

目標１．採用事務を改善します。

目標２．ホームページの改善、更新等の管理を行います。また、広報及び社内報を発行します。

目標３．職員一人ひとりの専門性を高め、法人本部の価値を高めます。



（３）－② 法人本部職員とし
て必要な知識などを強化するた
めの研修・学習会に職員を派遣
します。

十分に実施することはできま
した。

実施できませ
んでした。

・運営協議会 各事業所の保
護者会を対象として、理事長等
が参加し、経営状況の報告をし
意見交換を行い、法人経営、事
業所運営に反映していきます。

感染防止のため中止しまし
た。

実施できませ
んでした。

・苦情解決第三者委員会 苦
情解決の請求があった場合に、
委員会を開催します。また、９
月、３月に法人に寄せられた意
見要望等に関して、外部委員と
意見交換を行います。

２回実施しました。委員から
的確な助言をいただきまし
た。

実施しまし
た。

・法人医務会議
新たな、医療的ケアに関す指
針、要綱を制定し、それに基
づく対象事業所における要
領、マニュアルの作成を支援
し、医ケア児者に対する支援
が安全にできるように管理し
ます。

感染防止のため中止し、各事
業所での開催となりました。

実施できませ
んでした。

・法人衛生会議
毎月開催される、経営会議と
同時開催とし労働安全衛生等
に関する内容に関して意見交
換等を行います。腰痛防止や
労働環境点検を実施します。

感染防止のため中止し、各事
業所での開催となりました。

実施できませ
んでした。

・法人栄養会議　　法人全体
の栄養調理に関する内容につ
いて必要に応じて開催しま
す。

開催しませんでした。
実施できませ
んでした。

・法人感染症等防止委員会（旧
法人安全衛生委員会） 感染
症防止対応、食中毒防止対応等
の各事業所の実施状況の管理及
び運用支援を行います。また、
法人として統一した対応につい
ての整理等を行います。

毎月開催の経営会議にて感染
状況を共有し各事業所の感染
対策の徹底を図りました。

概ね実施しま
した。

・法人身体拘束等適正化委員会
事業所ごとの身体拘束等適正化
委員会の運営を支援し、研修等
の実施に関して管理を行いま
す。

各事業所の運営状況を確認
し、適切に実施できるように
確認作業を行いました。

概ね実施しま
した。



・法人広報委員会 年４回の
広報誌を発行します。

年４回発行することができま
した。

実施しまし
た。

・法人防災委員会、災害対応訓
練 BCPの作成管理、事業所ご
とに作成するBCPを法人防災委
員会で作成の支援、シミュレー
ション訓練の実施、法人として
の統一した対応等を管理しま
す。
無線電話通話訓練、安否確認
メールの送信及び返信訓練の実
施。夜間参集訓練の実施。

BCPの作成は完了しませんで
した。シュミレーション訓練
も感染防止のため実施しませ
んでした。無線電話訓練は実
施。夜間参集訓練も未実施で
す。

実施できませ
んでした。

・管理者評価
９月上旬に評価用紙を配布

し、評価を行います。評価結果
は、理事会・評議員会に報告し
ます。

実施し、必要に応じて管理者
指導を行いました。

実施しまし
た。

・災害対応マニュアル見直し
７・８月にマニュアル見直

し作業を実施します。修正分は
９月に配布します。

本年度の修正要望はなく、改
定しませんでした。

実施できませ
んでした。

・職員満足度調査の実施
９月に実施します。昨年度

実施結果と比較して改善点を見
つけ出し、次年度の計画に反映
させます。

９月末に実施し、結果は職員
に開示しました。経営会議で
は結果についての共有を行い
ました。

概ね実施しま
した。

・ワークフロー等の導入
４月以降早期に、ワークフ

ローを導入し、決裁書類の迅速
処理、保管を強化します。
事務の効率化、経費の削減をし
ます

法人本部事務の一元化やＩ
Ｔを利用した効率化を図り、経
費の削減を行います。また、光
熱費、消耗品の使用を管理し更
なる経費の削減を目指します。

ペーパーレス化（チェック
体制の構築）、事業所間の紙の
移動を削減する、押印の廃止、
記録の電子化、日直点検日誌、
運行日誌、車両点検簿、防火管
理点検などを電子化する、給食
部門の電子化（各種記録簿）ア
ルコールチェックの電子化を行
います。

ワークフローの導入は完了し
ました。ペーパレス化も行

い、紙での保存が減少し保管
場所の減少、ファイル等の事
務用品の削減ができました。
各種日誌などの電子化はでき
ませんでした。

概ね実施しま
した。



・年末調整の電子化
電子化することにより事務

の軽減を図ります。
電子化は完了しました。

実施しまし
た。

・人事評価育成制度についての
説明

変更した仕組みについて、
事業所ごとに説明会を開催しま
す。

事業所ごとの説明会は、各管
理者が行いました。

概ね実施しま
した。

・社内報の発行
法人の情報伝達を目的とし

て、適宜発行します。
９回発行しました。

実施しまし
た。

・法人研修（外部・内部研修）
① 参加職員の意識向上と、知
り得た情報を共有し法人の発展
につなげます。
② 法人連等の主催する研修へ

の参加をします。

コロナの影響で対面での研修
への参加は控え、オンライン
での参加にとどまりました。

概ね実施しま
した。

・法人表彰式の開催（2022年
11月17日予定）
当法人および各施設において長
年貢献された方などを対象とし
て、表彰を行います。

感染防止のため開催は、対象
事業で実施となりました。

実施できませ
んでした。

・町田市社会福祉法人施設等連
絡会への参加
引き続き参加し、町田市の福祉
の向上のために役割を果たして
いきます。

本年度より理事長が代表を務
めることになりました。

実施しまし
た。



１．生活介護「花の家」
【支援全体】

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ご本人のニーズやご
家庭の想い、年齢や状態等
を加味した上でＡからＧの
７グループ編成として環境
を整え、その人らしい支援
します。

・各グループ、部署において、
個人毎のアセスメント、ニーズ
に基づく計画に沿って丁寧な支
援を行っている。
今年度は個別支援計画の様式も
変更し、その年度に求められる
支援をより具体化できるように
取り組んでいる。

実施できまし
た。

①－２ ＜支援における５つ
の柱（①人権擁護②生活支
援③活動支援④健康支援⑤
コミュニケーション支援）
＞に基づき、多角的な観点
から、ご利用者の生活が豊
かになるよう支援します。

・今年度に新たに明示した＜支
援５つの柱＞であり、「言葉」
としては定着していないが、理
念については浸透して現場で活
かせている（虐待防止研修、活
動や健康支援の充実等）。

実施てきまし
た。

①－３多くの人との関わり
を通し、集団の中の一人ひ
とりの役割や力が発揮され
るように支援します。

・例えば、グループの朝礼での
挨拶（日直）、給食を事務所ま
で運ぶ等、係りを決めて取り組
んでもらうことで、ご本人達の
やる気や達成感、成長に繋がっ
ている。

実施てきまし
た。

①ー４施設内の相談支援事
業や地区の障がい者支援セ
ンターを中心とした関係機
関と連携を図りながら、家
庭を含めた総合的な支援を
行います。

・相談支援事業所との連携が一
般化されてきており、花の家が
担うこと、範囲を超えて相談支
援や地域支援センターが担うこ
と等を分担、共有しながら支援
に当たる事例が増えてきてい
る。

実施てきまし
た。

①（支援）ご利用者一人ひとりの状態像や想いに寄り添った支援を提供します。

⑤（安全）リスク管理を徹底し、ご利用者が安心して過ごせる環境を整えます。

③（健康）専門職や関係機関と連携しながら健康生活を支援します。

 2022年度 ニーズセンター花の家　年間総括

（１）目標 「花の家では、ご利用者やご家族、地域の多様なニーズに対し、以下の視点から高い
専門性を持った支援を提供します」

②（活動）活動の充実を図り、豊かな経験と彩りある生活を支援します。

④（職員）質の高い支援、サービスを提供する為、職員育成（資質向上と専門性の習得）を図りま
す。

⑥（地域）開かれた施設運営を通し、地域福祉の発展に貢献します。



①－５研修等を通じて職員
の人権意識を高め、虐待が
疑われる関わりや不適切な
関わりの撲滅に努めます。

・８月正職会議にて「不適切事
例」をモチーフにグループワー
クを行い、支援におけるスロー
ガン「みんな見てますその支
援」を策定（刷新）した。
１０月には有期職員を対象に同
研修を実施予定。

実施てきまし
た。

②－１＜活動における5つの
柱（①作業活動、②療育活
動、③健康への取組、④社
会活動・余暇活動、⑤個別
活動）＞に基づき、多角的
な観点から、ご利用者の生
活が豊かになるよう支援し
ます。

・活動においては、＜５つの柱
（観点）＞に基づきつつ、各グ
ループ、ユニット、部署等で工
夫しながら提供している。
今年度から、＜ダンス＞や＜体
操＞＜体つくり(ストレッチ)＞
等の新しい取り組みも始まって
いる。

実施てきまし
た。

②－２ ニーズがあるご利用
者に対し、入浴支援を行い
ます（週１回）。

・入浴ＰＴメンバーが中心とな
り、利用状況やニーズの聞き取
り等を行った上で、メンバー決
めや入浴方法を工夫しながら実
施している。
８月から数回に渡って希望者を
対象に入浴リフト研修を実施。

実施てきまし
た。

② － ３ 補 足 的 な 支 援 と し
て、通所時間外の支援（日
中一時支援）、保護者によ
る通院が困難な場合の付添
い、入浴（週１回）サービ
スを提供します。

・規程に基づくレスパイト支援
を実施。コロナ感染の為、事業
内容を縮小（時間短縮、送迎中
止等）しており件数は以前より
少なくなっているが、一定の利
用はされている。

実施てきまし
た。

③－１ご利用者の状態、体
調等を配慮した活動プロラ
ムを提供し、生活リズムを
整えます。

・基本的には毎日同じリズムで
生活を過ごすことで健康状態の
安定を図っている。
体調に配慮が必要な人、場合に
は、個別の事情に配慮して過ご
し方を工夫している。

実施てきまし
た。



③－２看護師や嘱託医（内
科、小児科、歯科）、訓練
士等の専門職や地域の医療
機関等と連携しながら、健
康を支援します。

・各職種の専門性を活かしなが
ら、計画通りの支援を実施でき
ている。
長らく花の家に協力してくれた
作業療法士（深栖ＯＴ）が前期
で退職され、訓練は理学療法士
（時増ＰＴ）に引き継がれた。

実施てきまし
た。

③－３ 一人ひとりに合った
食事形態や環境の提供と喫
食状況の把握をし、安心、
安全で楽しく食事ができる
よう支援します。

・年３回実施する歯科医師によ
る摂食評価、指導等の機会を利
用しながら、一人一人に合った
食事形態と介助方法にて食事を
提供している。

実施てきまし
た。

③－４花の家「医療的ケア
要領」に基づき、医療的ケ
ア を 必 要 と さ れ る 方 に 対
し、安心と安全が保たれた
質 の 高 い 支 援 を 提 供 し ま
す。

・今年度から刷新された医療的
ケア要領に基づき、各人の手続
きを済ませている。
新しい様式では医師からの指示
がより具体的に示されるように
なっている為、支援者（看護師
等）は今まで以上に安心してケ
アの実施ができるようになっ
た。

実施てきまし
た。

④－１ 研修等を通じて必要
な知識や専門性、高い技術
を身につけ、適切な支援が
できるよう努めます。

・研修委員会が中心となり、職
員研修を計画、実施、受講の推
奨を行っている。
工夫例として、８月をｅラーニ
ング視聴月間とし、各人の興味
に基づく視聴を推奨したとこ
ろ、１１名の職員が受講してく
れた。
そこから発展させてグループ会
議内で視聴した部署があり、そ
こでは有期職員の知識獲得や共
通認識を図れた。

実施てきまし
た。

④－２ 外部研修や学習会等
で得た知識や情報を職員間
で共有し、支援現場で活か
していきます。

・ｅラーニングで受講した内容
に関し、職員間で情報交換する
ことがあった。
また、受講した職員の言動に学
んだことが反映される等の事例
もあり、研修の成果は一定現れ
ている。

概ね実施てきま
した。



④ ー ３ 法 人 及 び 事 業 所 に
と っ て 強 み と な る よ う な
「専門性」とは何かを考え
る為のプロジェクトチーム
（「専門性PT]）を通じ、社
会 動 向 や 福 祉 情 勢 等 の 調
査、取り組みの検討を進め
ていきます。（2年間）

・取組み内容の検討を行った昨
年度に続き、今年度は候補の中
から、主として「インカム」と
「メルカリ」に絞って取り組み
を進めているところ。
「インカム」はデモ機を利用し
た結果を踏まえ、後期に導入の
有無を検討する予定。

実施てきまし
た。

⑤ー１ 避難訓練、応急救
護訓練、防災教育等の訓練
を継続して実施します。

・９／１の防災の日に、避難訓
練と起震車体験、防災備蓄品の
喫食、初期消火訓練を実施。
後期には２回目の避難訓練とＡ
ＥＤ操作、応急救護訓練を予定
している。

実施てきまし
た。

⑤－２ 防災訓練（内容）
の バ リ エ ー シ ョ ン を 増 や
し、いろいろな状況に合わ
せて避難行動がと取れるよ
うに訓練していきます。

・上述のように、訓練内容とし
ては起震車体験という新しいプ
ログラムを導入した他、火災に
よる避難訓練では、初めてＢグ
ループ室にある避難扉からの避
難を行った。

実施てきまし
た。

⑤ー３ 地域機関や地域住
民等と連携した避難訓練、
防災訓練を行います。

・前期中には実施できませんで
した。
後期に予定されている避難訓練
の際の計画に盛り込めるか、今
後の委員会にて検討を行う。

着手できません
でした。

⑤ー４ BCP（事業継続）
を策定し、計画に基づいた
訓練を実施します。

・ＢＣＰについては感染症にか
かる物は作成したが、自然災害
に関する物の作成には未着手。
後期に情報収集を行い、作成に
取り掛かる予定。
従って、前期中のＢＣＰに基づ
く訓練は未実施。

着手したが達成
できませんでし
た

⑤ー５ 研修の実施や警察
などと連携を図りながら、
防犯への意識づけを行いま
す。

・リスク管理委員会の担当が警
察にアポイントを取っていると
ころであり、後期に防犯研修を
計画している。

着手したが達成
できませんでし
た。



⑤ー６ 新型コロナウイル
スやインフルエンザ等への
感染予防策として、手洗い
うがいの励行、換気、３密
の回避、マスク着用等を徹
底し、安全で安心して過ご
せる施設環境を整えます。

・手洗いやうがい、消毒、換
気、３密回避等の基本的な対策
は徹底している。
その他、東京都から届けられる
抗原検査キットを用い、週２回
検査を実施（実習生は毎日）し
ている。
また、４回目となるワクチン接
種も８月に実施し、１２０名弱
のご利用者、職員が接種してい
る。

実施できまし
た。

⑥ー１ 小中高等学校、専
門学校、大学等の教育機関
と連携を図りながら、実習
やボランティアの受け入れ
を行い、福祉教育や後進育
成、進路選択、資格取得等
を支援します。

・実習生には毎回抗原検査を実
施する等の感染予防を徹底した
上で、前期中に介護福祉士、社
会福祉士、保育士、公認心理師
等の実習受入れを行った。

実施できまし
た。

⑥ー２ 施設開放や各種講
座の開催等を通じ、地域住
民の福祉向上に協力する。

・コロナ感染の為一時中止して
いた施設開放について、条件付
きではあるが再開させた。
しかし、設定等の条件が厳しい
為か、利用には至らなかった。
７月には地域イベントへの参加
を予定していたが、感染拡大時
期と重なった為、参加を見合わ
せた。

着手したが達成
できませんでし
た。

⑥ー３ 大規模災害発生時
に、地域の福祉避難所とし
て の 役 割 を 担 っ て い き ま
す。
医療的ケアが必要とする方
も安心して利用できるよう
防災備蓄品等の準備をして
おきます。

・町田市二次避難所としての準
備は整えている（一日３００食
×３日分の備蓄食等）。その
他、医療的ケアが必要な方を想
定した電源を使わない吸引機等
の設置も行っている。
法人として、要医療的ケア者を
対象にした防災アンケートを実
施したので（９月）、その結果
を踏まえ、更に備蓄を増強する
ことも予定している。

実施できまし
た。



【Aグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 活動や余暇時間等の
中で、役割を持つことがで
きる関わりを行います。ま
た、一人ひとりがどのよう
なことに興味・関心を抱い
ているかを日々の生活から
見つけ出し、自分自身で行
おうとする意思やサインを
見つけ、支援に繋げます。

朝礼や活動時の号令、日用品の
補充や書類の処理などの仕事を
随時設定しました。それぞれの
ご利用者がその日の体調などを
考慮しながら立候補をしている
様子があり、仕事を通して他者
と関わる機会にもなりました。

概ね実施出来ま
した。

①－２ 安定した心休まる
生活環境に配慮します。

1人ひとりがその日の気持ちや
体調に合わせて過ごせるよう都
度意思を伺い、尊重した関わり
を徹底しました。体を休ませな
がら仕事に取り組んだり、早め
に活動を切り上げてゆっくり過
ごしたりと様々でした。

概ね実施出来ま
した。

②－１ 感染症対策に配慮
しながら、ボランティアや
実習生等の幅広い人たちと
触れ合う機会を設けます。

コロナウイルス感染症対策のた
め、下半期においてもAグルー
プでの実習生・ボランティア等
の受け入れを控えました。

概ね実施出来ま
した。

② ー ２ タ ブ レ ッ ト や ス
イッチ等の機器を導入し、
新 し い 活 動 に 取 り 組 み ま
す。

今年度より新しい製品企画や生
産計画、販売や広報活動の各工
程をご利用者を含めたAグルー
プの活動として取り組みが始ま
りました。ご利用者と検討を重
ね多数決でガーデンピックの製
品化が決まりましたが、タブ
レットやスイッチ等の機器を導
入した販売方法の確立までには
至りませんでした。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

（１）　目標「日々、変化のある生活を作り出す工夫を大切に支援します。」
①　ご本人らしさが表現できるように配慮した関わりを意識した支援を提供します。
②　社会資源を活用することで、日中活動が「楽しい・うれしい・ドキドキする・満足・ほっとす
る」体験を大切にします。
③　生活リズムを整え健康維持に努めるとともに、個別性のある質の高いケアを提供します。



③ー１ご家庭と情報共有を
行いながら健康状態を把握
し、心身ともに安定して過
ごせるよう、医療職と連携
を図りながら健康支援の充
実に努めます。

ご家庭や看護師、嘱託医や他事
業所等の関係者と情報共有を行
うことで、日々変化するご利用
者の体調に合わせた関わりが出
来るよう努めました。

概ね実施出来ま
した。

③ー２ケアの基礎の観察力
をしっかり持ち、根拠のあ
る支援を行います。

Aグループに新規採用職員への
研修を実施することで基礎知識
の習得と、日々の支援の中での
細やかなOJTを行い、共通認識
の中で安定した支援が提供でき
るようにしました。また、日々
変化するご利用者に合わせて必
要な勉強会を設定することで、
新たな知識を得られるよう努め
ました。

実施出来まし
た。

【BＣＤグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 楽しみと社会性の
双方が培われるよう、活動
と作業を随時行います。

ムーブメントやスヌーズレン、
音楽などの『活動』と、リサイ
クルや園芸・陶芸などの『作
業』を随時設定し、ご利用者
個々に合った内容を行えるよう
支援しました。

実施できまし
た。

① － ２ 新 た な 内 容 を 模
索・実施し、常に高揚感が
味わえるよう支援します。

活動の根幹自体は大きく変わる
ことはありませんでしたが、紙
すきでコースターを作成した
り、療育活動の内容に変化を加
えるなど、随時新たな活動内容
考え、実施しました。

実施できまし
た。

①　様々な活動を提供し、ご利用者の笑顔を引き出します。
②　地域交流や集団生活を通し、自主性と社会との繋がりを大切にします。
③　ご家庭のニーズ等を把握し、地域における自立を支援します。

（１）　目標「多種多様で豊富な活動と社会との繫がりを大切にし、ご利用者・ご家族の笑顔溢れ
る支援を提供します」



①－3 他グループとの活動
共有を図ります。

コロナ禍での感染予防の観点か
ら、他グループとの活動共有は
行えませんでした。

着手できません
でした。

国内のコロナに対
する状況を確認し
ながら、安全衛生
委員会、運営会議
等で花の家におい
ての対策を検討
し、臨機応変に対
応します。

②－１ ご利用者のできる
ことを把握し、ご利用者が
意識的に行動に移せるよう
支援します。

活動準備や食事の片付け、送迎
の乗車確認など、個々でできる
ことを見つけ、それに合わせた
声掛け等を行いました。声掛け
等に合わせ、各ご利用者も積極
的に行動する様子が見られまし
た。

実施できまし
た。

②－2 集団生活の中で周囲
のことを意識した行動がで
きるよう支援します。

ご利用者自身が周囲のことを考
え、配慮できるよう、常に支援
者が間に入り、声を掛けまし
た。ご利用者によっては理解し
ている行動も多く、周囲を気に
している様子が窺えました。

概ね実施できま
した。

②ー３ 安全に配慮した中
で地域交流や外出を行い、
周囲と関わる機会を豊富に
作ります。

地域との関りが増すよう、コロ
ナ感染状況が落ち着いている時
期を選び、外出や学校との交流
会を随時行いました。

実施できまし
た。

②－４ 職員との繋がりを
大切にし、適切な関係のな
かで距離が縮まるよう支援
します。

職員との関係が適切に保たれる
よう、言葉遣いや身体拘束など
について、職員全体に随時研修
を行いました。職員によって
は、時折、適切でない言葉遣い
が見られましたが、ほとんどの
職員が昨年度よりも言動に注意
した支援が行えました。

概ね実施できま
した。

③ー１ 社会資源の活用に
より、自立に向けて支援し
ます。

相談支援かけはしと連携し合
い、個々のご利用者・ご家庭に
合った社会資源の情報を提供し
ました。

実施できまし
た。



③ ー ２ 家 庭 環 境 を 理 解
し、各ご家庭に寄り添った
支援を行います。

各ご家庭の状況を把握し、通院
同行や送迎の調整、レスパイト
など、ご家族のご要望にできる
限り応えられるよう支援しまし
た。

実施できまし
た。

【EＦＧグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 他グループと活動
共有をしながら、個々の興
味や状態に合った活動提供
をします。

新型コロナウイルス感染症の
為、Fグループのみで活動行
い、EGグループが活動共有を
行いました。ご利用者の状態に
合わせた活動提供をすることが
出来ました。

概ね実施出来ま
した。

感染状況を見なが
ら活動共有が出来
る時に行ってい
く。

①－２ 作業を含めた活動
や生活の中で、ご本人が行
え る こ と の 幅 を 広 げ な が
ら、一人ひとりの力が発揮
できるよう支援します。

ご利用者一人ひとり、出来るこ
とは自分でやることを基本にし
て支援をしました。出来ること
が増えたご利用者もいました。

実施出来まし
た。

② － １ 施 設 外 で の 活 動
（ リ ー ス 等 納 品 や ビ ラ 配
り、出張販売等の作業や買
い物など）に取り組むこと
で、地域の方々と触れ合う
機会を設け、社会参加につ
なげていきます。

新型コロナウイルス感染症の
為、リースや納品、買い物を行
いました。リースで観葉植物を
届けると、「いつもありがと
う」などの声を掛けて頂き、ご
利用者も嬉しそうな表情を見せ
ていました。

実施出来まし
た。

③－１ ご家庭・ホームや
医 務 と 情 報 を 共 有 し な が
ら、体調把握に努めます。

体調不良や怪我をした時にはご
家庭への連絡や医務と情報共有
を行いました。

実施出来まし
た。

③　 ご家庭やグループホームと連携しながら健康で安定した生活を支援します。

①　 個々のニーズや得意なことを活動の中に取り入れ、持てる力を発揮できるように支援しま
す。

⑤　職員の障がいへの知識・理解が共有、向上できるよう目指します。

（１）　目標「一人ひとりの障がい特性に合わせ活動提供し、自分の力を存分に発揮できるよう支
援します」

④ 　レクリエーションを充実させることで心身のリフレッシュの機会を持ち、日々の活動に取り
組む意欲につながるようにします。

② 　地域との繋がりを大切にした活動を行います。



③ ー 2 日 々 の バ イ タ ル
チェック及び月1回の体重測
定を行い、健康状態の把握
に努めます。

毎日二回の検温やバイタル
チェックを行いました。また、
月一回の体重測定を行い健康状
態の把握に努めました。

実施出来まし
た。

④ － １ 心 身 の リ フ レ ッ
シュや日々の意欲につなが
るイベントを企画し、実施
します。

各グループとも月一回はイベン
トを行い、日々の活動への意欲
が出るように努めました。

実施出来まし
た。

④－２ ご利用者が楽しみ
ながら参加できる運動プロ
グラムの充実に努めます。

昨年度末より、新しく始めてい
る体操では、音楽に合わせて身
体を動かすなどご利用者も笑顔
で参加していました。また、体
づくりではストレッチを中心に
行い少しずつ可動域が広がって
いる関節もありました。

実施出来まし
た。

⑤－1 情報共有のさらなる
向上と研修への積極的参加
が出来るよう努めます。

情報共有の向上についてはイン
カムの導入の検討がありました
が導入出来ず、変化はありませ
んでした。
研修への参加は出来ました。

概ね実施出来ま
した。

情報共有に関して
は今後も検討して
いきます。



２．クッカ広場
【全体】

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①ー１　リサイクル事業で
は、季節ごとにセールを開
催し商品を入れ替えること
で「飽きの来ない楽しみを
提供できる店」づくりに力
を入れ、売上1,100万円を
達成します。

飽きの来ない店づくりを基本
に、4月・6月・9月にリサイク
ル全品半額セールを行い商品の
入れ替えをしました。セールの
ない月にはスカート、ズボン10
円企画や300円割引企画、衣類
半額セールなどを実施しお客様
から好評を得ることができまし
た。上半期店舗売り上げ
6,639,270円、その他の収入
34,500円となりました。

実施できまし
た。

セール開催時期を
季節変化に先駆け
て実施できるよう
調整していきま
す。

①-2　ガーデン事業では、
ショップ販売・観葉リー
ス・花壇管理などの作業を
中心に収入340万円を達成
します。

5月に町田市の小学校3校に学習
教材として使用する花苗や資材
の納品、町田市の小山田児童公
園の花壇撤去・植え付を行いそ
の後も毎月水やりや清掃の花壇
管理を行いました。毎月の観葉
リースが3件と各月の観葉リー
ス1件を行いました。リース、
花壇管理等の収入は558,338円
となりました。6月にコロナ禍
で中止や出店を控えていた
「しょうぶ、あじさい祭り」に
3年ぶりに出店し多くのお客様
にしょうぶをご購入いただきま
した。今期初めてドライフラ
ワーとして販売する貝細工の花
を種から育て収穫、作成、販売
しました。店舗売り上げが減少
傾向にありますが、上半期店舗
売り上げ863,005円となりまし
た。

実施しましたが
結果不十分でし
た。

売り上げ増収を目
指し、店舗での販
売方法を検討して
いきます。

（１）目標「ご利用者が充実した社会生活を継続的に送れるよう、個々のライフステージやニーズ
に応じた就労支援・生活支援を行います」

①　事業収入(売上)1,500万円を達成します。
②　ご利用者一人ひとりの状態像に適正に応じた就労・生活支援を行います。
③　安全、安心して過ごせる環境を整えます。
④　質の高い支援とサービスを提供するために職員育成に努めます。
⑤　SDGｓを意識した取り組みを行います。



①-3　受注事業では、除
草・分別作業などを中心に
収入60万円を達成します。

日々ＣＤ仕分け作業を行いまし
た。ご利用者の作業ペースも上
がり、上半期231,462円の収入
となりました。4月から花の家
除草作業に着手し、7回実施し
ました。今後花の家清掃作業に
着手し進めていきます。花の家
除草・清掃作業は下半期の収入
となります。

実施できまし
た。

①-4　カフェ事業では、自
家焙煎珈琲豆・プリン・焼
き芋販売を中心に売上37万
円を達成します。

コロナ禍で2年以上営業を中止
しています。今後のカフェにつ
いて検討しましたが職員体制
や、作業提供などの課題に原材
料の高騰が重なり、店舗営業含
めコーヒー豆の販売、自家製プ
リンの販売を当面の間中止する
こととしました。焼き芋の販売
は季節限定で継続していきま
す。上半期売り上げは213,410
円となりました。

実施できまし
た。

カフェ店舗の今後
を検討します。

②-1　モニタリングやアセ
スメント面談を6ケ月毎に行
い、ご本人のニーズや状態
像変化の把握と課題を整理
し支援計画を作成します。

4月から9月（上半期）までの支
援計画の振り返りをご利用者と
ともに行い目標の達成度を確認
しました。また状態像の変化や
新たなニーズや課題を把握し、
職員間で情報共有し、今後の支
援につなげていくことを話し合
いました。

実施できまし
た。

②-2　職場でのあいさつの
習慣化やコニュニケーショ
ンの図り方、身だしなみへ
の意識づけなど、社会性が
学べるよう支援します。

日々積極的に職員から挨拶や声
掛けを行いました。挨拶や返事
をしっかり行うことのできるご
利用者が増えました。衣服やマ
スクの乱れや汚れなどが見られ
た際にはその場で伝え正してい
ただくことで身だしなみ対する
意識の向上が見られました。

実施できまし
た。



③ー１　医務部門と連携
し、体調変化の早期発見・
対応に努めるとともに健康
診断、歯科検診を実施しま
す。また、相談しやすい環
境づくりに努めます。

7月14日に医務と連携し健康診
断を実施しました。日常的に来
所時の顔色や行動の変化を見逃
さないよう観察しました。不調
や不調の訴えがあった際には状
態を確認し、必要に応じて医務
に連絡を取り対応、対処しまし
た。精神的に不安定になるご利
用者や面談を希望するご利用者
には随時面談を行いました。精
神的不調も含め大きな体調不良
やケガもなく過ごすことができ
ました。

実施できまし
た。

③-2　防災訓練・避難訓
練・応急救護訓練・防犯訓
練を実施し、様々な状況に
合わせた行動が出来るよう
にします。

9月1日(午前）地震を想定した
避難訓練を行いました。（午
後）起震車をご利用者全員と一
部職員が体験し、地震のすごさ
を確認することができました。
繰り返し訓練を行うことで地震
発生の声掛けにすぐに机の下に
入る、頭をカゴで覆うなどの状
況にあわせた身を守る行動を取
り、スムーズに避難することが
できました。

実施できまし
た。

防災頭巾の場所が
わかりやすくなっ
たものの取り出し
にくい等の課題が
あり、保管場所の
再検討を行いま
す。

③-3　感染症対策を徹底
し、感染防止に努めます。

コロナ禍の中、日々感染症対策
を徹底しました。手洗い、マス
クの着用はもとより、ご利用者
のお茶うがいの継続、作業場等
の消毒、換気、午前・午後の検
温、黙食を行いました。店舗で
はお客様にマスクの着用、入店
前の手指消毒にご協力いただ
き、常時換気を行い、使用後の
買い物カゴの消毒、感染症対策
協力のアナウンスを行いまし
た。また、職員は週2回の抗原
検査を実施し、必要に応じてご
利用者の抗原検査も行いまし
た。ご利用者、職員数人の方が
コロナに罹患しましたが、適切
な感染症対策を行うことで拡大
することはありませんでした。

実施できまし
た。



④-1　研修等を通じて必要
な知識や技術・専門性を身
につけ、質の高い支援につ
なげます。

6月3日「個人情報保護法」、8
月5日「支援上の記録の書き
方」を職員全員で受講しまし
た。今まで知らずに対応してい
たことへの城も多く、研修後は
各自で学びを振り返るとともに
職員会議でも支援に必要な知識
や技術を再確認し、支援につな
げることができました。

実施できまし
た。

④-2　よりよいチーム支援
が出来るように研修等で得
た知識や技術、情報を全職
員間で共有します。

研修で得た情報や日々の終礼で
ご利用者の様子や気付きを情報
共有し、新たな課題、問題を解
決できるようにチームで取り組
むことに努めました。

実施できまし
た。

⑤-1　リサイクルショップ
を窓口とした海外支援を検
討します。

クッカ広場の品物とは区別した
形でリサイクル品の海外支援を
目的とした品物の種類や回収方
法を検討しましたが結論には至
りませんでした。

実施しましたが
結果不十分でし
た。

引き続き検討して
いきます。

⑤-2　海外支援についての
知識や情報を学び、準備し
ます。

インターネット等を通じて海外
支援を実施しているボランティ
ア団体を見つけ詳細を確認しま
した。どの団体を利用して海外
支援をしても送料負担が発生す
ることがわかりました。

実施できまし
た。

費用負担について
の検討も行ってい
きます。



３．かけはし

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①-1　ご利用者の想いによ
り添った、丁寧な相談支援
(基本相談）を行います。

・計画書やサービス利用に繋が
らないような内容の相談にも丁
寧に対応するようにしている。

実施できまし
た。

②-1　ご本人が望むご本人
らしい生活の実現を目指し
て、各種機関・サービスと
連携し、サービス等利用計
画の作成およびサービスの
マネジメントを行います。

・新規受付は行っていない為、
従前のご利用者に対する計画相
談支援を継続して行っている。
かけはし開設以来５年が経過
し、情報も集積してきており、
関係機関とのネットワークも構
築できてきている。
そのネットワークを通じて、多
角的な支援を提供できている。

実施出来まし
た。

②-2　定期的な状況確認
（モニタリング）を行うこ
とで、ニーズの変化や追
加、サービス利用上の課題
等に対応していきます。

・今年度はスケジュール管理を
徹底することで、ほぼ予定通り
のモニタリングが行えている。
モニタリング期間が３ヶ月と
なったことで、より丁寧な状況
把握ができるようになったが、
変化のない方も多く、聞き取り
が形骸化、形式化してしまう傾
向もある（陥らないよう注意が
必要）。

実施できまし
た。

②-3　計画立案やモニタリ
ングに遅れが生じないよう
スケジュール管理を確実に
行っていきます。

・上述のように、今年度はスケ
ジュール管理を徹底することを
相談員間で申し合わせており、
ほぼ規定通りのモニタリングが
行えている。

実施できまし
た。

（１）目標
①　障がい福祉サービスを利用する方のより良い暮らしづくりを目指し、当事者の想いに寄り添っ
た相談支援を提供します。
②　当事者のニーズに応え、当事者が望む生活を支える為に、各種サービス利用や社会資源の調
整、マネジメントを行い、計画立案と定期的な状況確認（モニタリング）を行います。
③　相談支援で得られた情報を通して地域における課題を明らかにする中で、障がいのある方が暮
らしやすい地域社会の実現を目指していきます。
④　相談支援の質の向上、相談業務の専門性の習得を目指し、研修等を通じて相談員の育成に努め
ます。
⑤　事業の継続と発展を目指し、適正な人員配置と収支バランスを意識した運営を行います。



③-1　ご利用者が地域で豊
かに暮らせるために、関係
機関との連携を図ります。

・町田市や法人連絡会の相談支
援事業所連絡会、忠生地域の
ネットワーク会議等を通じて顔
の見える関係性が構築されてい
る。
いろいろなご利用者の相談に対
し、様々な地域の多様な関係機
関の協力を得ながら（相談）支
援を提供できている。

実施できまし
た。

③-2　相談支援を通じて得
られた情報や相談支援事業
所連絡会での意見交換を通
じて得られた情報等から地
域の課題を明らかにする中
で、関係機関や行政と連携
を図りながら障がいのある
方々が暮らしやすい社会の
実現を目指します。

・上述した連絡会やネットワー
ク会議において、個々の事例を
踏まえた地域の課題を共有しな
がら、上部団体等へ改善に向け
た取り組みを提案する等の活動
を行っている。

実施できまし
た。

④-1法人の人事制度の活用
や研修等を通じて、相談支
援の質の向上、相談業務の
専門性の習得を図ります。

・法人の研修システム（ｅラー
ニング）を利用して知識の習得
に努めたほか、町田市相談支援
事業所連絡会の事例検討等を通
じて、相談支援の質の向上に努
めた。

概ね実施できま
した。

⑤-1　高い質の相談支援を
行う為の人員配置を行いつ
つ、収支バランスが適正に
保てるよう、相談件数が月
35件を目指して段階敵に取
り組みます。

・モニタリング等の期間毎に支
援しても多い時で月２４件に留
まっている。後期の件数の推移
を観ながら、将来的には契約者
数の見直し（増やす）も視野に
入れて対応を検討していく。

実施しましたが
到達しませんで
した。



４．医務部門

　（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　ご利用者の体調を
把握し、異常の早期発見・
早期対応に努めます。
・軽微なけがなどの処置
・バイタルサインチェック
（毎日）
・嘱託医（内科医、小児神
経科医）による医療相談
（毎月）　・健康診断の
チェック（年1回）
・訓練士（PT）による作業
訓練（月２回/不定期）
・町田市口腔保険センター
による歯科検診（年1回）
・鶴川記念病院健診部によ
る健康診断（年1回）
・歯科医師による摂食指導

・7月14日鶴川記念病院健診部
による健康診断を実施しまし
た。（生活介護、就労Bの希望
者）健診結果は嘱託医に確認・
助言をいただき支援職員と共有
しました。受診の必要性がある
時もありました。
・町田市口腔保健センターによ
る歯科健診を12月12日に実施
しました。コロナの流行によ
り、キャンセル者も増えたた
め、感染対策に十分配慮しまし
た。
・町田市歯科医師会医師による
摂食指導を実施しました。（生
活介護）
・毎月2回嘱託医による医療相
談を実施しました。
・訓練士（PT）による作業訓練
等は生活介護の各グループを巡
回し支援職員や看護師に対して
助言・指導を行なっています。
助言を頂きながら一緒にAグ
ループご利用者の身長測定を実
施しました。

実施できまし
た。

引き続き行なって
いきます。

①－２　服薬管理を適切に
行います。
・日常的な服薬内容の把握
・3日分の予備薬管理

・予備薬の交換を行いました。
例年屯用薬（座薬等）の提出忘
れが多かったことから、今年度
は配布プリントに個別にマー
カーで印をつけて注意を促しま
した。比較的提出忘れが少な
かったので続けていきます。
・4月、新入職員に対して「薬
の取り扱い」について研修を行
いました。
・市販薬、屯用薬の服用介助に
ついては徐々にルールが定着し
つつありますが何人かのご家庭
に服用の確認のご連絡をしまし
た。

実施できまし
た。

引き続き行なって
いきます。

　（１）目標
① 　ご利用者の安心・安全な生活を目指して心身の健康支援を行います。



①－３ ご家族、主治医、
嘱託医、提携病院、他の専
門職（栄養士、PＴ等）、支
援職員、他事業所等との連
携を図り情報の共有をしま
す。

・日々、支援職員、ご家族、主
治医、嘱託医、他事業所等との
連携に努めました。主治医とご
利用者の様子について電話連絡
もしました。
・ワクチンバスによる職域接種
の会場準備や接種者の誘導等の
協力をしました。

実施しました。
引き続き行なって
いきます。

①ー４ 軽微なけがなどの
処置は、支援職員が安全に
実施できるように指導して
いきます。（「医行為でな
い行為」に基づいて）。

・軽微なけがや虫刺されなどの
処置はその場で支援職員に指導
をし処置をできるように努めま
した。処置前に洗浄してから医
務室へ来る支援職員も増えてい
ます。

実施できまし
た。

引き続き行なって
いきます。

①ー５ 介護職員等による
喀痰吸引等の指導要綱に基
づ き 、 対 象 者 へ の 実 地 研
修・指導を行います。

・認定特定行為業務従事者に対
して実地研修を行い日々医療的
ケアの指導を行いました。5月
小沢医師による食品注入の研修
を行いました。注入用品の新規
格への変更についてグループ会
議を通して取り扱い方法を説明
し、支援職員による食品注入も
行なうようになりました。
・12月,1月注入手技のフォロー
アップ研修を行い、知識、手技
の再確認をしました。

実施できまし
た。

引き続き行なって
いきます。



５．栄養部門

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①ー１ 旬の食材や行事食
を取り入れ、季節感のある
食事を提供します。

旬の食材の使用(花の家で採れ
たパセリ・玉葱・じゃが芋・長
葱使用)、行事食(入所式・子供
の日・七夕・土用の丑・海の
日・山の日・夏祭り・十五夜・
ハロウィン・冬至・クリスマ
ス・お正月・成人式)を取り入
れ、季節感のある食事を提供し
ました。

実施できまし
た。

①－２ 嗜好調査（5月・
11月）残食調査（8月・2
月）を実施します。

嗜好調査を、5/23(月)～
5/27(金)、11/14(月)～
11/18(金)に実施、
残食調査を、9/12(月)～
9/16(金)と2/13(月)～
2/17(金)に実施しました。

実施できまし
た。

① － ３ 栄 養 会 議 を 実 施
し、献立や食事内容の改善
を行います。（毎月）

支援各事業所(生活介護・クッ
カ)へアンケートを配布し、そ
れを元に栄養会議を行いまし
た。        支援からの意見や喫
食状況・要望を把握した上で、
食事内容の改善を行いました。
質問があった場合は、回答を正
職会議資料に載せ、全体へ周知
できるようにしました。(給食
の味付け、濃さ、固さの調整
等）

実施できまし
た。

①－４　リクエスト給食や
栄養部門アンケートを実施
し、ご利用者の嗜好を取り
入れた献立を作成します。

栄養部門アンケートの要望やリ
クエスト内容を検討し、献立に
取り入れました。12月に、花の
家で提供したメニューランキン
グを集計し、上位3位までのメ
ニューを採用しました(3月に実
施)。

実施できまし
た。

（１）目標　
①   季節感のあるメニュー、味付けや盛り付けの工夫、利用者の嗜好の反映等に努め、より美味し
くて飽きのこない食事の提供を目指します。
②   ご利用者個人にあわせた食事形態を提供をします。
③   HACCPに沿った調理環境の整備、衛生管理を徹底し、安心・安全な食事を提供します。
④  肥満、生活習慣病予防対策としてご利用者の栄養管理を行います。
⑤   知識や技術の向上を目指します。
⑥　安定した食事を提供する為、発注漏れ等の事故防止に努めます。



①－５　保護者向けの給食
試食会を実施し、保護者の
ニーズや意見を把握しま
す。

今年度も、コロナ対策の為、実
施していません。

着手できなかっ
た。

調理研修について
は、再度次年度計
画する。(コロナ感
染状況による)

①－６　調理研修の実施や
マニュアルを作成し、安定
した食事の提供をします。

調理研修については、コロナ対
策の為、実施していません。

着手できなかっ
た。

再度次年度計画す
る。(コロナ感染状
況による)

① -7 グ ル ー プ 訪 問 を 行
い、ご利用者の食事状況の
把握に努めます。(11月～3
月感染予防週間以外の期間
と、コロナの感染状況によ
る)

今年度も、コロナ対策の為、実
施していません。

着手できなかっ
た。

再度次年度計画す
る。(コロナ感染状
況による)

②－１ 支援職員と連携を
図り、ご利用者の摂食機能
に合った食事形態を、年3回
の歯科医師の回診によるア
ドバイスを含めて検討し、
食べやすい食事を提供しま
す。

摂食については、摂食会議の結
果・歯科医師の巡回診察(年3
回)の結果を考慮している。今
年度6月・10月に歯科医師の巡
回診察を行ったが、形態変更の
要望はなし。

概ね実施できま
した。

今年度、残りの巡
回診察が残り1回
(2月)の結果に
よっては、形態変
更の要望が出る可
能性がある。

②－２ ご利用者個人に合
わせたアレルギー対応・制
限食等の提供をします。

今年度は、昨年度からのご利用
者のアレルギー対応・制限食対
応に加え、注入食移行のご利用
者のアレルギー対応準備中で
す。

実施できまし
た。

②－3 食品注入食導入に向
けて、支援・医務との連携
を図ります。

今年度5月を目標に新たに1名、
食品注入に向けて支援や医務と
計画を立て、調整を行っていま
したが、ご利用者本人の事情に
より、新規の食品注入はありま
せんでしたが、来年度に向けて
もう1名、注入食移行に向けて
準備中です。

実施できまし
た。

③－１ 配膳間際の盛り付
けや、保温性のある食缶の
使用、電子レンジを活用し
適温での食事の提供をしま
す。HACCPに沿った衛生管
理を行います。

適時適温と調理後2時間以内の
喫食を遵守する為に、調理工程
の見直しと配膳間際での盛付
け、冷蔵庫での保管等の適切な
温度管理を行いました。

実施できまし
た。



③－２ 細菌検査を実施し
ます。(毎月）

毎月1回実施しました。
実施できまし
た。

③－３ 冷凍・冷蔵庫、厨
房の室温等の温度管理を行
います。

調理機器の温度管理を行いまし
た。

実施できまし
た。

③ － ４ 手 洗 い 後 の ペ ー
パ ー タ オ ル の 使 用 ・ ア ル
コールでの消毒、使い捨て
マスクの使用等、衛生管理
を徹底して行います。

計画通り徹底して行いました。
実施できまし
た。

③－５電解水、殺菌庫、食
器消毒保管庫を使用して調
理器具類の消毒や殺菌を行
います。

計画通り徹底して行いました。
実施できまし
た。

③ － ６ 日 常 的 な 清 掃
（床、冷蔵庫、トイレ他）
と定期的な清掃（換気扇、
下水）を行い、厨房内を衛
生的に保ちます。

日常清掃に加え、随時気になる
所の清掃を行っている為、清潔
に保つ事が出来ました。

実施できまし
た。

③－７ 調理従事者の衛生
教育を行います。

洗浄室の洗浄後の手袋やエプロ
ンの使い分けの変更を行い、衛
生面の見直しを行った。

実施できまし
た。

③ー8 HACCPに沿った厨
房の環境整備を行います。

2021年度6月より運用してい
る、HACCPに基づいた衛生管
理マニュアルに沿って、環境整
備を行った。

実施できまし
た。

④－１ 年1回実施のご利用
者の健康診断のデータと、
給与栄養量に基づいた食事
を提供します。

昨年度より、給食の塩分量を見
直し、塩分量を減らしました。

実施しました
が、結果が不十
分。

月間の平均値は、
まだ塩分量が多い
為、更に塩分量を
減らしていく。



⑤－１ 調理実習や試食会
の参加等を行い、技術や知
識の向上を目指します。

今年度もコロナ対策の為、調理
実習、試食会等の参加はしてい
ません。

着手できなかっ
た。

再度次年度計画す
る。(コロナ感染状
況による)

⑤－２ 法人内の他事業所
との連携を図り、知識や技
術の向上を目指します。

花の郷・アルモニーとの業務提
携・情報交換は行いませんでし
た

着手できなかっ
た。

再度次年度計画す
る。

⑥－1 事故防止の為、発注
等の漏れ・献立表の記入ミ
スが無いよう、献立作成か
ら作業指示書作成、発注前
後において都度チェックを
行います。

栄養士が作業指示書作成後、掲
示用献立表と直近の過去メ
ニューを参照の上、発注前後の
チェックを行い、在庫チェック
リストを元に在庫チェックを行
いました。また、発注書作成か
ら発注前後の品目名・規格量の
チェックも徹底する。

実施しました
が、結果が不十
分。

発注ミスが未だに
無くなっていな
い。発注時の物品
の規格量・メー
カー(加工食品の場
合)の確認、発注前
後の品目と在庫
量・使用量の
チェックを徹底す
る。

６．運営部門

　（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１設備環境や人的環境
を効果的に運用しながら、
健全な財政運営、資金の確
保に努め、将来的に持続可
能な施設運営、法人経営を
行います。

・花の家とクッカ広場、エール
等複数事業を営む多機能事業所
として、効率的な人員配置等を
行うことができる為、人件費率
も６０％（後半）に抑えること
ができる等、財政面上も効率の
良い運営ができています。

実施出来まし
た。

①－２財政状態を勘案しつ
つ 、 適 正 な 職 員 配 置 を 行
い、予算と現場のバランス
が取れた運営を行います。

・花の家とクッカ広場、エール
等複数事業を営む多機能事業所
として、効率的な人員配置等を
行うことができる為、人件費率
も６０％（後半）に抑えること
ができる等、財政面上も効率の
良い運営ができています（同
上）。

実施出来まし
た。

　（１）目標
① 設備環境や人的環境を効果的に運用し、健全な財政運営を行います。
② 法人の人事制度と連動させながら、職員の育成と専門性の向上を図ります。
③ 働きやすい環境と自己責任と自主性、チームワークを大切にした強い組織作りを目指します。
④ 職員の心身の健康管理に努めます。
⑤ 感染予防、防災、防犯等に努め、安全で安心して過ごせる環境を整備します。



②－1法人の人事制度と連携
し、職位や経験、自己目標
に応じた成長方針に基づい
た目標管理計画を立案し、
職員の質と専門性の向上を
図ります。

・新人事制度への移行期間に
あって、新しい役割基準や目標
管理面談等の試行を始めている
ところ。
職員の意識づけ、システムの運
用方法もまだ確立されている段
階ではない。
前期行った管理者の評価者研修
の内容をシステムに反映できる
よう努めていきます。
上記の新人事制度と研修の仕組
みの関連付けもまだ確立はされ
ていないものの、試行的な取り
組みは始められています。

概ね実施出来ま
した。

②－2 各現場において、Ｏ
Ｊ Ｔ （ On-the-Job-
Training＝業務を通した教
育、研修）を重視した育成
を行います。

・グループリーダー、主任とい
う指導的な立場にある職員が相
応しい成長をしてきており、Ｏ
ＪＴが適切に行われるように
なってきています。

実施出来まし
た。

②－3 ご利用者の人権擁
護・虐待防止の観点から、
研修委員会と連携しながら
「不適切な支援」事例を通
し「適切、適正な支援」方
法を考えます。

・「不適切支援」を題材に自分
達の支援を振り返るワークを正
規職員対象に実施し（８月）
し、スローガンを作成しまし
た。
同じ内容を１０月に有期職員を
対象に実施を予定しています。

実施出来まし
た。

③－1 職位と業務内容、権
限を明確にすることで、一
人ひとりの職員が自分の役
割と職責を理解し自主的か
つ積極的な働きができ、他
者 へ の 思 い や り と チ ー ム
ワークを大切にした職員関
係の構築を目指します。

・新人事制度はまだ試行段階で
はあるが、少しずつ職位への意
識づけもできてきている様子。
それぞれの職位にあるものが、
相応しい行動を取ることで、良
いチームワークが形成されてい
ると言える。

概ね実施出来ま
した。

④－1 健康診断のアフター
フ ォ ロ ー を 確 実 に 行 い ま
す。
　

・今年度から産業医の関わりが
明確化され、健診結果に指導内
容が記載されることになりまし
た。
今年度に関し、大きな指摘はあ
りませんでした。

実施出来ません
でした。



④－2 職員の健康管理につ
いて、嘱託医や産業医の活
用を検討していきます。

・上述のように、今年度から健
康診断結果について産業医に見
ていいただき、指導と助言をい
ただけるようになりました。
その他、職員のメンタルヘルス
等に関しては、必要な事例が出
た場合に助言をいただいていま
す。

実施出来まし
た。

④－3　メンタルヘルスにつ
いての取組みを行います
（研修の実施等）。

・全管理者及び主任が「メンタ
ルヘルス研修」を受講しました
（昨年度から今年度にかけ
て）。
・７～９月にかけてストレス
チェックを実施（中）。その結
果次第で、必要な対応を行う仕
組みができています。
・今年度に「心の健康つくり計
画」を策定し、来年度からの執
行の準備を整えました。

実施出来まし
た。

⑤－1 衛生、感染予防の観
点から、安全衛生美化委員
会と連携して、施設の衛生
管理（消毒等）、手洗いや
うがい、換気、３密の回避
等の感染予防策を徹底しま
す。

・計画通り、手洗い、うがい、
換気、マスク着用、黙食等の感
染予防に努めているほか、東京
都が配布するキットを用い、週
２回抗原検査を実施していま
す。
・その時々の感染状況等を鑑
み、花の家における生活や活動
の質にも留意しながら、活動等
の内容を検討しながら提供しま
した。
・コロナ感染につきましては、
単発での発症はご利用者や職員
にありあましたが、クラスター
の発生は防ぐことができまし
た。

実施出来まし
た。

⑤－2 防災対策では、実態
に即した訓練や地域と連携
した訓練、備蓄品の拡充に
努めます。

・９月１日の防災の日に、避難
訓練、起震車体験、防災備蓄品
を給食に提供、初期消火訓練を
実施。
後期（２月）には、桜美林町内
会のご協力をいただきながら、
近隣の関係施設（ぐうし館）と
の初の合同防災訓練を実施しま
した。

実施出来まし
た。



⑤－3 ＢＣＰ（事業継続）
を策定し、計画に基づいた
訓練を実施します（年3回・
9～11月予定）

・ＢＣＰ作成に関し、情報収集
には努めましたが、作成には至
りませんでした。

着手したが実施
できませんでし
た。

⑤－4防犯対策として、警察
署（交番）や地域、関係機
関と情報共有し連携を図り
ます。

・１月に町田警察署による防犯
研修（刺す又等を使用した）を
実施しました（７年ぶり）。実
技を交えた研修から学ぶことは
多くあり、参加者からも好評で
した。

実施出来まし
た。



７．安全衛生美化委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 日々の定期清掃の実
施

各グループごと決められた箇所
の清掃を行うことができまし
た。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

①－２ 年3回以上美化DAY
を設定し、普段行えない場
所等の清掃を実施します。

年度内で4回、「美化デイ」と
称する日程を組み、職員全体で
普段行えない場所を清掃しまし
た。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

①－３ 担当を配置し、機
器類（加湿器や捕虫器等）
の管理を徹底します。

各グループの加湿器や扇風機に
ついては、グループごと時期を
みて設置するなど、適宜管理を
しました。また、ホール等に設
置した加湿器、捕虫器に関して
は、管理する担当を決め、適切
に清掃等を実施することができ
ました。

実施できまし
た。

機器類が増えた際
などは、管理が適
正に行えるよう、
その都度担当を配
置します。

①－４ 清掃や整理整頓に
関する啓蒙および指導を行
います。

清掃に関する研修は行いません
でしたが、ワクチン接種の日
（ご利用者半日）を利用し、美
化委員主導のもと、清掃の方法
を職員に伝えました。また、整
理整頓については、ポスター等
を靴箱等に掲示し、常に意識で
きるようにしました。

概ね実施できま
した。

適宜、清掃に関す
る研修等を実施し
ます。

① － ５ 理 美 容 の 調 整 を
し 、 月 １ 回 程 度 実 施 し ま
す。

月の最終週の月曜日にカットボ
ラを行いました。美容師資格の
ある職員がカットを行い、ご利
用者からの評判も良く、滞りな
く実施できました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

②－１ インフルエンザ予
防接種の推奨します。

職員向けに助成金を設定し、予
防接種を推奨しました。

概ね実施できま
した。

より効果のある勧
奨方法を考えつ
つ、来年度も実施
します。

①作業場や生活空間、施設全体の環境整備に努めます。
②感染症予防に努めます。
③事故時の迅速な対応と、事故件数、前年度比10％減を目指します。
④環境整備、保健衛生、事故・ひやりはっとに関する研修を実施し、職員の意識向上に努めます。
⑤医務部門と協力し、職員、スタッフ、ご利用者の健康を支援します。



②－２ 適切な情報収集に
よる早めの予防対策の実施
と周知の徹底をします。新
型コロナウイルスの動向に
は特に注意し、その時の情
勢等を見極めて予防対策を
実施します。

感染症予防のため、空気清浄機
や加湿器、CO2計測器を設置
し、室内環境に十分注意を払い
ました。新型コロナウイルスの
罹患者が施設内で出た際は、保
健所と連携を図り、濃厚接触者
を特定し、感染が広がらないよ
う適宜対応しました。濃厚接触
者を速やか特定したことで、そ
れ以上は感染が広がることはあ
りませでした。
また、施設内でワクチン接種を
行うなど、出来る限りリスクが
軽減できるよう配慮しました。

概ね実施できま
した。

引き続き実施しま
す。

②－３　感染症予防・対策
に関する研修を実施しま
す。また、感染症予防マ
ニュアルの周知徹底を図り
ます。

手洗いや嘔吐時の対応、感染予
防について研修を実施しまし
た。また、「感染症及び食中毒
の予防及びまん延防止のための
指針」を作成し、職員間で周知
できる環境を整えました。

概ね実施できま
した。

職員全体が指針の
内容を把握、理解
できるよう、周知
方法を検討し、実
施します。

②－４ ノロウィルス等感
染 性 胃 腸 炎 対 策 に つ い て
は 、 栄 養 部 と 連 携 し 、
HACCPや電解水等を活用し
ながら食品衛生を徹底しま
す。

電解水、HACCP（食中毒など
の健康被害を引き起こす可能性
のある危害要因を科学的根拠に
基づき管理する方法）を随時活
用し、適切な衛生管理を実施し
ました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

③－１ 事故・ひやりはっ
と発生時の迅速な対応を行
います。

事故・ひやりはっと発生時は各
現場で迅速に行動し、当該者へ
の通院の促しなど、適宜その事
象にあった対応を行いました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

③－２ 月一回のグループ
会 議 で 気 づ き 報 告 、 KYT
（危険予知トレーニング）
研修を行い、ひやりはっと
等への意識を向上させ、事
故を未然に防ぎます。

各グループ会議内でKYT研修を
常時行いました。KYT研修を
行ったことで、事故に対する意
識づけが行え、支援の事故減少
に繋がりました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。



③ー３ 事故・ひやりはっ
との記録と管理、周知を徹
底 し 、 再 発 防 止 に 努 め ま
す。

事故が起こった際は担当で速や
かに会議し、記録と関係者への
周知を徹底しました。。また、
３か月後に事故のモニタリング
をし、その記録の記載も徹底し
ました。ひやりはっとに関して
は、起こったすべての内容を各
グループ会議で伝え、共有理解
ができるようにしました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

③ー４ 研修委委員会と連
携し、リスクマネジメント
の研修に積極的に参加しま
す。

外部研修についてはコロナ禍等
で参加することができませんで
したが、e-ラーニングを活用し
て、職員全員が好きな時に研修
できる環境を整えました。

概ね実施できま
した。

引き続き実施しま
す。

③ ー ５ 上 記 の 計 画 を 行
い 、 事 故 件 数 、 前 年 度 比
10％減を目指します。

昨年度と比較し、支援中の事故
は約2割減、車輌事故は約7割減
にすることができました。

実施できまし
た。

事故件数を少なく
するとともに、ひ
やりはっとの件数
を増やし、事故防
止の意識が高まる
ようにします。

④－１ 様々な媒体を活用
し、安全衛生等に関する研
修 、 職 員 の 派 遣 を 行 い ま
す。

実地研修の他、オンラインやe-
ラーニングを活用し、安全衛生
に関わる研修を随時行いまし
た。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

⑤－１ ご利用者、職員対
象 の 健 康 診 断 （ 年 １ ～ ２
回 ） の 実 施 と 、 ア フ タ ー
フ ォ ロ ー を 確 実 に 行 い ま
す。

健康診断を計画通り実施し、検
査結果を管理者、産業医で確認
しました。その後、再検査等の
ある職員に関しては声掛けを
し、アフターフォローを徹底し
ました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。

⑤－２ 腰痛予防PTを設置
し、腰痛対策に関して継続
的に取り組みます。（アン
ケート実施・腰痛ベルト支
給、機器類の配置等）

腰痛ベルトや膝・腱鞘炎サポー
ターの助成を行いました。ま
た、腰痛予防PTを設け、昇降リ
フトの継続的な使用や床走行リ
フトの導入、アシストスーツの
推進など、腰痛予防への取り組
みを強化しました。

実施できまし
た。

引き続き実施しま
す。



⑤－３ 心身の健康に関し
て、相談しやすい環境を整
えます。

法人全体でストレスチェックを
実施して、職場環境の把握に努
めました。また、メンタルヘル
スに関する指針の作成や外部相
談窓口をポスター等で分かりや
すく周知するなど、職員が相談
しやすい環境を整えました。

実施できまし
た。

メンタルヘルスに
関する指針を職員
全体に周知し、今
以上に相談しやす
い環境を整えま
す。

８．送迎委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 職員全体に運転を
する上での注意喚起（研修
等を含む）を随時行い、事
故件数を昨年度よりも減ら
します。

研修（ドライブレコーダーの映
像を介した）や個々への注意喚
起を随時行ったことで、昨年度
に比べ車両事故件数を約7割減
らすことができました。

実施できまし
た。

車両事故がなくな
るよう、運転する
職員への注意喚起
を常時行います。

①－２ 新しい職員が入職
した際はその方の運転技術
等を見極め、必要な期間、
運転研修や運転実施練習を
行います。

運転可能な新しい職員の入職が
なく、運転研修等は行いません
でした。運転手に関しては、年
度末に入職した方への運転研修
を現在（2023年3月末）行って
います。

実施できまし
た。

① － ３ ド ラ イ ブ レ コ ー
ダーを活用し、随時、運転
状況の確認を行います。

添乗員等から危険な状況があっ
たと話があった際は、ドライブ
レコーダーを確認し、その状況
の把握に努めました。また、確
認した上で運転手に注意喚起を
し、安全運転に努めてもらえる
よう配慮しました。

実施できまし
た。

①ー４ 車両の定期点検を
行い、故障時には迅速に対
応します。

各車両の車検、６か月・１２か
月点検を実施しました。また故
障等が起きた際には迅速に対応
することで安全に運行すること
ができました。

実施できまし
た。

（１）目標
①運転するすべての職員が安全に運転業務を遂行し、事故件数昨年度比5割減を目指します。
②ご利用者個々の特性を理解し、車内での安全を確保します。
③送迎を利用されるご利用者のニーズに応えられるよう努めます。



①ー５ 事故が起こってし
まった際は、マニュアル通
りの対応が潤滑に行えるよ
う、運転手、添乗員への周
知徹底を図ります。また、
速やかに事故検証会議を行
い、同じ事故が起らないよ
う す べ て の 職 員 に 促 し ま
す。

・事故発生時の適切対応を全職
員・運転手に徹底したことで、
事故処理に関しては不備なく行
うことができました。

・事故後は同様の事故が起こら
ないよう、速やかに事故検証会
議を行いました。また、事故時
の映像を職員・運転手で共有し
たり、連絡ボードを活用したこ
とで、同じような事故が複数回
起こることはありませんでし
た。

概ね実施できま
した。

②－１ 送迎連絡ボードを
活用し、注意が必要な事象
があった際は添乗員への周
知を徹底します。また、送
迎時の各ご利用者のマニュ
アルを更新し、ご利用者の
特性を理解して添乗業務に
あたれるよう努めます。

各ご利用者の送迎時のマニュア
ルを再度確認し、ご利用者一人
ひとりが安全に乗車できるよう
努めました。また、送迎車内で
の事故、ヒヤリハットがあった
際は、その都度、連絡ボードに
内容を記載するなど注意喚起を
徹底しました。通院に至る事故
はありませんでしたが、職員の
注意不足による怪我等の事故が
数回見られました。

着手しました
が、結果が不十
分でいした。

各ご利用者への配
慮をさらに徹底
し、車内での安全
と風通しの良い送
迎運行ができるよ
う努めます。

③－１ 希望するご利用者
全員が利用できるよう、乗
車車両や乗車位置の調整を
行います。

常に乗車車両や乗車位置を検討
し、乗りたいご利用者が100％
乗れるよう配車しました。

実施できまし
た。

③ー２ ご家庭の状況に合
わせ、到着時間等をできる
限り配慮します。

ご家庭の要望に合わせて送迎時
間の調整をしました。ただ、要
望の時間を見落としてしまい、
ご家庭に負担を掛けてしまうこ
とも数回見られました。

概ね実施できま
した。

ご家庭の要望を見
落とさないよう、
複数名での確認を
徹底します。

③ー３ 感染症等の流行時
期でも送迎が行えるよう、
その都度より良い乗車方法
を考慮し、実施します。

お迎えの際の検温、常時車内換
気をして運行し、年度中は継続
して送迎を行うことができまし
た。

実施できまし
た。



（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 新たな医ケア要領
に基づき、毎月の委員会内
で 要 医 ケ ア 者 の 体 調 や 手
技、リスク、変更事項等の
確認を行います。

毎月の委員会にて、ご利用者の
健康状態や手技、事故やヒヤリ
等の確認をメンバー間で共有す
ることで、日々安心、安全に医
療的ケアを実践することが出来
ました。

実施できまし
た。

①ー２　医療的ケアに関す
る書類等を整備し、関係者
で共有します。

看護師が医療的ケア実施申請
書、医療的ケア指示書、指導医
健診記録、医療的ケア実施通知
書を整備し、委員会等で共有す
ることが出来ました。

実施できまし
た。

①－３ 最新情報をマニュ
アルに反映させ、周知徹底
を図ります。

支援職が安全にミキサー食の注
入が出来るよう看護師がマニュ
アルを作成し、対象職員と共有
しました。また、ご利用者の状
況に合わせて追加された手法を
個々人マニュアルに反映させる
ことで周知徹底することが出来
ました。

実施できまし
た。

①－４ 新たなケアのご要
望に対して、主治医や保護
者、嘱託医、他事業所等と
連携し、よりよいサービス
を提供します。

胃ろうからミキサー食の注入を
希望されているご利用者らに対
して、食品注入手順書をもとに
導入に向けて検討を重ねまし
た。
また体調変化により医療的ケア
が必要になったご利用者が安心
して送迎を利用出来るよう、看
護師添乗での送迎等について関
係者会議の設定、意見交換と情
報共有を行いました。さらに、
胃ろう造設に関する注入等の不
明点等について他事業所や嘱託
医と安全なサービス提供に向け
て連携を図りました。

実施できまし
た。

９．医療的ケア委員会
（１）目標　
①医療的ケアを安全且つ適切に実施するための情報共有、検討を行います。
②医療的ケアや重症心身障害者支援に関する職員の知識や技術の向上、育成に努めます。
③認定特定行為業務従事者(以下、従事者)を1名増員し、ご利用者の生活の幅を広げます。



②ー１ 医療的ケアや重症
心身障害者支援に関する研
修を企画・実施します。～
研修テーマ3本柱～「呼吸」
「食品注入」「姿勢」

支援職が安心・安全に胃ろうか
らペースト食の注入を実施する
ため、嘱託医が講師となって食
品注入に関する研修を実施した
ことで、受講者が現場で食品注
入を行うことが出来ました。

実施できまし
た。

②ー２ ICT関連の知識を深
めご利用者支援に活かせる
よう、専門知識を有する方
へのアプローチを検討し、
実践します。

ICTに関するWEB研修に参加し
たり国際福祉機器展に出向いて
最新情報の動向を収集ました
が、コロナウイルス感染症の影
響で外部機関への相談等は実施
出来ませんでした。

実施しましたが
結果が不十分で
した。

次年度も継続しま
す。

②ー３ 感染症等の状況を
勘案しながら、医療的ケア
や重症心身障害者支援に関
する施設の見学や外部研修
等の積極的な研修企画・実
践をします。

コロナウイルス感染症の影響
で、外部施設への見学や研修企
画等は控えました。

着手できません
でした。

次年度も継続しま
す。

③－１ 特定の対象者に喀
痰 吸 引 等 を 実 施 出 来 る よ
う、喀痰吸引等の基本研修
を 受 講 す る 機 会 を 設 け ま
す。

要医療的ケア者が在籍するグ
ループの職員が１名基本研修を
受講し、認定特定行為業務従事
者が増えました。フォローアッ
プ研修にて手技が定着した後に
実地研修を実施することで手技
の安定化に繋げました。

実施できまし
た。

③－２ 従事者が同一技術
の支援を維持できるよう、
フ ォ ロ ー ア ッ プ 研 修 を 企
画・実施します。

第3号研修受講者全員を対象と
した、フォローアップ研修を実
施しました。胃ろうの手順の振
り返りと演習を行うことで、基
本に立ち返り、正しい手技の再
確認をすることが出来たのと同
時に、日頃医療的ケアに関わら
ない職員にとっては再確認の貴
重な場となりました。また、新
規格シリンジの特徴や使い方と
急変時等における対応方法の取
り決めについて情報共有を行い
ました。

実施できまし
た。



１０．リスク管理委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 避難訓練の想定を
工夫し、実効性のある訓練
を行ってまいります。

新型コロナウィルス感染予防に
努めつつ、施設全体での避難訓
練を行いました。今年度は年２
回の実施をすることが出来まし
た。

実施できまし
た。

①－２ 心肺蘇生やＡＥＤ
操作など応急救護訓練を実
施します。

消防署に依頼をし心肺蘇生、Ａ
ＥＤ操作など正規職員中心での
訓練を行いました。

実施できまし
た。

①ー３ 不審者などへの対
応を統一する防犯研修を行
います。

町田警察署による刺す又等を使
用した不審者対応訓練をしてい
ただきました。

実施できまし
た。

①ー４ 大規模災害を想定
し た 宿 泊 訓 練 を 実 施 し ま
す。（年3回・９～１１月）

新型コロナウイルス感染予防の
為、行いませんでした。

実施出来ません
でした。

来年度も感染対策
の為、実施は未定
です。

① ー ５ 事 業 継 続 計 画
（BCP）に基づく訓練を行
います。

感染症に関する事業継続計画は
作成したが、計画を利用した訓
練は実施でませんでした。

実施できません
でした。

①－６ 近隣の自治会や関
係施設等との連携を図り、
エリア全体で一体的に災害
対策に努めます。

桜美林町内会の協力も得つつ近
隣関係機関(ぐうし館）と訓練
の共同開催を行いました。

実施できまし
た。

①－７ 町田市二次避難所
として、町田市と連携しな
が ら 、 地 域 貢 献 を 図 り ま
す。

町田市二次避難所会議には出席
したが、それ以上の具体的な展
開は特にありませんでした。

概ね実施できま
した。

①－８ 町田市の福祉施設
情報伝達訓練に参加し、災
害時等における市や関係機
関との連絡の強化を図りま
す。

計画通り、訓練に参加したが、
それ以上の発展はありませんで
した。

概ねできできま
した。

（１）目標
①大規模災害や防犯対策等へのリスク管理を徹底し、ご利用者、職員の安全を図ります。また、備
蓄の充実、避難訓練や防災・防犯研修等を通じた職員やご利用者の防災意識の向上、関係機関や地
域ネットワーク構築を行います。



①－９ 防災備蓄品につい
て見直し、消耗や賞味期限
等 に つ い て 管 理 を 行 い ま
す。

備蓄食料の消費（給食で提供）
や期限管理、補充等は計画通り
実施できました。

実施できまし
た。

①－10 防災マニュアル、
災害時対応マニュアル等の
周知を図ります。

防災マニュアルや災害時対応マ
ニュアルについて周知する機会
は特に設けることができません
でした。

実施できません
でした。

①－１1 防災、防犯に関す
る研修会に参加して最新の
情報を収集し、施設の防災
対策、職員の防災教育を行
います。

防災に関しては近隣の関係施設
（ぐうし館）との初の合同防災
訓練を実施しました。
また、１月には７年ぶりとなる
町田警察署による不審者対応訓
練を実施しました。

実施できまし
た。

①－12 施設に合った、防
犯環境対策を検討していき
ます。

長期期間中の敷地内への立ち入
り防止を強化する為、バリカの
施錠等を行いました。
１階には既に防犯カメラを設置
しているが、２階部分（正面玄
関、駐車場等）の導入は今年度
も見送っています。

概ね実施できま
した。

１１．研修委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 階層別研修、事業所
全体に係る研修、入職必須
研修、グループ会議内研

修 等 の 他 に 「 〇 〇 強 化
WEEK」を新たに設置し、
ゲーム感覚で楽しく知識
取得と実践が図れるよう研
修 計 画 を 立 案 ・ 執 行 し ま
す。

6月は腰痛予防WEEKとして、
PTお勧めのストレッチ動画を朝
礼前に流して腰痛予防への取り
組みを行いました。7月は事故
防止WEEKとして、毎日一人一
つヒヤリはっとを記入し、集計
データの掲示を行いました。11
月は手洗いWEEKとして、手洗
い検査キットを用いた手洗い方
法の見直しを周知しました。各
項目ごとの研修アンケートよ
り、いつもと違い面白かった等
のプラスのご意見がありまし
た。

実施できまし
た。

（１）目標
①職員が「知りたい！学びたい！」こころ☆おどる研修の企画・実践を通じて、職員のスキルアッ
プと仕事へのモチベーションアップを目指します。
②新たなオンライン研修コンテンツの活用方法を模索します。
③他の委員会と連動しながら、職員の専門性の向上を図ります。



①ー２ 感染症等を考慮し
ながら、外部講師招聘研修
を年3回企画します。

コロナウイルス感染症の影響で
招聘研修の企画は見送りました
が、虐待防止・人権擁護に関す
る研修実施に向けて、講師依頼
が実現するよう先生へのアプ
ローチを継続中です。

実施できまし
た。

① ー ３ 各 自 が キ ャ リ ア
アップやスキルアップのた
めに研修計画を立案し、主
体的に研修に参加すること
を目指します。また、目的
達成のためキャリアアップ
とスキルアップが連動する
よう体系化をすすめ、職員
一人ひとりの職種や経験年
数・配属等に応じた情報提
供を行います。

研修と階層の紐付けは具現化し
ませんでしたが、東社協の階層
別研修を受講していただき日常
の職務の中では行いにくい新た
な動機付けや視野の拡大に努め
ました。

実施できまし
た。

①ー４ 研修PDCFAの運用
について、委員会内で検討
します。

eラーニング視聴、外部研修、
内部研修全てにおいて「P」は
WF、「C・F」はグーグル
フォームで対応しましたが、担
当上司による研修の詳細把握が
難しく、的確なフィードバック
をすることが出来ませんでし
た。行動変容定着化の確認が出
来ないために新たな課題が見つ
けにくく、行動修正や研修の
ゴールが曖昧になりがちでし
た。

実施しました
が、結果が不十
分でした。

（２）ー①支援現場で新コ
ンテンツが定着するよう、
業者と連携します。

新たなeラーニングコンテンツ
が現場に浸透するよう「好きな
サポカレ視聴月間」を8月と12
月に実施したり、職員通用口に
毎月の研修案内を掲示したりし
ました。またWEBコンテンツを
グループ会議内で視聴したり
Liveゼミに参加するなど、研修
委員が積極的に活用しました。
定着化については、支援職40名
中17名が自主的に視聴するよう
になりました。

概ね実施できま
した。



②－2 WEB講義を活用す
ることで、同じものを視聴
しディスカッションするこ
とで、職員同士の総合理解
と信頼を高め、組織の活性
化に繋げます。

入職時、新人職員に４つのコン
テンツの事前視聴していただき
オリエンテーション時にディス
カッションをすることで重要点
や気づきの共有をすることが出
来ました。
身体拘束・虐待防止研修におい
てもWEB講義を活用したこと
で、職員間の知識の統一化に繋
げました。

実施できまし
た。

③ー１ 摂食委員会による
摂食勉強会や医療的ケア委
員会による勉強会・第３号
研修、安全衛生委員会によ
る感染症対策や虐待防止委
員会・身体拘束適正化委員
会による最新情報の共有や
ディスカッション等を企画
します。

各委員会内で計画された研修
が、漏れなく企画・実施出来る
よう連携を図りました。
身体拘束適正化や虐待防止は、
知識の共有は出来ても行動変容
までには至らりませんでした。

実施しました
が、結果が不十
分でした。



１２．広報委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 年４回発行される
法人広報誌の紙面と適宜更
新されるホームページを利
用し、花の家で行っている
諸活動について、広く地域
に向けて発信します。

広報誌については、特集や時宜
に叶った内容で記事を掲載でき
ました。
ホームページの活用について
は、適宜報告を行ったが、定期
的な掲載には至りませんでし
た。

概ね実施できま
した。

ホームページ記事
の更新について
は、時期を決めて
行うようにする。

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 行政や関係機関等
から送られてくる人権擁護
や虐待防止に関する情報を
集約し、職員会議や掲示等
を通じて施設内に情報提供
し、周知徹底を図ります。

行政や関係機関等から送られて
くる人権擁護や虐待防止に関す
る情報を集約し、職員会議や掲
示等を通じて職員に情報提供し
ました。

実施できまし
た。

②－１ 運営会議の中で施
設内や近隣で生じた虐待事
例等の情報を収集し、運営
者で対応について協議、職
員会議等で方針について徹
底します。

近隣他事業所の虐待事例につい
て運営会議議題で取り上げ、自
施設と照らし合わせて話し合い
を行いました。

概ね実施できま
した。

②－２ 虐待防止月間（１
０月）にはポスター掲示を
する等して、人権や虐待防
止 へ の 意 識 付 け を 図 り ま
す。

毎年行っている「虐待防止節句
リスト」を用いた意識づけや不
適切支援に関するグループワー
クを実施し、支援に関する新し
いスローガン「みんな見てます
その支援」を策定。掲示する等
して意識づけを図りました。。

実施できまし
た。

（１）目標
①法人で発行する広報誌の紙面、ホームページ等を利用し、花の家の活動を広く地域に向けて周知
をします。

１３．人権擁護・虐待防止委員会
（１）目標
①国や都等における人権擁護や虐待防止に関する情報を収集し、施設内で情報提供、周知徹底を図
ります。
②施設内や近隣地域等の虐待に纏わる情報を把握し、施設内で周知、改善を図ります。
③人権擁護・虐待防止に関する研修を通して、職員の意識向上を図り、虐待や不適切な関わりの根
絶に努めます。
④定期的に身体拘束の状況について情報共有し、不適切な関わりの有無の確認や代替方法がないか
等についての検討を行います。



③－１　人権擁護及び虐待
防止等における研修を全職
員へ実施し、職員の人権意
識の向上を図ります。

東京都が主催した人権擁護・虐
待防止研修に職員が参加し、そ
の報告研修を全職員に対し行い
ました。

実施できまし
た。

③ー２ 「不適切な支援」
事例を題材にした研修を通
し、人権擁護の視点に立っ
た「適切な支援」について
学びます。

全職員を対象にして不適切支援
に関するグループワークやｅ
ラーニングでの研修を実施し、
改めて支援のあり方について学
び直しました。

実施できまし
た。

③－３ 定期的（３ケ月目
安）に支援方法、声掛けの
仕方等について確認作業を
行います。

不適切支援等に関する勉強会を
各グループ会議においてほぼ定
期的に行いました。
全体的に声掛けの仕方等につい
ての意識が改善されたように思
います。

概ね実施できま
した。

④ー１毎月の運営会議にお
いて、身体拘束に関する各
現場の状況を確認します。

計画通り運営会議での状況確認
の他、対象者がいるグループで
は毎月対応について検討を重ね
てまいりました。

実施できまし
た。

④ー２　止むを得ず拘束す
る必要がある場合は、マ
ニュアルに照らしつつ、保
護者への確認、施設内での
情報共有と施設決定、３要
件（切迫性、一時性、非代
替性）の該当等の手順や条
件を達成しているか確認し
ます。

身体拘束に当たる対象者がいる
グループにおいて、毎月状況
（切迫性、一時性、非代替性）
や対応について、専門家（ＰＴ
等）の助言を受けるなどしなが
ら検討を重ねてまいりました。

実施できまし
た。

④ー３　また、止むを得ず
拘束する必要がある場合
は、専門家等の意見や助言
等も聞きながら代替方法に
ついて検討します。

身体拘束に当たる対象者がいる
グループにおいて、毎月状況
（切迫性、一時性、非代替性）
や対応について、専門家（ＰＴ
等）の助言を受けるなどしなが
ら検討を重ねてまいりました。

実施できまし
た。



１４．サービス向上委員会

（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①ー1ご利用者のご要望や意
見等については保護者会や
ア ン ケ ー ト を 通 じ て 、 ま
た、施設内関係者から直接
的な申し出の他、ご意見箱
を活用する等して意見や提
案等を収集し、事業運営や
支援に活かしていきます。

行政や関係機関等から送られて
くる福祉関連の情報を集約し、
職員会議や掲示等を通じて職員
に情報提供しました。

実施できまし
た。

②－1 行政や関係機関等か
ら送られてくる福祉関連の
情報を集約し、職員会議や
掲示等を通じて施設内に情
報提供し、周知徹底を図り
ます。

今年度については主に感染予防
等に関する情報が多かったです
が、適宜職員に情報提供と意識
づけを行いました。

実施できまし
た。

③－１ 運営会議の中で施
設におけるサービス提供に
関する情報を収集し、運営
者で対応について協議、職
員会議等で方針について徹
底します。

意見箱を通して意見を募る等、
サービス課題の把握に努めまし
た。意見が出た際には運営会議
等関係会議で取り上げ、対応・
改善の検討を持った。検討・対
応の結果については職員に周知
をしています。
（中断していた）家族への「花
の家利用に関するアンケート」
を実施し、サービス改善に向け
た検討材料としています。

実施できまし
た。

④ー1 福祉サービスに関す
る研修を実施し、職員の意
識変革、知識や技術の向上
を図ります。

チェックリストを活用したりグ
ループワークを行う等して虐待
防止や不適切支援の防止に関す
る取り組みを実施したほか、知
識や技術向上に関しては、ｅ
ラーニング等を通じた学びをし
ています。

実施できまし
た。

④福祉サービスに関する研修を通し、職員の意識の変革やサービスの向上を図ります。

（１）目標　
①ご利用者や保護者、職員等の関係者からの要望や苦情、意見等を収集し、事業所運営や支援に活
かしていきます。
②国や都等における福祉関連のサービス提供に関する情報を収集し、施設内に情報提供、周知徹底
を図ります。
③施設内のサービス提供の実態を把握し、改善、向上を図ります。



（２）計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 研修委員会と連携
し、職員への研修を設定し
ます。

１１月に、入職３年目までの職
員を対象に、摂食の基礎知識を
含めた研修を行いました。
２月には各グループ会議内で、
口腔ケアについての研修を行い
ました。

実施できまし
た。

①－１ 委員会のメンバー
が率先して研鑽し、知識と
技術の向上を図りました。

歯科医師からの摂食指導の際、
委員会のメンバーが必ず同行し
学ばせていただき、最新の摂食
に関しての技術・知識が向上し
ました。

実施できまし
た。

②ー1 新規入所者、又は摂
食に課題のあるご利用者の
摂食指導を、歯科医師のア
ド バ イ ス を も と に 行 い ま
す。

６月、１０月、１月に新規入所
者と摂食に課題のあるご利用者
の摂食指導を行っていただきま
した。

実施できまし
た。

②ー２ 摂食指導を撮影した
様子と、歯科医師からのア
ド バ イ ス を 担 当 職 員 に
フィードバックします。

歯科医師からのアドバイスを担
当職員へフィードバックし、今
後の活用方法などを伝えまし
た。

実施できまし
た。

③ー1 摂食についての、情
報共有を行います。

摂食について課題のあるご利用
者のご家族へ、摂食指導がある
日程の情報を提供しました。

実施できまし
た。

③ー2新規入所者と摂食に課
題のあるご利用者を委員会
で 把 握 し 、 情 報 共 有 し ま
す。

ご家族や担当職員に、摂食に対
して悩みや課題のあるご利用者
の聞き取りを行い、委員会の中
で情報共有しました。

実施できまし
た。

１５．摂食委員会
（１）目標　
①ご利用者が安心・安全に食事が摂れるよう、職員の知識と技術の向上を目指します。
②歯科医師のアドバイスをもとに、ご利用者個人に合わせた摂食指導を行います。
③保護者や歯科医師等との情報共有を図ります。



③-3ご家庭からの要望や摂
食状況を考慮し、食形態の
見直し・モニタリングをお
こないます。

ご家庭からの要望があった際
は、委員会の中で情報を共有
し、速やかに食形態の見直しを
する為に、モニタリングしまし
た。

実施できまし
た。
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部門別年間総括

１．支援部門

【全体】

（２）　　　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 医療的ケア
の強化として認定特
定行為業務従事者の
育 成 を 実 施 し ま
す。。

初めて、他法人の事業所の職員を対象と
した認定の研修を実施しました。また、
内部でも、研修をすすめ、認定済みの職
員の手技の確認を行い、医療的ケアが安
全に実施できるよう努めました。

概 ね 実 施 で
きました。

外部の方の研修に
柔軟に対応できる
ように体制を整え
ます。

①－２ 専門性の高
い 支 援 を 提 供 し ま
す。

理学療法士、言語聴覚士、公認心理士を
島田療育センターより派遣していただ
き、日常的な支援のアドバイスを受ける
ことができました。体に関わること、食
事、環境等ご利用者が快適に過ごすため
の支援につなげることができました。

概 ね 実 施 で
きました。

継 続 し て い き ま
す。

① － ３ SDGS を 意
識した取り組みを行
います。

節電、再利用等を職員間で意識する提案
をしてきました。具体的な取り組みは成
果としては上げることはできませんでし
た。

着 手 で き ま
せ ん で し
た。

23年度に向けて、
給食を作る際に出
る野菜の皮や芯な
ど廃棄していたも
のを乾燥、粉砕し
て肥料として使う
ことや電気代の節
約のため、職員の
時間外の仕事をす
る場所を一か所に
決め、各部屋の空
調や電気を消す取
り組みをすること
を決めました。

（１）　目標

①　支援者はプロとしての意識を持ち、専門職としての知識、技術の向上、ご利用者個々の障がい
特性を理解する取り組みを行います。

②ご利用者の思いに寄り添った、安心・安全な支援を行い、豊かで幸せな時間を過ごせるようにし
ます。

③適正収支を確保します。



①ー４ 鶴川地区協
議会へ参加し地域社
会 つ く り に 努 め ま
す。

感染予防対策のため、会議への参加は見
合わせました。メールにて、開催状況は
確認させていただきました。

着 手 で き ま
せ ん で し
た。

次年度は、凍結。
体制が整い次第で
検討。

②－１ 感染症予防
を最優先とし、でき
る範囲で地域団体へ
駐車場の貸し出し等
をおこないます。

継続して、地域の少年野球チーム、ま
た、近隣の福祉事業所の行事の際、駐車
場の貸し出しを行いました。
AEDを外に設置、また、外部から設置が
わかる看板を取り付けました。掲示板に
て設置のお知らせをしました。

概 ね 実 施 で
きました。

AED外設置に関す
るお知らせを町内
会にてアナウンス
し て い た だ き ま
す。

②－２ 二次避難所
として整備をしてい
きます。

２次避難所としての協定を締結しまし
た。必要な備蓄品をそろえるため、備蓄
品の確認をすすめました。

概 ね 実 施 で
きました。

継 続 し て い き ま
す。

③ー１ 人件費率を
７ ５ ％ 以 内 に し ま
す。

予算執行状況を確認しながら、採用をす
すめました。

概 ね 実 施 で
きました。

感 染 状 況 に 応 じ
て、ライン、電話
での面談を実施し
ていきます。

③ー２ 事業活動収
支差額を３０，００
０，０００とする予
算管理を行います。

職員全員で予算執行状況を確認しなが
ら、購入すべきもの、現状は不必要なも
のの判断をしました。

概 ね 実 施 で
きました。

支援の質を維持す
るために必要な経
費 は 有 効 に 利 用
し、節約できるこ
とは徹底します。

③ー３節電等のコス
トカットを徹底しま
す。

空調、電気、カラーコピーなど、節約支
援以外で節約できそうな項目をピック
アップしました。光熱費、食材費等が大
幅に上がっていることを職員に伝え共有
しました。

概 ね 実 施 で
きました。

支援の質を維持す
るために必要な経
費 は 有 効 に 利 用
し、節約できるこ
とは徹底します。



【Ａグループ】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご利用者一
人ひとりに応じた支
援を行い、安心・安
全・安定した活動を
提供します。

ご利用者一人ひとりに合わせた支援を行
いました。状況に応じて、じっくりとお
話を聞いたり、個別での対応を行うこと
で、安心・安全に過ごすことが出来まし
た。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

①－２ 支援者間で
支 援 方 法 の 共 有 を
し、グループ全体で
安全・安心な環境作
りに努めます。

グループ日誌や会議資料、カンファレン
スを通して、支援方法の共有をし、安
全・安心な環境づくりに努めました。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

①－３ 心の動きに
配慮し、一人ひとり
のニーズに合わせた
支 援 を 行 い ま す 。
ホール・グループ室
を活用し、状況に応
じ て 個 別 で の 支 援
や、少人数の支援を
行ない、安心して過
ごせられるようにし
ます。

ご利用者の心の動きに配慮したり、個々
のニーズを汲み取り、活動設定をしまし
た。ホールとグループ室を活用して、状
況に応じて少人数での支援を行いまし
た。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

② － １ 日 々 の 生 活
（活動）の中で、看
護 師 、 ご 家 庭 、 グ
ループホームと連携
を図りながら健康の
維持・増進に努めま
す。

体調に変化があった場合は、速やかに医
務に報告し、ご家庭・グループホームと
情報共有をしました。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

②－２ 基礎代謝を
高 め る 活 動 を 行 な
い、健康の増進に努
めます。

園芸・散歩・ムーブメントなど、体を動
かす活動や足湯を設定し、基礎代謝を高
めました。体制が整わないため、ご利用
者の1週間の散歩の回数を把握し、平等
に設定できるようにしました。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

①　安全・安心して過ごせるよう支援します。

（１）　目標

②　心身の健康に配慮します。

③　一人ひとりのニーズやペースに合わせた活動の提供を目指します。



③－１ 一人ひとり
の自主的な行動や発
言を受け止め、可能
性・経験の広がりに
繋がるよう支援しま
す。

活動の中で、ご利用者の自主的な行動や
発言が引き出せるよう支援しました。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます

③－２ ご利用者が
楽しく、達成感を得
られるような活動の
提供を行ないます。

グループごとの活動設定のため、２つの
活動を設定することで、ご利用者が楽し
く活動参加できるようにしました。今年
度体制が整わず、クッキーの設定はでき
ませんでした。

実 施 で き ま
した。

今後も引き続き継
続していきます

③－３ 納品、買い
物などの活動を通し
てご利用者の社会と
のつながりを大事に
支援します。

感染症対策から、納品・買い物等の設定
は出来ませんでした。

着 手 で き ま
せ ん で し
た。

感染症の状況をみ
ながら、引き続き
継 続 し て い き ま
す。

【Bグループ 】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 生産活動や
療育的活動の中で、
個々の強みを活かし
た 活 動 設 定 を し ま
す。

個々の能力に合わせてパッキン以外にも
パックはがし、シール貼り、箱の組み立
てを実施しました。作業前に目標を設定
してから取り組むことで意欲の向上に繋
がりました。スヌーズレンでは季節に合
わせたテーマを設定し、季節感を味わえ
るようにしました。

実 施 で き ま
した。

引き続き生産・療
育両方の活動の中
で、ご利用者がで
き る こ と を 模 索
し、得意なことを
伸ばす内容にしま
す。

①－２ 納品や販売
等 に 積 極 的 に 参 加
し、社会との繋がり
を大切にします。

新型コロナウイルスの影響で販売の実施
ができませんでした。

着 手 で き ま
せ ん で し
た。

新型コロナウイル
スの感染状況など
見ながら実施しま
す。

（１）　目標

①　一人ひとりのニーズに合わせた活動提供をします。

②　安全に楽しく食事ができるよう工夫します。

③　心と体の健康維持を図ります。



①－３ 余暇の一環
と し て 外 出 を 設 定
し、自ら選択する、
購入する、金銭のや
りとりを行う等の機
会を提供します。

新型コロナウイルスの影響で実施するこ
とができませんでした。

着 手 で き ま
せ ん で し
た。

新型コロナウイル
スの感染状況など
見ながら実施しま
す。

②－１ 摂食に関し
ての知識を共有し、
一人ひとりに合った
食 事 支 援 を 行 い ま
す。

日々グループの職員全員が摂食支援（口
腔周辺のマッサージやレンゲのみ、かじ
りとりなど）に取り組みました。STカ
ンファレンスではご利用者の評価の確
認、摂食支援の確認を行いました。

実 施 で き ま
した。

引き続き日々の支
援の中で摂食支援
にも取り組んでい
きます。

③－１ 安定して過
ごせるように、その
日の体調や気持ちに
合わせた支援を行い
ます。

連絡帳の記載やご本人の様子を見なが
ら、その日の体調や気持ちに合わせて活
動設定を行いました。

実 施 で き ま
した。

引き続き体調や気
持ちに合わせた活
動 調 整 を 行 い ま
す。

③－２ てんかん発
作や体調不良時は、
看 護 師 や ご 家 庭 、
ホームと相談しなが
ら迅速且つ適切に対
応します。

発作時は安全に注意して対応しました。
また体調不良やけがを確認した時には場
合によっては看護師に相談し、連携して
対応しました。寝不足の際は活動内容を
変更し、安静に過ごせるようにしまし
た。

実 施 で き ま
した。

引き続き発作、体
調不良時は適切に
対応します。

【Cグループ 】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 支援者が連
携し合い、環境整理
をし、転倒事故やそ
の 他 事 故 防 止 に 努
め、安全・安心な環
境 づ く り に 努 め ま
す。

転倒事故、他害事故等が起きましたが、
原因を分析し、話し合い、共有し、実践
し再発防止に努め、安全安心な環境づく
りに努めました。ヒヤリハットも共有し
ました。

概 ね 実 施 で
きました。

ヒヤリハットの活
用しやすい環境作
り、事故防止の為
の更なる職員意識
の向上。

（１）　目標

①　ご利用者が安全・安心して過ごせる環境を整えます。

②　充実した活動を提供します。

③　一人ひとりの健康維持を支援します。



②－1 創意工夫しな
がら活動を設定し、
充実した楽しい活動
を提供できるよう努
めます。

ご利用者の精神面、体調に合わせて活動
を設定しました。
グループの小集団だからこそ、一人一人
にスポットを当て、ニーズに合わせた活
動設定をすることができました。

概 ね 実 施 で
きました。

ご利用者にあった
更 な る 活 動 の 工
夫。

③－１　体の取り組
みや散歩を定期的に
実施し、心身ともに
健康維持を図りま
す。

散歩は安全に出かけることができる体制
を整えて実施しました。また、PTから
アドバイスをいただくことで、ご利用者
の現状に合った体の取り組みを実施する
ことができました。

概 ね 実 施 で
きました。

身体の取り組みを
行う時間、人手の
工夫。

③－２ ご利用者の
様子観察を行ない、
健康状態や様子の変
化 の 把 握 に 努 め ま
す。また、看護師や
専門職との連携を図
り適切な対応をしま
す。

記録表を用いて、てんかん発作や排泄の
記録等について、ご家庭やグループホー
ムと共有しました。STの評価を受け、
できていること、現状の課題、将来に向
けて必要な支援を理解することができま
した。

概 ね 実 施 で
きました。

【Ｅグループ 】

　

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 一人ひとり
の体調に合わせた生
活ペースを大切にし
ます。

ご利用者個人の意思や体調、ペースを尊
重しながら、無理のない範囲で集団生活
を送れるように配慮しました。

実施できま
した。

安全性の確保、よ
り快適なスペース
の確保について考
えていきます。

①－２ 看護師と連
携し、認定特定行為
業務従事者が安全な
医療的ケアを実施し
ます。

口鼻腔吸引、胃瘻、経鼻胃管などの医療
的ケアに関して、第三号研修を実施し、
看護師と協力して安全に配慮した医療的
ケアを行いました。
また、カニューレフリーの気管切開部の
吸引も看護師のもと支援職員も安全に実
施しています。

実施できま
した。

積極的に医療的ケ
ア者との関わりを
もち、看護師と連
携しながら、添
乗、フォロー等に
入れるようにした
いと考えます。ま
た、他グループに
異動になった職員
であっても定期的
に、手技の確認を
行います。

①　障がい特性を理解し、健康面に配慮をします。

（１）　目標

②　安全で楽しい食事を提供します。

③　充実した活動を提供します。



①－３ 体調の変化
や 緊 急 時 に は 保 護
者、看護師と素早く
連携を図ります。

体調変化があった時や新型コロナウイル
スの疑いなど、緊急時には保護者、看護
師と連携を取り合いました。

実施できま
した。

継続します。

②－１ 安全に楽し
く食事できるよう支
援します。

決まった時間に食事をし、和気あいあい
とした雰囲気のなかで食事を行いまし
た。

実施できま
した。

ご利用者を交えた
内容の会話を心掛
けていきます。

③－１ ムーブメン
トや音楽、スヌーズ
レンなど感覚を刺激
する活動を大切にし
ます。

ムーブメントではボールプール、ブラン
コ、トランポリン、サーキット、陣取り
等様々な取り組みを行いました。朗読で
は沢山の本を読みました。朝顔やマリー
ゴールドの摘み取り等ガーデニングも行
いました。

実施できま
した。

よりご利用者に楽
しんで頂ける療育
的活動を検討して
いきます。

③－２ 常に活動の
工夫をしながら安全
に楽しく参加できる
ようにしたり、外出
や季節感のある行事
を通し、豊かな時間
を過ごせるようにし
ます。

レクリエーションではご利用者がより関
わりやすく楽しめる工夫をしました。

実施できま
した。

ご利用者に楽しん
で頂く活動を検討
していきます。

【Ｆグループ 】

　

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご家庭と連
携し、看護師と相談
しながら全職員で安
心して生活できる環
境を作ります。

ご家族や看護師と情報を共有し毎日の排
便やその日のコンディションを確認しな
がら職員間で周知しながら支援しまし
た。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

（１）　目標

①　一人ひとりの体調に配慮し、安心した生活を目指します。

③　一人ひとりのニーズに合わせ様々な活動を設定し、充実した時間を過ごします。

④　たくさんの人との関わりを楽しみ、人間関係を広げます。

⑤　一人ひとりの生活状況に合わせた自立のサポートをします。



①－２ 看護師と連
携し、認定特定行為
業務従事者や特例実
施者が安全な医療的
ケアを実施します。

認定特定行為業務従事者及び特例実施者
による吸引、注入、及び酸素ボンベ交
換、てんかん発作時の座薬挿入等を行い
ました。必要に応じ、看護師による研
修、手技の確認を行い安全に実施できる
よう努めました。ご利用者の様子がいつ
もと違う時には、看護師と状況を共有し
実施についての判断をしました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

②ー１ 一人ひとり
の ニ ー ズ や 興 味 に
合った活動を設定し
ます。

ご利用者の出来る事が、生かせるよう活
動を設定しました。それぞれの得意分野
を伸ばし、今まで行えずにいた活動への
参加機会を設けることで出来ることが増
えるよう支援しました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

②ー２ 安全に充実
した活動を設定し、
楽しく過ごせるよう
支援します

安全に過ごせるよう支援しました。グ
ループ室の整理整頓を心がけました。ご
利用者の歩行時足元に障害物のないよう
に環境を整えました。また車椅子やベッ
トで過ごすご利用者がベットや車椅子か
ら転倒しないようサイドレールやベル
ト、カットテーブルを使用しました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

③ー１ 活動を通し
ていろいろな人との
関わりを楽しめるよ
う支援します。

職員全員でその日のコンディションや体
調を共有し、日々たくさんの職員とコ
ミュニケーションが取れるよう支援しま
した。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

③ー２ 外出する機
会を設定し、地域社
会とつながる機会を
作ります。

新型コロナウィルス感染拡大の為設定で
きませんでした。

着手できま
せんでし
た。

④ ー １ 必 要 に 応
じ、面談やカンファ
レ ン ス を 設 定 し ま
す。また、関係機関
との連携を図り、地
域 生 活 を 支 援 し ま
す。

今年度ST評価を行いましたが、新型コ
ロナウィルス感染拡大の為、カンファレ
ンスは行えませんでした。職員間での引
継ぎをしながら情報共有していきまし
た。

実施しまし
たが、結果
が不十分で
した。



２．生産活動部門

【クッキー】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 新型コロナ
ウイルスの感染状況
に応じて、販売、納
品の設定を検討し、
ご利用者が関われる
ようにします。

新型コロナウイルス感染予防のため、ご
利用者が販売、納品に関わることはあり
ませんでした。今年も株式会社スリーパ
ンズに委託販売し、町田マルイ、東急青
葉台、千葉（船橋）に出店しました。

概ね実施で
きました。

感染状況に応じて
販売、納品を検討
します。

②－１ マニュアル
を整備し、入室前の
準 備 を 周 知 ・ 徹 底
し、衛生的に作業に
臨みます。

入室前の準備は周知できました。
実施できま
した。

②－２ 工房の内の
環境整備を行い、異
物混入がないように
します。

環境は整備されており、異物の混入はあ
りませんでした。

実施できま
した。

②－３ ご利用者の
意見やお客様の声を
大切にし、品質の向
上に努めます。

贈答用BOXの押し花のシールを日中の
活動では作成できなかったため、押し花
をコピーしたシールに変更しました。
ご利用者が作業に入る機会が少なく、ご
利用者の意見を聞くことができませんで
した。

着手しまし
たが、達成
できません
でした。

③ － １ 花 の 家 や
ク ッ カ 広 場 と 協 力
し、委託販売、お中
元、お歳暮を通して
販 売 促 進 に 努 め ま
す。

クッカ広場、花の家に協力していただ
き、お中元、お歳暮シーズンにクッキー
の販売をしました。

概ね実施で
きました。

④ － １ 車 椅 子 や
ベットで入室できる
環境を整え、希望者
は工房内の作業に参
加します。

車椅子ご利用者が入室する際は、タイヤ
を拭いて入室しました。ベットを入れて
の作業は実施できませんでした。

実施できま
した。

引き続き、委託販
売を利用していき
ます。

④　クッキー工房の環境を整え、多くのご利用者の作業参加を目指します。

（１）　目標

①　新型コロナウイルスの感染状況に応じた販売、納品を設定し、地域社会とのつながりを広   げ
ていきます。

②　品質の向上、新製品の開発により花の郷ブランドの向上を目指します。

③　クッカ広場、 花の家と連携を図り委託販売、イベントへの参加など協力しあい販売を促進し
ます。

⑤　年間売り上げ300万円を目指します。



④－２ ご利用者が
主体的に作業参加出
来る作業方法、環境
を整えます。

職員体制が整わず、今年度クッキー活動
に入る機会が少なくなりました。

実施できま
した。

ベットを入れて、
作業設定ができる
ようにします。

⑤－１ 納品先や販
売先と連絡をとりあ
い、関係性を築きま
す。

定期的に連絡をとりあいました。ロプ
チューさんが1０月末に閉店することに
なりました。

概ね実施で
きました。

他のグループのご
利用者や職員が作
業に関われるよう
マニュアル整備し
ます。

⑤－２　新型コロナ
ウイルスの感染状況
に応じて、委託販売
やイベントなどの出
張販売に参加しま
す。

定期的にしずく整骨治療院へクッキーを
納品することになりました。またお客様
からメールで問い合わせがあり、振込先
などのやりとりをすることが数件ありま
した。

実施できま
した。

メールでの問い合
わせや現金の振り
込みでの支払いの
依頼が増えていた
め、メールを見逃
さないよう、確認
をします。

⑤－３花の郷通信、
ホームページ、ちら
し等を利用し、クッ
キーに関する情報を
発信します。

新型コロナウイルス感染予防他のため、
実施できませんでした。

着手できま
せんでし
た。

感染状況に応じて
販売を検討しま
す。

【動物用クッキー】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 活動時間や
参加人数は、一人ひ
とりのご利用者の特
性を理解した上で最
適な設定・配置をし
ます。

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。

作業設定の時間、
場所を確保が難し
い。

① － ２ 道 具 や 環
境、身だしなみを整
え、安全で衛生的な
活動を提供します。

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。

（１）　目標

①　誰もが参加出来る環境を整え、一人ひとりが力を発揮できるよう作業設定を行います。

②　動物用クッキーの宣伝活動を行い、地域に根ざした活動を展開します。

③　年間売り上げ3万円を目指し、安全な商品を提供します。



①－３ 作業行程を
細分化し、一人ひと
りのニーズに合わせ
てそれぞれの得意な
ことを活かした作業
を設定します。
（ 生 地 作 り 、 型 抜
き 、 袋 詰 め 、 買 い
物、パソコンでのポ
スターやラベル作り
ラベルのスタンプ押
し等）

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。

②－１ 定期的なテ
ラス販売、花の家の
納品を設定し、ご利
用者が関われるよう
にします。

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。

作業設定を確保し
ます。

③－１ 計画的な活
動設定を行い、安定
した生産・販売を行
います。

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。

計画的な活動設
定、活動場所を設
定します。来年度
は活動を見合わ
せ、環境が整い次
第、活動を再開し
ます。

③－２ 動物の愛護
及び管理に関する法
律 （ 動 物 愛 護 管 理
法）、食品表示法に
基づき、商品のラベ
ルの作成、品質管理
に努めます。

設定できませんでした。
着手できま
せんでし
た。



【草木染】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１紙すきや紙の
染色、紙パッキンや
紙ちぎりなど、様々
な作業を行うことで
個々のニーズに対応
し作業意欲を高めま
す

各グループでご利用者の能力に合った活
動を提供しました。出来ることが増える
よう作業方法を工夫しました。

概ね実施で
きました。

①－2ちぎる、すく
う、押す、伸ばす、
叩く、はがすといっ
た作業工程を通じて
ご利用者のもってい
る力が発揮できるよ
う支援します。

作業工程を細分化しご利用者ができる作
業から実施していくことで、作業能力を
引き出すことができました。

実施できま
した。

②－１ 植物を採集
することで四季折々
の草花に触れ、観た
り匂いをかぐことで
様々な感覚に働きか
けます。

季節に応じて植物を育てたり、採取した
りすることで五感に働きかけるよう支援
しました。

実施できま
した。

定期的な花の採
集、年間を通した
に草花の栽培を
行っていきます。

③－１ ご利用者、
購入者ともに満足の
いく製品を作製し、
社会参加意識と売上
げ向上につながる支
援を行います。

新型コロナウイルスの影響のため、販売
は実施しませんでした。

着手できま
せんでし
た。

（１）　目標

①　ご利用者の作業意欲や持っている力を引き出せるよう支援します。

②　植物採集を通して五感に働きかけます。

③　販売を実施し社会参加を支援します。



【園芸】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ご利用者の
ニーズ、能力に合せ
た作業提供を行いま
す。

ご利用者のニーズ、能力、健康状態に合
わせ畑作業、室内（作業棟）作業を行い
ました。夏場の暑さ、冬場の寒さ、雨天
等、天候や気候に考慮し、作業設定しま
した。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

①－２ 土運びや土
ふるい等、体を動か
す活動を行います。

土づくりや土ふるいなど、体を動かす活
動を設定し、ご利用者の運動量の確保に
努めました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

②－1 クッキーに使
う 野 菜 の 栽 培 、 ペ
パーミントの管理を
します。

クッキーに使用する野菜の栽培をしまし
た。今年度は落花生、サツマイモを栽培
しクッキーに使用しました。ペパーミン
トは、夏場は露地で冬場は衣装ケース
で、簡易栽培を実施しました。また、イ
チジクの剪定を行うことで、害虫予防や
果実を安定して収穫を行うとができまし
た。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

③－1 作業棟が園芸
作業だけでなく、他
の活動や会議に使用
できるよう、清潔な
環境を維持します。

定期的に作業棟内を掃き掃除などを行う
ことで、清潔な環境を整えることができ
ました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

③－2 花の郷内の敷
地内の土地を有効活
用し野菜の栽培など
を行い園芸収入アッ
プとご利用者の豊か
な 生 活 に 繋 が る よ
う、年間を通して活
用を試みます。

限られた敷地を有効活用し野菜を栽培す
ることができました。今年度も昨年度以
上の収益を上げることに成功しました。
またご利用者へ収穫の喜びを得ることが
できるよう、農繁期に収穫できる作物を
多く栽培することで、収穫の楽しさを感
じる機会を多く提供できました。

実施できま
した。

今後も引き続き継
続していきます。

（１）　目標

①　作業を通して、運動量の確保、健康の増進に努めます。

②　他の生産活動との連携を図り、生産活動全体の収入増を目指します。

③　花の郷敷地内の土地の有効活用ができるよう思案します



３．医務部門

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　健康にかか
わる情報を中心に支
援職員と共有しま
す。

日々各グループに入り、健康ニーズの把
握及び健康観察について職員と共有でき
るようにしました。

概ね実施で
きました。

支援者の1人として
だけではなく、ご
利用者の支援をよ
りよくするための
看護師としての視
点を反映できるよ
う、専門職に関わ
る学習をしていき
ます。

①－２ 緊急時、災
害時等、非日常的な
生活を想定した看護
師が管理する備蓄管
理リストを改訂し、
看護師全員が対応で
きるようにします。

預かり薬や医療的ケアに関わる備品、感
染症対策備品の管理を継続しました。移
送・搬送備品を定期的に整備しました。

実施できま
した。

備品リスト及び、
備品リストを改訂
しました。

①ー３　看護職員が
改善できる支援・介
護の基本を意識し各
グループの支援を行
います。改善の必要
性がある場合は速や
かに対応します。

服薬方法等基本の確認、感染対策など、
ご利用者の支援で必要な知識や技術を伝
え共有しました。事故対策等、より安全
に支援ができるよう支援職員と一緒に対
策を考え対応しました。

実施できま
した。

介護用品等、正し
く取り扱えるよう
支援職員と一緒に
取り組む必要性が
ありますが、計画
からは削除しま
す。

②－１　専門職に関
わる、ご利用者の
ニーズの見つけ方を
共有します。

相談事業では、相談が必要な根拠を確認
しました。各専門職からの助言を支援に
反映できるよう、支援職員が中心に実施
できるよう協力しました。専門職担当や
看護師が相談に立ち会うことが体制上困
難だったため、来年度は総合的に関われ
るよう取り組みます。

実施しまし
たが、結果
が不十分で
した。

コロナ禍、カン
ファレンスに代わ
る学びや情報共有
が担当者の負担に
ならないよう、ま
ずは看護職員全員
の専門性を高めま
す。⇒NS会議設定

（１）　目標

①　ご利用者と支援の安全に配慮した環境を整えます。

②　ご利用者の個性を考慮した専門職との連携を強化します。

③　指導看護師として医療的ケアの安全な実施を継続します。

④　ご利用者の口腔衛生環境 向上に努めます。



②－２　心と体マッ
プを作成し、看護師
間の知識を向上しま
す。

看護師会議でアンケート形式でご利用者
の全体像を把握するマップ作りの機会を
作りました。

着手しまし
たが、達成
できません
でした。

二次障害や成人病
など、ご利用者の
基礎疾患や将来的
な体の変化につい
て、通常業務内で
全員のマップ作り
は困難なため、対
象がある時に看護
師間で情報を共有
します。

③－１ 指導看護師
として計画的に実地
研修を行います。

実地研修対象が今年度は少なかったた
め、スケジュール調整し、演習などに取
り組みました。

実施できま
した。

日々変化のあるご
利用者の医療的ケ
ア内容に対応でき
るよう継続しま
す。また、一定期
間、認定特定行為
業務を実施した職
員が、花の郷内で
部署が変わって
も、その手技が継
続できるよう、定
期的に手技の確認
をしました。

③－２ 認定特定行
為業務従事者の業務
継続が安全に実施で
きる環境を提供しま
す。

経験者・未経験者と対象を分けて研修を
計画・実施しました。対象を分けたこと
で、準備等スムースに行えました。

実施できま
した。

どの看護師でも講
師ができるよう認
定特定行為業務従
事者研修マニュア
ルを作成します。

④－１ 口腔ケアに
関する啓蒙活動及び
支援環境整備を継続
します。

歯科検診や受診の結果をもとに、磨き方
の工夫や過敏性に考慮した口腔ケアにつ
いて支援職員と共有し、必要な情報はご
家庭にお伝えしました。

実施できま
した。

看護職員の通常業
務として、計画か
らは削除します。

④－２ 口腔ケアに
関わる個別マニュア
ルを全員分確認しま
す。

ご利用者の支援マニュアルを確認し、口
腔ケアについて、配慮が必要なご利用者
についてマニュアル化し支援で共有でき
るようにしました。

実施できま
した。

口腔ケアに関わる
学習の機会を作り
ます。



４．栄養部門

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　季節の食材
の使用や行事食を取
りいれ、季節の感じ
られる食事を提供し
ます。

野菜、魚、果物など旬の食材を使用した
献立を意識しました。また、季節行事に
合わせてこどもの日やハロウィン、クリ
スマスなどのメニューを献立に反映しま
した。

実施できま
した。

①－２ 嗜好調査（5
月・11月）残食調査
（8月・2月）を実施
します。

・残食調査
８月２２日～８月２６日
２月１３日～２月1７日
・嗜好調査
5月２３日～５月２７日
１１月７日～１１月１１日
に実施しご利用者の嗜好の把握や献立メ
ニューに反映しました。

実施できま
した。

①－３ 献立会議を
実施し、献立や食事
内容の改善を行いま
す。

花の郷栄養部門でその都度献立について
の話し合い、改善を行いました。

概ね実施で
きました。

①－４ リクエスト
給食・保護者向けの
給食試食会を実施し
ます。

リクエスト給食は各グループご利用者
に、昼食時に食べたいメニューなどアン
ケートを取り、献立に反映させました。
保護者向け給食試食会は、感染予防のた
め実施を控えました。

実施できま
した。

感染予防を最優先
しながら、保護者
向けの試食会の実
施については検討
していきます。

②－１ 個人個人に
あった食物形態の食
事の提供をします。
［形態食（初期・中
期・後期）普通食・
アレルギー食・○○
なし食・ダイエット
食］

食札を使用してご利用者個々に合わせた
食形態食やアレルギー食など間違えが無
いように対応しました。

概ね実施で
きました。

提供できる食数を
超えているため、
形態食を提供でき
ない分は、各グ
ループにて支援職
員が再調理し提供
しました。

①　季節感のあるメニュー、味付けや盛り付けの工夫、ご利用者の嗜好の反映等により美味しくて
飽きのこない食事の提供に努めます。

（１）　目標

②　ご利用者個人にあわせた食物形態（形態食）での食事の提供に努めます。

③　食事環境の整備、職員の衛生の徹底を図り、衛生的で安全な食事を提供します。

④　ご利用者一人ひとりに快適な食事時間を設定し、ご利用者に適切な支援を行います。

⑤　食品ロスを削減する取り組みを行います。



②－２　ニーズに応
じた治療食の提供を
します。

治療食の必要のあるご利用者については
個別に作業指示書を作成し、ご利用者に
合った栄養管理を実施しました。

実施できま
した。

③－１ できるだけ
配膳時間ぎりぎりの
盛り付けや、保温性
のある食缶の使用、
電子レンジを活用し
適温食事の提供をし
ます。

１１：３０検食、１１：４５配膳１２：
００喫食というように厨房と支援職員と
協力しながら適温食事の提供を行いまし
た。

実施できま
した。

③－２　食中毒の予
防を徹底し、安心し
て食べられる食事を
提供します。

細菌検査、手洗いの徹底、中心温度測
定、消毒、マスクの着用などを行い食中
毒予防に努め安心して食べられる食事を
提供しました。

実施できま
した。

③－３ 毎月1回の細
菌 検 査 を 実 施 し ま
す。

毎月１回細菌検査を実施しました。６，
７，８月は食中毒のリスクが高いため２
回実施しています。

実施できま
した。

③－４ 中心温度の
測定を行います。

毎回中心温度85度を90秒測定し食中毒
の予防に努めました。

実施できま
した。

③－５ 手洗い後の
ペーパータオルの使
用・電解水又は消毒
液での消毒、使い捨
てマスクの使用等、
衛生面について徹底
して行います。

徹底することができました。
実施できま
した。

③－６ 調理器具等
の消毒を徹底して行
います。

徹底することができました。
実施できま
した。

③－７ 日常的な清
掃（床、下水、冷蔵
庫、トイレ他）と定
期 的 な 清 掃 （ 換 気
扇）を行い、厨房内
を 衛 生 的 に 保 ち ま
す。

毎日の清掃、業者による清掃、年末の清
掃など実施することができました。

実施できま
した。



③－８ 調理従事者
の衛生教育等を行い
ます。

ハサップに準じた形の衛生管理を実施し
ました。

実施できま
した。

④－１ 食事中の訪
問やアンケートの実
施、必要に応じて支
援職員と連絡を取り
合い、喫食状況の把
握に努めます。

日々の検食を通して常食や形態食が適切
に提供でき、ご利用者が安全安心おいし
く召し上がれる喫食状況の確認を行いま
した。

実施できま
した。

④－２ 各グループ
と協力し、よりよい
食事時間・食事環境
を整えます。

栄養部門からご利用者の喫食の様子確認
をしてもらい、ご利用者の喫食状況や食
事環境を実際に把握することができまし
た。

実施できま
した。

⑤ー１ 食品ロスを
削減する取り組みを
行います。

ロスなく提供できるよう配膳状況や喫食
状況を確認しました。
また、防災食の日を実施し、備蓄食品が
期限内に提供できるよう工夫しました。

実施できま
した。

次年度も年2回、防
災食の日を実施し
ます。

委員会年間総括

１．虐待防止委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　虐待防止責
任者を設置し、虐待
防止に取り組みま
す。

虐待防止責任者を施設長とし、毎月虐待
防止委員会の開催を行い、ご利用者の呼
称ポスターの作製や職員会議資料にて虐
待防止の啓蒙を実施しました。虐待防止
委員会の中で身体拘束についての適正化
に向けた検討を実施することができまし
た。また、支援主任に虐待防止研修や強
度行動障害支援者養成研修を受講しても
らい、職員会議のケースカンファレンス
に生かしました。

実施できま
した。

（１）　目標

 ①　虐待防止や身体拘束廃止に取り組みます。



①－２　毎月最終火
曜日に虐待防止委員
会を開催し、虐待や
身体拘束防止の検討
を行います

副施設長中心に虐待防止チェックリスト
の配布集計、ケアカルテへの身体拘束の
状況入力を行いました。

実施できま
した。

①－３　虐待防止ア
ンケートを実施し職
員全体に虐待防止に
関わる啓蒙活動を行
います。

チェックリストを実施し、３年分の意識
の高まったところ下がったところをまと
め、職員会議資料として配布し啓蒙活動
に繋げました。

概ね実施で
きました。

①－４ １２月、２
月にグループ会議で
虐待に関するケース
カンファレンスを行
います。

１２月に全職員対象の虐待ケースカン
ファレンスを実施しました。３月のケー
スカンファレンスは各グループごと実施
しました。感染予防のため、紙面による
会議設定となりました。

概ね実施で
きました。

①-5 会議録等は法
令順守責任者である
理事長へ報告をしま
す。

会議録をデーターで所定のフォルダーに
入れ理事長時報告しました。

実施できま
した。

①ー６ 会議で話さ
れた内容は職員会議
を通して職員周知を
行います。

感染予防のため、グループ会議は紙面に
より実施しました。グループ会議の資料
に虐待防止標語を載せ、折に触れて確認
できるようにしました。

実施できま
した。



２．安全衛生委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 毎月定例の
安全衛生委員会を開
催し、利用者・職員
の安全衛生及びひや
りはっと事故防止に
向けた取り組みを行
うとともに緊急の課
題（インフルエンザ
対応など）が発生し
た場合はただちに対
処します。

ご利用者、職員の状況確認を必ず行い、
必要があれば個別に面接相談をするなど
の対応をしました。また、新型コロナウ
イルスに関する施設における感染症防止
対策を作成し、実施しました。また、
ケースごとに随時対応を検討、実施しま
した。

実施できま
した。

BCPの内容を充実
させていきます。

①－２ 研修会、会
議（感染症、事故防
止 、 対 策 （ 年 ２
回）、腰痛、車いす
操作）の定期開催の
ほか、職場のニーズ
に応じた学びの場を
作ります。

Eラーニングを使用した腰痛予防研修や
安全衛生研修（吐物処理研修）を実施し
ました。

概ね実施で
きました。

①－３ 職員が安全
安心して働ける労働
環 境 の 整 備 を し ま
す。

看護主任を中心に職員の相談、アドバイ
スを行いました。また、安全衛生委員会
で検討が必要なケースについては随時検
討、確認を行いました。

実施できま
した。

②－１ 嘱託医と連
携を取って安全・衛
生面の向上に努めま
す。

月1回の定期健診や医療支援の相談等そ
の都度連絡をとり、安全に安心してご利
用者が花の郷をご利用いただけるように
努めました。

実施できま
した。

③－１ 施設内での
事故及びひやりはっ
とについて検証し、
原因及び再発防止に
努めます。

毎月月締めで月ごとのひやりはっとの確
認を行い、情報の共有を図ることができ
ました。また、ドライブレコーダーによ
る事故検証及び事故防止の啓蒙を行うこ
とができました。

概ね実施で
きました。

⑤　感染症対策を徹底し、感染予防に努めます。

（１）　目標

①　ご利用者・職員の安全及び衛生のための教育を実施します。

②　ご利用者・職員の健康の保持増進のための措置を行います。

③　施設内の重大事故を未然に防ぐ事故防止に努めます。

④　ご利用者・職員が快適に過ごせる施設環境を整えます。



④－１ 施設内の安
全、快適な環境整備
について維持し更に
改善します。

各事故検証会議において事故の原因再発
予防に努めました。また、事故が多いと
きは職員会議資料にて事故防止の啓蒙を
行いました。

実施できま
した。

④－２ 事故につな
がる前のひやりはっ
とについて職員に意
識してもらうように
啓蒙し、用紙に記入,
分析したものを集計
し、事故防止につな
げます。

ヒヤリハットの件数が減少傾向にある際
は各部署に再アナウンスし、職員に意識
を持ってもらうように努めました。

実施できま
した。

⑤-１感染症対策を随
時検討し、対応して
いきます。

クラスター発生がありました。保健所や
町田市、東京都と連絡を取り、対応や報
告についての助言をいただきました。
施設閉鎖や濃厚接触による自宅待機等、
ご家族の負担が大きく、花の郷での対応
についてご相談を受けることもありまし
たが、感染拡大を防ぐという視点で、ご
家族の理解・協力を得ながら実施しまし
た。

実施できま
した。

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 毎月１回、
委員会を開催し、適
切に医療的ケアが実
施できているか確認
します。

毎月１回開催し、認定特定行為従事者、
特例実施者の医療的ケアに関する現状確
認、要医ケア者の現状確認、検討事項と
して、たんの吸引等の実施の為の研修内
容の確認等々検討し、また、医療的ケア
に関する研修に関しても情報を共有する
ようにしました。

実施できま
した。

（１）　目標

①　医療的ケアを適切に行うために委員会運営を行います。

②　実施者の知識、技術向上に関する教育を適宜行います。

③　認定特定行為業務従事者、特例実施者が安全・安心に医療的ケアができる環境を整えます。

④　第３号研修及び医療的ケア、緊急時対応の研修を実施していきます。

⑤　医療的ケアの啓蒙を行います。

３．医療的ケア委員会　



①－２ 適宜、医療
的ケアの内容の確認
や変更事項やご利用
者の体調の把握に努
めます。

看護師や各フロアの主任に医ケアの内容
や確認、変更事項、体調把握に関する報
告をしてもらい、内容によっては検討し
情報を共有し、安全に医療的ケアができ
るように努めました。

実施できま
した。

②－１ 医療的ケア
に関する研修への参
加の機会を認定特定
行為業務従事者及び
特例実施者に設けま
す。

正規職員、有期契約職員に対して認定特
定行為業務従事者になるための研修を実
施しました。また、吸引、注入のフォ
ローアップ研修を行いました。

実施できま
した。

②－２ 医療的ケア
を実施する場面で、
手技や配慮する点な
ど の 看 護 師 に よ る
OJTや確認を実施し
ます。

日常の支援の中で看護師と同じ空間でご
利用者支援をしているので、随時看護師
によるＯＪＴや確認を実施し、安全に医
療的ケアができるようにしました。ま
た、送迎時のみ吸引をする職員には別途
看護師の元、手技の確認を行いました。

実施できま
した。

グループ異動に伴
う職員の吸引注入
について検討して
いきます。

③ － １ 職 員 に マ
ニュアルの周知徹底
を図ります。

４月１４日特定職員研修、てんかん発作
時の座薬挿入研修の実施しました。
認定特定行為業務従事者研修は、6月8
日と9月7日に経験者、未経験者に分け
て2回実施しました。それぞれの特徴に
合わせて学習を深めることができまし
た。

実施できま
した。

③－２ 情報提供を
行うことによって指
導医と主治医の連携
の強化を図ります。

ご利用者の体調の変化や入院等があった
場合は指導医に必ず報告し、また、主治
医に意見や情報を確認したい場合は書面
にて連絡を取り合い、ご利用者の状態を
しっかり把握し、支援することができま
した。

実施できま
した。

③-3 法人の医療的
ケア指要項に基づい
て花の郷医療的ケア
要領、細則の運用を
行います。

法人の医療的ケア実施要項に基づいて花
の郷医療的ケア要領、細則の運用を行い
安全に花の郷での医療的ケアを実施する
ことができました。

実施できま
した。



④－１ 計画的に研
修を実施し、健全、
確実な運用を行いま
す。

年間計画に沿ってに実施しました。花の
郷内部での認定特定行為業務従事者の育
成を計画的に行うことができました。

実施できま
した。

④－２ 職員に認定
特定行為業務従事者
の認定を取得しても
らい、ご利用者の生
活の保障等を目指し
ていきます。

計画的に研修会を実施し、有期契約職員
にも認定特定行為業務従事者の認定取得
を計画的に実施できています。そのこと
でご利用者の支援に反映することができ
ました。

実施できま
した。

⑤－１ 施設見学の
受け入れや医療的ケ
アに関する研修や連
絡会に参加します。

感染予防を最優先にするため、積極的な
受け入れや研修参加はありませんでした
が、年度の後半より、入所を前提とした
見学や実習等は受け入れるようにしまし
た。

着手できま
せんでし
た。

４．送迎委員

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 車検以外に
もディーラーに依頼
し定期点検を行い、
また花の郷でも定期
的な点検を実施する
ことで、車輌の安全
確保に努めます。

ディーラーに依頼し、６ヶ月点検、１
２ヶ月点検、車検を行いました。金曜夕
方の送迎後から日曜にかけて実施するこ
とで送迎に支障が出ないよう配慮しまし
た。

実施できま
した。

継続して車両の安
全確保に努めま
す。

① － ２ 車 中 で は
シ ー ト ベ ル ト の 他
に、必要に応じて胸
ベルトをすることで
更なる安全対策に努
めます。

ご利用者の特性や座る座席に合わせ、
シートベルト以外に胸ベルトをするなど
安全対策を施しました。また、個別支援
計画にその旨を記載し、保護者にも確認
をとりました。

実施できま
した。

継続してご利用者
の安全確保に努め
ます。

（１）　目標

①　ご利用者が安心して花の郷へ通えるよう、安全な送迎業務に取り組みます。

②　「基本ルート表」に沿って毎月送迎車の運行を行います。

③　総括を行い、送迎業務の見直しをします。



①－３ 運転手は急
ブレーキや急発進な
どをしないよう心が
け、安全な走行に努
めます。

運転手はご利用者が安心して乗車できる
ように安全な運転を心がけました。

概ね実施で
きました。

継続して運転手は
安全な走行に努め
ます。ヒヤリハッ
トや事故があった
際は全員で共有し
て日々の業務改善
に努めます。

①―４ 車内では利
用者の座席配置に気
を配り、安全に過ご
せ る よ う 配 慮 し ま
す。

ご利用者の障がい特性に合わせた座席配
置を行い、安全に過ごせるように配慮し
ました。

実施できま
した。

継続して車内での
ご利用者が安全に
過ごせるよう配慮
します。

①－５ 緊急時にお
けるマニュアルを作
成し、対応の統一を
図ります。

緊急時の対応の統一化へ向け「送迎引継
ぎ表」を作成しました。

実施できま
した。

来年度も継続して
使用し緊急時にお
ける対応の統一化
を行います。

①－６ 「運転手マ
ニュアル」を継続し
て活用し、断続的に
見直しを行います。

昨年度作成した運転手のマニュアル・添
乗員のマニュアルを使用し、送迎車の運
行を行いました。

実施できま
した。

来年度も継続して
使用し業務の統一
化を行います。

②－１ 送迎ルート
は原則固定とし、年
度途中での大幅な見
直しは行いません。

新規ご利用者の追加を除き、大幅なルー
トの変更は行いませんでした。

実施できま
した。

来年度も原則、
ルートを一年間固
定します。必要が
ある場合は臨時の
送迎会議を行いま
す。

②－２ 毎月１０日
前 後 に 送 迎 連 絡 表
（キャンセル表）を
ご利用者に配布し、
翌月の送迎ルート表
に反映させます。

毎月送迎連絡表を配布することで円滑に
送迎業務を行うことができました。

実施できま
した。

来年度も送迎業務
円滑化のため送迎
連絡表を毎月配布
します。



②－３ ルート表は
「基本ルート表」を
基礎として１ヶ月単
位 で 利 用 者 へ 配 布
し、それに沿って運
行を行います。

毎月２５日前後にご利用者へ翌月度の基
本ルート表の配布を行い、それに沿った
運行を行いました。

実施できま
した。

来年度もご利用者
に配布した基本
ルート表に沿った
運行を行います。

③－１ 前期と後期
に総括を行い、送迎
業務の見直しをし、
次 期 に 反 映 さ せ ま
す。

前期と後期に総括は行いませんでした
が、日常的に業務の確認や必要に応じ送
迎員で話し合いました。

着手できま
せんでし
た。

定期的に業務の確
認、見直しを行い
ます。

③―２ 家族会から
の要望等があれば、
必要に応じて家族会
とも話し合いの場を
持ち、送迎業務に反
映させていきます。

今年度は家族会からの要望はありません
でした。

実施できま
した。

家族会から要望が
あった場合には、
話し合いの場を持
ち、送迎業務に反
映させます。

５．防災委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 年２回総合
防災訓練を実施し実
際に火災が起きた場
合の自衛消防隊の動
きの確認、消火器の
使 い 方 、 通 報 の 仕
方、避難の仕方を確
認し、防災への意識
を高めます。

年に２回、総合防災訓練を実施しまし
た。（7月29日、3月24日）実際に避難
訓練を行い、防火管理者による消火器使
用の説明事務所内内線を使い通報訓練を
実施しました。ご利用者、職員の防災へ
の意識を高めることができました。今年
度設置したプロパンガス式の発電機の説
明を防災訓練時に行いました。また、防
災訓練の前にBCPの見直しを行い、現状
に合った内容に変更、追加することが必
要であることを確認しました。

実施できま
した。

①　花の郷関係者の防災への意識を高めます。

（１）　目標

②　災害時の食事を体験します。

③　応急救護訓練の実施をします。

④　災害備蓄品の見直しを行います。

⑤　災害時のマニュアル等の整備を行います。



②－１ 年１回炊き
出し訓練を行い、防
災備蓄品の調理の仕
方の確認、ご利用者
への適切な食形態へ
の対応の練習、かま
どなどの設置の確認
を行います。

新型コロナウイルス対応のため、炊き出
し訓練は実施できませんでしたが自家発
電機エネポの確認を定期的に実施するこ
とができました。また、栄養士に常食及
び形態食の３食３日分の献立を作成して
もらい献立に合わせた備蓄食材の購入を
３年計画で実施中です。
防災食の日として、防災食を安全に提供
しおいしく食べる経験を積むことを目的
とした取り組みを実施しました。（5月
13日、10月14日）

概ね実施で
きました。

③－１ 防災備蓄品
に二時避難所として
必要な物品を再確認
します。

防災備蓄食材を中心に購入し、備蓄する
ことができました。（形態食含む）

概ね実施で
きました。

④－２ 用途別、期
限の有無、追加備品
などの整理を行いま
す。また、内容につ
いて管理していきま
す。

備蓄食材の在庫管理を行いました
概ね実施で
きました。

⑤－１ ９，２月に
防災委員会を開き、
施 設 及 び 設 備 の 点
検 、 防 災 倉 庫 の 整
理 、 花 の 郷 災 害 マ
ニュアルの作成、花
の郷二次避難所開設
マニュアルの整備等
を行います。

町田市の二次避難所に関する資料を提出
する際、再確認しました。防災委員会と
しての開催は実施できませんでしたが、
二次避難所開設に関するマニュアルをは
じめ、各種防災関連の引継ぎ時に確認を
行いました。

概ね実施で
きました。



６．花の郷祭り

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ ステージ企
画や模擬店を通じて
地域の方々との交流
の機会を設けます。

新型コロナウイルス感染予防のため、実
施しませんでした。当日は、施設開所
し、フロアごとに企画し、祭りのイベン
トにしました。

着手できま
せんでし
た。

新型コロナウイル
ス感染状況によ
り、実施を判断し
ます。

①－２ 他団体に声
をかけ、イベントや
外の販売ブースなど
充実できるようにし
ます。

新型コロナウイルス感染予防のため、実
施しませんでした。

着手できま
せんでし
た。

新型コロナウイル
ス感染状況によ
り、実施を判断し
ます。

②－１ ポスターや
ビラを作成し、近隣
へ配ります。

祭りは開催せず、施設は通常開所する旨
の連絡は、全ご利用者へはお知らせを配
布しました。祭りの開催がないことにつ
いて、近隣へのお知らせ等は行いません
でした。特に問い合わせはありませんで
した。

着手できま
せんでし
た。

②－２ ご利用者の
活動とも連携し、計
画的にビラの配布を
行います。

新型コロナウイルス感染予防のため、実
施しませんでした。

着手できま
せんでし
た。

③－１ 花の郷祭り
実 行 委 員 会 を 開 催
し、企画の立案と安
全かつ効率的に運営
で き る よ う に し ま
す。

新型コロナウイルス感染予防のため、実
施しませんでした。

着手できま
せんでし
た。

③－２　ご利用者、
職員全体が主体的に
楽しく、達成感が持
てる関わりができる
よう企画します。

新型コロナウイルス感染予防のため、実
施しませんでした。

着手できま
せんでし
た。

①　年一回の施設の開放と大きな地域交流の場として花の郷関係者及び地域の方々にも楽しんでい
ただけるようにします。

（１）　目標

②　地域の方々に来ていただくためにＰＲ活動を行います。

③　安全に楽しめるように企画します。



７．拡大外出

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１ 拡大外出PT
で安全で安心して楽
しい外出を実施する
為の方向性を出しま
す。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

感染状況を見なが
ら検討していきま
す。

①－2 各グループで
の拡大外出を企画す
る だ け で な く 、 グ
ループの枠にとらわ
れない拡大外出も企
画し、よりご利用者
のニーズや状態に合
わせた拡大外出を実
施します。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

①－３ ご利用者の
健康面、精神面を考
慮した拡大外出を企
画、実施します。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

①－４ 緊急時を想
定して、外出の企画
を考えます。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

①－５ 体調不良や
ご家庭の事情などで
参 加 で き な い 時 に
は、別日に保障でき
るようにします。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

①－６ 拡大外出に
ついて課題が出た場
合には、適宜会議を
開催して解決に向け
て話し合います。

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、
実施出来ませんでした。

実施出来ま
せんでし
た。

（１）　目標

①　安全、安心で楽しい外出を企画し、笑顔になれる時間を提供します。



８．宿泊体験

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－１　ご利用者へ
泊まりの希望アン
ケートをとり人数の
把握をします。

２０１８年度にアンケートを実施し希望
者の把握をしました。３年に１回のスパ
ンで実施していましたが、コロナ禍の状
況で現在は中止しています。

新型コロナウイル
ス感染予防に向け
て、安全に実施で
きるか検討してい
きます。

①－２　アセスメン
トシートを利用して
ニーズの把握をしま
す。

コロナ禍の状況で実施出来ませんでし
た。

①－３　１回の受け
入れ人数、日にち、
体制等々各泊まりの
単位で計画を立てま
す。

実施出来ませんでした。

①－４　全体では送
迎の調整、布団の手
配、職員勤務の整理
について確認してい
きます。

実施出来ませんでした。

①－５　医療的ケア
の受け入れ、それに
伴う設備の調整を行
います。

実施しませんでした。

②－１　ご利用者が
安全においしく食事
を食べられる支援を
行います。

実施しませんでした。

②　安全でおいしい食事をしよう。

③　いつもの花の郷とは違う雰囲気を大切にしよう。

④　ご家族のいない環境に慣れよう。

⑤　職員は全人的な視点で取り組もう。

⑥　地域を意識した取り組みにしよう。

（１）　目標

①　安全、安心、快適に花の郷でわくわくどきどきしながら泊まることを楽しもう。



②－２　緊急時にも
安全でおいしい食事
が提供できるよう、
職員全員形態食(再調
理)ができるようにし
ます。

デリバリーの日を利用して形態食（再調
理）を実施しました。

③－１　泊まりの実
施に向けて計画的に
行事計画を立て実施
後の報告をします。

実施しませんでした。

④－１　ご利用者の
夜の過ごし方が分か
るアセスメントシー
トを利用してご本人
及びご家族に報告し
ます。

実施しませんでした。

⑤－１　入浴マニュ
アルの見直しを行
い、安全に入浴でき
るようにします。

実施しませんでした。

⑥－１　実施前に近
隣へのご挨拶をしま
す。

実施しませんでした。

⑥－２　地域の医療
機関と連携を図り安
全に花の郷に泊まれ
るように救急体制の
整備をします。

実施しませんでした。
人員の確保ができ
次第、実施しま
す。

⑥－３　ご利用者の
主治医と連絡を取り
合います。

実施しませんでした。 継続します。



９．日中一時支援

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①－1 今までの日中
一時支援について改
善点を検討します。

コロナ禍の状況で実施出来ませんでし
た。

実施出来ま
せんでし
た。

感染状況を見なが
ら検討していきま
す。

①－２ 日中一時支
援の内容、業務につ
いて改善点を検討し
ます。

実施出来ませんでした。
実施出来ま
せんでし
た。

感染状況を見なが
ら検討していきま
す。

②－1 日中一時支援
検討委員会の中で送
迎の実施について検
討していきます。

実施出来ませんでした。
実施出来ま
せんでし
た。

感染状況を見なが
ら検討していきま
す。

①　今まで日中一時支援の仕組みを再考します。

②　日中一時支援中のご利用者の過ごし方及び送迎について検討します。

（１）　目標



（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）ー① ダイレクト
メール作業を通じ、各ご
利用者の技術向上を図り
ながら、より高い工賃を
ご提供できるよう、取り
組みます。（就労継続支
援B型）

ご利用者の得意な作業を提供しつ
つ、苦手な作業にも挑戦して頂く等
の取り組みを行いました。

実施できま
した。

継続して支援していき
ます。

（１）ー② ご利用者ご自
身の体力の低下や情緒面
等に考慮し,楽しく働ける
環境をご提供します。ご
家族の状況等を鑑みて,相
談支援事業所や支援セン
ターと協力して適切な対
応をとってまいります。
(生活介護)

体力の維持に繋げられるよう、作業
も含め体力作りのレクリエーション
も取り入れました。ご家庭やＧＨで
の様子も参考にし、生活で悩み事が
ないか確認しながら、取り組みまし
た。

実施できま
した。

継続して支援していき
ます。

（１）ー③　SDGSを意
識した取り組みを行いま
す。

17のSDGSの取り組みの中でも「あ
らゆる年齢のすべての人々の健康的
な生活を確保し、福祉を推進す
る。」に注目し、健康的な生活に重
点を置き、作業やレクリエーション
を提供しました。

概ね実施で
きました。

継続して取り組みま
す。

目標１．障がいのある人の「働くこと」と「自立生活」を支える為に、工賃向上を図ります。（就労継
続支援B型）
目標２．地域資源としての施設の有効活用を行います。
目標３．適正収支を確保します。

（1）　　目標

2022年度ボワ・アルモニー年間総括
１．経営計画



（２）－①子どもの貧困
問題等の収入格差問題の
みならず、ひとり親世帯
における生活環境の不安
定要素やヤングケアラー
問題等、子供たちを取り
巻く厳しい環境に対し、
地域の方々の協力を頂き
ながら子ども食堂を開設
し、児童福祉支援活動を
実施します。小中学校や
地域からの情報を調査
し、食材の提供や、おや
つ・お弁当の配布、食事
の提供と徐々に取り組み
の幅を広げていきます。

子供食堂についての実施にむけ、各
事業所の取り組みの見学や会議に参
加しましたが、実施には至っていま
せん。

実施できま
せんでし
た。

今年度も見学や情報等
を整理し、アルモニー
で実施可能なことから
始められるよう取り組
んでまいります

（２）ー②　二次避難所
として整備をしていきま
す。

二次避難所として有事を想定した整
備に取り組みました。。

実施できま
した。

食材、飲料水等の確保
は出来ていますが、十
分ではない為、BCPを
基に有事の想定に取り
組んでまいります。

（３）ー①　人件費率を
７５％以内にします。

離職者も多くなったことで、アルモ
ニーとしての人件費率は達成できま
した。

実施しまし
たが、結果
が不十分。

今後は、予算も念頭に
置きつつ、健全な人件
費率を保てるよう運営
してまいります。

（３）ー②　事業活動収
支差額を１０，０００，
０００とする予算管理を
目指します。

出勤率の100％を目指しながら運営
に取り組みました。

実施しまし
たが、結果
が不十分。

ご利用者の体調や情緒
面の様子を確認しなが
ら、出勤率を高めま
す。ランニングコスト
の見直しも含め、今後
は削れるコストを洗い
出し予算管理に努めま
す。

（３）ー③　水道光熱
費、事務消耗品（白黒印
刷、ペーパーレス化等）
の無駄を省き、コスト
カットを徹底します。

水道の水漏れや無駄と思われる光熱
費にも注目し節約に取り組みまし
た。ペーパーレスを基調とし、でき
るだけ紙を出さないよう、メールで
の対応や可能な範囲で裏紙でのプリ
ントアウトに心掛けました。

実施できま
した。

継続して取り組みま
す。



（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）－①日々の健康状
態の把握（健康観察票に
よる出勤時の確認）、毎
月の体重測定、半年ごと
の体脂肪率測定、口腔ケ
ア（休憩時のうがいの実
施・口腔ケアの職員補
助）、健康診断、歯科検
診、問聴診を実施しま
す。

　健康診断、歯科検診、ブラッシン
グ指導を実施しました。
 コロナ対策に昼食前検温、適宜換気
の実施。

実施できま
した。

　高齢化に伴う、健康
管理・身体機能低下の
把握。診断結果を保護
者と共有し、治療など
に結びつけていく。歯
科通院に繋げ、治療の
開始となりました。

（1）ー②生産活動にお
いて、ご利用者の体力、
腰痛などの身体への負担
に配慮して役割分担や作
業を提供します。

　腰痛、体力低下の防止のため、長
い時間座位にならないよう、立位で
の作業時間を組みました。

実施できま
した。

継続して支援していき
ます。

（２）－①行事を通して
地域の方々の交流の実
施。みんなの会で実施す
る美化活動を通しての地
域貢献を行ないます。

コロナの影響により行事は実施でき
ませんでした。
美化活動は、生活介護にて実施。

概ね実施で
きました

コロナの状況に合わせ
て計画の見直しと代替
え案の検討をします。

（３）－①生産活動を通
して、ご利用者の状態像
や目標に合わせた作業内
容や作業環境を職員で検
討、共有を適宜、対応し
ます。

　その日々のご利用者の状態に合わ
せ、適宜、作業環境を調整・設定し
ました。

実施できま
した。

次年度も継続。

目標3．集団の中で個別支援をチームで実施します。

目標4．職員の専門性の習得、資質の向上を図り、サービスの質の向上に努めます。

ボワ・アルモニー事業計画 （就労継続支援Ｂ型）　

２．支援部門

（1）　　目標

目標1．心も体も健康に働き続けられるよう支援します。

目標2．地域との関わりを持って生活できるよう支援します。



（４）－①各職員の目標
管理に基づいて、外部研
修に参加・研修報告を会
議などで実施し専門職と
して必要な知識や専門性
を身に付け、適切な支援
が出来る様に努めます。

　目標管理に則った階級別研修に参
加し、専門職として知識を身に付け
るため、内部研修を行い、外部研修
にも参加しました。

実施できま
した。

次年度も達成に向け、
計画を行い継続。

（２）　　計画 実施状況 評価結果 今後の課題

【全体】（１）－① 毎月
の作業実績・売上をグラ
フで表し、仕事の達成感
を共有します。

グラフ化し、支援会議での報告、検
討、食堂の掲示板に掲示し、みんな
の会にて報告をしました。

実施出来ま
した

次年度も継続。
1日の封入、宛名貼りの
部署ごとに目標数を作
業場に掲示して、達成
を共有できるようにす
る。

（１）－② ご本人のスキ
ルや目標、作業の納期や
作業量に合わせ、ご利用
者の作業分担を検討し、
個々に設定し実施してい
ただきます。

ご本人の能力に合わせ、封入点数を
調整し、質を高めペース良く行なえ
るようにしました。

実施出来ま
した。

次年度も継続。

（２）－① 作業状況を本
体・分場の支援職員間で
共有し、納期や作業量に
応じて臨機応変に職員体
制を調整して授産収入お
よび工賃アップを実施し
ます。

ほぼ固定の職員でしたが、状況に合
わて職員の配置を適宜実施しまし
た。

概ね実施出
来ました。

職員の欠員の改善

目標２．授産収入を上げ、工賃アップします。

3．生産活動部門（就労継続支援Ｂ型）　

（1）　　目標

目標１．“働く”ことから「生きがい」「やりがい」が実感できるよう支援します。



【就Ｂ】（１）－①ご利
用 者 が毎 日意 欲を 持っ
て、個々の持つ力を大い
に発揮していただけるよ
う、作業の組立・工程の
工夫、作業ジグの開発、
また個別スペースを活用
し、作業を実施します。

的確に個人の能力に合わせた作業工
程や環境を整備しました

実施できま
した。

次年度も継続。

（ ２ ） － ① 受 注 量
150,000通/月 以上、収
入月平均1,２00,000円/
月 以上を目標とします

平均工賃３５，０００円を下回らな
いように職員欠員の中達成しまし
た。

実施できま
した。

　次年度も継続。職員
による事前準備、後処
理で残業がある。売
上、ＤＭＳとの関係性
などから受注量を維持
するのか残業削減の為
受注を減らすのか課
題。

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 毎朝バイタル
チェックを行い健康状態
の把握　毎月の体重測
定、半年ごとの体脂肪率
測定、口腔ケア（休憩時
のうがいの実施・口腔ケ
アの職員補助）、健康診
断、歯科検診、問聴診を
実施します。

看護師との連携の元、毎朝のバイタ
ルチェック健康状態の把握のほか、
毎日の口腔ケア、月例の体重測定、
健康診断・歯科検診・問聴診を実施
しました。結果については各ご利用
者に個別にお伝えしています。コロ
ナワクチンの集団接種を行ないまし
た。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－② 生産活動にお
いて、ご利用者の状態像
に合う作業を提供し、無
理なく取り組めるような
作業を提供します。

工程ごとに分けるなど、各ご利用者
それぞれのペース・方法で作業に携
われるよう作業提供をしました。

実施できま
した。

次年度も継続。

目標2．地域との関わりを持って生活できるよう支援します。
目標3．職員の資質の向上を図り、サービスの質の向上に努めます。
目標4．余暇活動を設定し、充実した時間を過ごします。

ボワ・アルモニー事業計画 （生活介護事業）
１．支援部門
（１）　　目標
目標1．心も体も健康に働き続けられるよう支援します。



（２）－① 行事を通して
地域の方々との交流を実
施します。みんなの会で
実施する美化活動を通し
ての地域貢献を行いま
す。

コロナの為、地域交流は出来ません
でしたが、社会貢献の一環として美
化活動に取り組みました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（３）－① 各職員の目標
管理に基づいて、外部研
修に参加・研修報告を会
議などで実施し専門職と
して必要な知識や専門性
を身に付け、適切な支援
が出来るよう努めます。

　目標管理に則った階級別研修に参
加し、専門職として知識を身に付け
るため、内部研修を行い、外部研修
にも参加しました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（４）－① ご利用者のご
希望を取り入れながら、
毎月2回余暇活動を計
画、実施します。

月2回のレクリェーションを計画、実
施しました。実施内容をポスターな
どで掲示して事前にお知らせする事
や製作活動での作品を展示、自分で
やりたいものを選択できる機会も設
けました。また体力低下の懸念から
レクリェーションにストレッチ、
ボールやゴムチューブを使用した運
動、ダンス、エアー卓球、グランド
ゴルフなど身体を使ったプログラム
を多く取り入れました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①DMSからの作
業を中心として平均工賃
７，２００円を目指しま
す。

適宜個別スペースを活用し、集中し
て作業に取り組めるよう環境を設定
しました。

実施できま
した。

職員欠員により、受注
量をセーブしたため、
経費を施設会計で支払
わなければならない月
もありました。レクリ
エーション等との取り
組みになるが、ご利用
者の体力維持に繋がる
ことも踏まえ、工賃も
意識しながら作業提供
をします。

目標１．“働く”ことを大切にします。

2.生産活動部門（生活介護）
（１）　　目標



（１）－② 個々のご利用
者により合った方法で作
業を提供し、生産性を高
めていきます。

作業内容により、席の配置変更を行
いながら、ご利用者が安全に動ける
ように作業の提供を行いました。

実施できま
した。

（１）－③ 働くことの大
切さをご利用者と一緒に
考えていきます。

個々の特性にあわせた仕事のしやす
い環境を提供することで、働くこと
の意識が高まり、目標工賃を達成す
ることが出来ました。

実施できま
した。

３.栄養部門

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 一人ひとりに
適正な栄養目標量を設定
して献立作成を行いま
す。

一人ひとりの栄養目標量を4月、１０
月に設定して必要な栄養が摂取でき
る献立作成を行いました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－② ご利用者の嗜
好調査、アンケート、健
康診断の結果、食事中の
訪問を通して利用者の摂
食機能や食事状況の把握
に努めて、支援職員、看
護師と連携を図り、必要
な栄養素を摂取出来る食
事量、食事形態を考慮し
た給食を提供します。
また、肥満の方（ＢＭＩ
25％以上）には、カロ
リー33％減で食物繊維が
豊富なマンナンヒカリ入
りごはんを提供します。

アンケート調査の結果や個人の嗜好
への配慮、健康診断や通院の結果を
踏まえて個別の計画を立て食事提供
を行いました。
肥満傾向のある方にはマンナンヒカ
リ入りご飯を提供しました。

実施できま
した。

次年度も継続。

目標４．災害時を想定した献立を、喫食者数に応じ対応できるように訓練を行います。

（１）　　目標
目標１．日本人の食事摂取基準に基づいて、ご利用者一人ひとりに適正な栄養のある食事、年間を通し
て飽きの来ない美味しいランチ提供を目指します。
目標２．HACCPに基づいた衛生管理の徹底をし、安心・安全な食事提供をします.
目標３．「食べる力＝生きる力」食事の大切さや楽しみ、食を通して生きることを育む食育を実施しま
す。



（１）－③ 季節の行事食
の提供、毎月の誕生会に
誕 生 者の リク エス トメ
ニューで実施します。多
数のリクエストをいただ
いた場合にはその月の献
立 に 取り 入れ ます 。毎
月、選択メニューも実施
します。

リクエストをご利用者全員にお聞き
し、誕生会とリクエストが多い時に
は、その月中に実施して喜んでいた
だけました。
選択メニューは月２～３回程度、
「お肉かお魚のメニュー」「ごはん
かパン」「ハンバーグのソースを和
風かデミグラスソース」など実施し
ました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－④年間を通して
飽きの来ないように、旬
な食材を用いた新メ
ニューを取り入れて提供
します。

旬の食材を使用した季節感のある、
色彩豊かな食事の提供を行いまし
た。また、ご利用者から、さまざま
なリクエストをいただけて、新メ
ニューの開発にもつなげることがで
きました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（２）－①「食材の品
質」「冷蔵庫・冷凍庫の
温度」「調理員の健康管
理や衛生的な作業着の着
用」「調理中の重要管理
のポイント」など
HACCPの考え方を取り
入れて立てた衛生管理計
画の表に、毎日記録をつ
けて確認をします。

出勤時や調理中に、それぞれの書式
にもれなく記入をして、ＨＡＣＣＰ
の考え方を取り入れた衛生管理の徹
底をしました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（２）－②コロナ禍に伴
い密をさけ、パーティ
ションを設置し、２交代
制での給食提供をし、酸
性水やアルコールを用い
て常に消毒を行います。

６人掛けのテーブルに互い違いに３
名の席をご用意して一人づつにパー
ディションで仕切り、食堂の準備
時、ご利用者の入替時、食事終了後
には必ず消毒を行いました。

実施出来ま
した。

次年度も継続。

（２）－③ 清掃チェック
リストに基づいた清掃の
他、５月と１１月に厨房
内、食堂の大掃除を実施
します。

出来る限り通常業務を早く終わらせ
るように努力をして、５月、１１月
に一カ月をかけて、厨房内、食堂、
ベランダ、窓、外回り、風呂、トイ
レ、各種フィルター等を丁寧に掃除
をしました。

実施できま
した。

次年度も継続。



（３）－①コロナ禍で昨
年度は、旅行や日帰りレ
クなどの外出が出来ませ
んでした。実際に今は行
けなくても、ご利用者の
行きたい場所を選んでい
ただき「ショクイクモ
ニー・ツーリズム」を開
催し、その土地の楽しみ
のあるワクワクする給食
を提供しながら「食べる
力」を伝え、残食０を目
指します。

６月に食育週間を設けて「ショクイ
クモニー・ツーリズム」を開催しま
した。日本各地の旅行に行きたいと
ころや、食べてみたい食事などをご
利用者に投票していただき、選ばれ
た５カ所の郷土料理を本場に近い状
態で召し上がっていただけるよう
に、仕入れるのが難しい食材はお取
り寄せをして好評でした。その土地
や料理の画像を見ながら、観光地や
料理、食育の説明をいたしました。

実施できま
した。

次年度もテーマを変え
て継続。

（３）－②食事のありが
たさを改めて感じられる
ように、「食品ロス０！
食べられる適量を知り、
きれいに食べきろう」の
取り組みを行います。

「食品ロスを減らすように私たちが
できること」のスライドを作成し、
ご説明させていただきました。ま
た、給食では、個々に食事の量の調
節を行っているため残食はありませ
ん。給食ぐらいの食事を適量と覚え
ていただいています。

実施できま
した。

次年度も継続。

（３）－③食育に関する
アンケートにご協力いた
だき、集計結果を配布し
ます。ご利用者、保護者
のご意見を踏まえ今度の
食育活動のテーマに取り
入れて行きたいと思いま
す。

９月に食育に関するアンケートを実
施して、集計結果のお知らせを配布
しました。多くの方が、食事の内
容、マナー、特に家族や仲間と食事
をすることを大切に過ごされていま
した。コロナ禍に入り食生活に変化
が見られない方は7～８割でした。

実施できま
した。

（４）－①昨年、災害時
を想定して、電気、ガ
ス、水が使用出来なくて
も温かい食事が提供でき
るように１週間分の献立
を作成しました。実際に
喫食者数やご利用者の食
事形態により、使用する
器具や調理法が異なりま
すので、工夫をして調理
工程を考え、いざという
時にも、スムーズに対応
が出来るように訓練をし
ます。

備蓄食材や給食食材在庫の乾物類、
缶詰、冷凍庫にある食材を使用して
作る献立を、炊き出しかまど、カ
セットコンロを使用して、月１回食
事提供を実施しました。１月には、
ご利用者と炊き出しかまどで汁物を
作り、アルファ米にお湯を入れると
ころから見ていただきました。

実施できま
した。



（４）－②災害時の献立
を給食で提供して、ご利
用者、職員に召し上がっ
ていただいて感想等を献
立に反映させて改良をし
ます。

炊き出しかまどで作った、ごはんや
うどん、パスタ等の調理は、普段か
ら食べなれている食材の料理なので
美味しく召し上がっていただけるこ
とが出来ました。備蓄食材では、ご
利用者に出来る方には、蓋や袋を開
けてもらい、付属のスプーンで召し
上がっていただきました。その様子
を観察して、食べやすい形状の備蓄
食材なのかを見極め、今度の備蓄食
材購入時の参考にさせていただきま
す。

実施できま
した。

4.みんなの会

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（1）ー①ご利用者の意
見を反映させ、良い行事
となるようみんなの会で
話し合う時間を作りま
す。

みんなの会でやりたい事やほしい物
など、話し合い,新しい曲が収録され
たカラオケを行ないたいとの意見か
ら新しくカラオケを契約しました。

実施できま
した。

話し合いを行い多くの
ご利用者の意見取り入
れられるようにしま
す。

（2）ー①行事の内容や
参加をご利用者自らの意
思で、選択する、設定す
るなどの自己決定ができ
るようにします。

赤い羽根募金ではご自身の意思で募
金活動に参加しました。
新しい曲が収録されたカラオケを行
ないたいとの意見から新しいカラオ
ケを契約し、余暇活動でカラオケを
おこないました。

実施できま
した。

意思決定できる機会を
増やします。

（2）ー②年度末にみん
なの会役員選挙を通じ
て、立候補することや他
のご利用者を推薦する・
されるなど、自身の自己
表現・自己決定ができる
ようにします。

　立候補者を募り数多くの立候補者
の中から、選挙によりみんなで役員
を決めることができました。

実施できま
した。

継続します

（１）　　目標
目標１．みんなの会でご利用者に関わる行事内容などを話し合う機会を設定し、ご利用者中心に決定し
ます。
目標2．ご利用者一人ひとりが自己表現・自己決定できる機会とします。
目標３．地域交流活動をします。



（3）ー①地域の中で共
に生活する一員として、
地域貢献として美化活動
を実施します、

　作業の合間を見て、美化活動を実
施しました。引き続き来年度も実施
していきます。

実施できま
した。

レクリエーションや買
い物など外出する機会
などを利用し美化活動
を実施します。

5.保健衛生

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 希望されるご
利用者のみ健康診断を施
設にて実施します。

産業健診センターに依頼し、検診車
来訪の元希望者に対して健康診断を
実施しました。
今年度は、成人病予防の観点から
HBA1ｃの測定も追加しました。

実施できま
した。

来期についても産業健
診センターに実施依頼
していく予定。

（１）－② 毎月体重・血
圧測定を行ないます。

基本的に月末に本体、分場と分けて
測定しました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－③年に１度体脂
肪率測定を行ないます。

健康診断受診時に体脂肪測定を行い
ました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－④殺菌効果のあ
る酸性水を使用し、うが
いを行なうよう支援しま
す。

毎日の休憩時に行なっています。
実施できま
した。

次年度も継続。

（１）－⑤服薬管理を適
切に行ないます。
・常備薬の内容の把握
・災害時用の３日分の服
薬管理（４月・10月に差
し替えを行ないます）

日々の服薬管理については、誤薬な
く実施しています。頓服薬の管理に
ついても、ご家庭と連携を取り、把
握した分については効能書の控えを
管理しています。災害時の預かり分
については、定期的な入れ替えを含
めて実施できています。また、返却
した薬に潰れたり変質したものが見
られたため保管状況を見直した。

実施できま
した。

次年度も継続。保管状
況については必要時適
切に対処していく。

（１）　　目標
目標1．ご利用者の安心・安全を目指した健康支援を行います。
目標2．歯科衛生に努めます。
目標3．家庭支援としてご家族からの健康相談に応じます。
目標4．感染症の予防に努めます。



（２）－①昼食後の歯み
がき支援は、コロナウィ
ルス感染を予防する観点
で必要最小限の人数を行
ないます。

感染予防対策をとり昼食後の歯磨き
を徹底して、ブラッシング指導内容
を参考に対象者を設定し仕上げ磨き
を行ないました。

実施できま
した。

継続していきます。

（２）－②歯科衛生士に
よるブラッシング指導を
実施します。（６月予
定）

６月、全員を対象に障がい者歯科の
歯科衛生士によるブラッシング指導
を４回に分け個別に行いました。結
果を受けて食後の歯磨きを徹底し、
必要な方には磨き直しを行いまし
た。

実施できま
した。

次年度も継続

（２）ー③原則全員のご
利用者に成人歯科健診を
実施します。

今年度は予定通りに実施できまし
た。その結果必要な方には医師受診
を進めました。

実施できま
した。

次年度も継続

（３）－①嘱託医による
問聴診を実施します。

西島医院と調整し2/22に実施しまし
た。

実施できま
した。

次年度も継続

（４）－①施設内のイン
フルエンザ流行を防ぐた
め、ご利用者・職員の呼
びかけ、希望者に予防接
種を実施します。

今年度は、嘱託医の西島医院と調整
し10/26実施しました。

実施できま
した。 次年度も継続

（４）ー②コロナウイル
ス感染予防のため非接触
のアルコール消毒と常時
マスクの着用を徹底しま
す。

毎日手指消毒器の清掃点検を行い、
アルコール液の残量も確認した。

実施出来ま
した。コロ
ナワクチン
接種も４回
と５回を実
施しまし
た。

次年度も継続。



（４）ー③手洗いチェッ
カーを施設に設置し、７
月、１１月、３月に手洗
い確認を実施します。ご
利用者の皆様に正しい手
洗い方法を習得していた
だきます

３回／年の手洗いチエック実施でき
ました。手洗いが不十分な方に対し
てはネットやブラシを利用して洗っ
ていただくように蛇口横に準備しま
した。使用後は酸性水で洗浄後乾燥
させるようにしました。

実施できま
した。

次年度も継続

6.実習・ボランティア

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 特別支援学
校、福祉、一般学生から
の実習受け入れを年間ス
ケジュール、現場の状況
から勘案し、計画的に受
け入れます。

コロナウイルスの関係で要望通りに
は、応えることができませんでした
が、日数、時間短縮等で協力頂き、
特別支援学校、一般学生の依頼に
沿って実習の受け入れをしました。

実施できま
した。

新型コロナウイルス対
策を徹底し、介護等体
験実習について、要請
に基づいて受け入れま
す。

（２）－① ボランティア
センターと連携を取り、
積極的に受け入れを行い
ます。また、ボランティ
アの方との意見交換を実
施して、受け入れについ
ての改善点などを見つけ
定着を図っていきます。

ボランティアセンターとは連絡は十
分ではなかったが、現在受け入れて
いるボランティアの方とは、意見を
交換しながら活動協力をいただくこ
とが出来ています。

実施しまし
たが、達成
できなかっ
た。

ボランティアセンター
と連携しましたが結果
に結びついておりませ
ん。引き続き取り組ん
でまいります。

（２）－② ボランティア
の方が楽しく作業補助や
行事補助が出来ように環
境作りします。

作業補助のボランティアの方が、ご
自身のご都合で辞められた為、ボラ
ンティアセンターと連携し、人材を
探しました。

実施しまし
たが、達成
できなかっ
た。

今後もボランティアセ
ンターと連携し、取り
組んでまいります。

（１）　　目標
目標1．職場体験・実習生の受け入れをします。
目標2．ボランティアの方が楽しく作業や行事補助ができるよう配慮します。



7.送迎管理

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－① 無事故で送迎
できるように安全運転を
徹底します。

ドライブレコーダーを取り付け、ま
た運転手の協力を頂きながら、安全
に送迎業務を行いました。

実施できま
した。

（１）－②日常点検、整
備、洗車、給油等を随時
実施し、送迎業務に支障
がないよう管理します。

運転手の協力の元、日々の走行前後
に車内外の清掃を行なっています。

実施できま
した。

日常点検項目にシー
ト・ドア等の確認を追
加し、安全運行を心掛
けます。

（１）－③送迎車内での
トラブル防止に配慮しま
す。

送迎運行の際、停車時・ご利用者の
乗り降り時にトラブルはありません
でした。

実施できま
した。

（１）ー④運行予定表を
作成しご利用者の休み等
を事前に把握し、スムー
ズな送迎業務を実施しま
す。

送迎キャンセルの把握を行ない、運
転手への連絡を確実に行なうこと
で、日々確実な運行を行なうことが
出来ました。

実施できま
した。

（１）ー⑤コロナ感染対
策の為、乗車時には消毒
の徹底をします。

ご利用者の乗車時は、消毒を徹底
し、窓を開ける対応を取りました。
乗車前に車内の除菌消毒を行ないま
した。

実施できま
した。

（１）ー⑥緊急時に備え
たマニュアルを作成し車
内に常設できるようにし
ます。

災害時用の水・非常食・災害避難
マップを車内に常備し、運転手と確
認を行ないました。

実施できま
した。

（１）　　目標
目標１．ご利用者の安心安全を第一に考えた送迎業務を行います。



8.車両管理

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－ ①安全走行を第
一に心掛け、週に一度、
点検項目確認（エンジン
オイルの量や色、ラジェ
エーター液の点検、ヘッ
ドライト・テールライト
の点検、ファンベルトの
緩みの確認、タイヤの溝
の確認や空気圧の点検、
室内空間/ヒーター・
クーラーの確認）を行い
ます。

運転手の協力の元、運行前に点検を
行ないました。

実施できま
した。

送迎車ドアにネジの緩
みが見つかる事案があ
りました。点検項目に
加え、確認を行ないま
す。

（１）－ ②冬用のタイヤ
への交換は１２月・３月
に実施します。

業者と調整のうえ、交換を実施しま
した。

実施できま
した。

（２）－①車両の外・内
部を清掃に保つよう清掃
点検を実施します。

運転手の協力の元、運行前後の清掃
を行ないました。

実施できま
した。

（２）ー②減免申請や車
検の手続きは滞らないよ
う、計画的に行います。

全車両の車検日の一覧表を作成し、
計画的に行いました。

実施できま
した。

（２）ー③コロナ感染予
防の為、夏場は酸性水、
冬場はアルコール消毒を
車内に用意し、乗車の際
には消毒の徹底をしま
す。

ご利用者の乗車時は、消毒を徹底
し、窓を開け換気対応を取りまし
た。

実施できま
した。

（１）　　目標
目標１．車両の安全走行の為の点検・整備。
目標２．車両の清掃・車検。



9.法人広報誌

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）- ①年４回発行さ
れる法人広報誌の紙面と
適宜更新されるホーム
ページを利用して、ボ
ワ・アルモニーで取り組
んでいる活動等につい
て、広く地域に向けて発
信します.

　ボワ・アルモニーで行った行事や
日々の活動の様子、取り組みを広報
誌やホームページに掲載し、お知ら
せすることが出来ました。特にホー
ムページ掲載は定期的に更新し、最
新の活動風景をお示しすることが出
来ました。

実施できま
した。

今後も、ご利用者の日
常や活動、作業の様子
が常にわかる様、ホー
ムページの掲載数を増
やしてまいります。

（１）－②ご利用者の個
人情報に配慮し、行事を
通してボワ・アルモニー
のご利用者の様子を広く
お知らせします。

個人情報等に配慮し、ホームペー
ジ、広報誌を媒体として、日々の活
動等を広く、お知らせすることがで
きました。

実施できま
した。

個人情報に配慮し、日
常のご利用者の活動
や、特別な行事等も含
め、幅広くお知らせし
てまいります。

10.虐待防止委員会

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①虐待防止責任
者を設置し,虐待防止に取
り組みます。

虐待防止責任者を設置し、運営層が
中心となり、虐待と思われる案件や
繋がる案件について話し合いまし
た。

実施できま
した。

虐待に繋がる行為につ
いて意識し、常に話し
合いができる環境を作
る。

（１）ー②虐待防止につ
いての研修を５．１０月
に実施し,職員の質の向
上・人材育成を行ないま
す。

アルモニーに於ける虐待に繋がる案
件等を例に挙げ、職員全員で意見交
換をし、虐待に繋がらないような支
援について話し合いました。

実施できま
した。

（１）　　目標
目標１．より多くの方々にボワ・アルモニーの行事やお知らせに興味を持っていただけるよう編集しま
す。

（１）　　目標
目標１．虐待防止研修を実施しサービスの質の向上をします。



（１）ー③虐待防止につ
いてのアンケートを全職
員に実施して、職員の人
権意識の向上を図りま
す。

自身の行為や他の支援者の行為言動
についてアンケートで、意識を高め
られるよう実施しました。

実施できま
した。

11.防災委員会

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１） －①　避難訓練
（火災想定、地震想定）
を実施します

火災、地震を想定し実施しました。
また滑り台を使用した避難について
も実施しました。

概ね実施で
きました。

多種にわたる災害に備
え、有事に則した訓練
にします。

（１）－②　起震車体験
を実施します

計画を立てましたが、コロナウィル
スの影響により実施できませんでし
た。

着手できな
かった。

新型コロナウィルスの
状況を鑑み、消防署と
相談しながら行いま
す。

（１）－③ 　防災備蓄品
の確認を年に１回行ない
ます

賞味期限管理を含めて実施し、新た
に購入も行いました。

実施できま
した。

（１）－④　引き渡し
カードを作成し、引き渡
し訓練時に使用します。

コロナウィルスの影響により実施で
きませんでした。

着手できな
かった。

新型コロナウィルスの
状況を鑑みながら計画
に沿って行ないます。

（１）－⑤　年２回、専
門業者に委託し、消防設
備等の点検を行ないま
す。

予定通り2回実施しました。
実施できま
した。

（１）　　目標
目標１．災害時に備え、防災意識を高めていけるよう、避難訓練、点検を実施します。
目標２．災害などが発生して事業継続が危機的状況に陥った際に、より重要な業務への影響を最小限に
抑え、できる限り迅速に業務を再開できるように、復旧対策の手立てを事前に策定するBCP計画を基本
に災害時の対応を進めて参ります。



（１）－⑥　防火管理責
任者が、施設・設備の総
点検を行ないます。

施設内の設備点検とともに防災設備
および防災の視点での点検を毎月１
回実施しました。

実施できま
した。

　

（１）－⑦　自主検査
チェック票（日常）「閉
鎖障害等」を毎日確認、
記入します。

本体・分場職員により自主点検を毎
日実施しました。

実施できま
した。

（２） －①　BCP計画
に基づいたマニュアルを
作成します。
初動対応・業務再開・業
務回復・全面復旧までの
終結を念頭に、時系列で
具
体的な動きをマニュアル
にします。

ＢＣＰ計画書を作成に着手致しまし
た。今後は職員、ご利用者と計画に
基づく訓練に結び付けて参りたいと
思います。

実施しまし
たが、結果
が不十分。

マニュアルの見直しを
行なっている途上にあ
り今年度に完成させ、
有事を想定した訓練を
行って参ります。

12.安全衛生委員会

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①施設内の安
全、快適な環境整備を維
持する為に、日々の消
毒、清掃を実施します。

施設内に於いて、不要なものは処
分・片付けを行い整理し、決められ
た場所に決められたものをいつでも
使用できるよう整頓に心掛け、清潔
な環境が保たれるよう消毒、清掃に
力を注ぎました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（１）　　目標
目標１．ご利用者・職員の安全及び衛生的な環境で過ごせるための環境整備に努めます
目標２．感染症対策を徹底し、感染予防に努めます。
目標３．安全衛生に関する研修を実施し、職員の知識の向上、育成に努めます。



（２）－①感染症に関す
る適切な情報収集による
早め予防対策を随時検討
し、対応します。

特にコロナウイルス感染症に対し、
保健局の職員と密に連絡を取り、感
染予防や感染した場合の対策を直接
確認しました。また施設で抗原検査
キットを用意し、体調不良のご利用
者、職員には検査を行い、陽性が出
た際は適切に対応することができ、
クラスター等は防げました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（２）－②感染者発生時
対応訓練
（１１月）を実施しま
す。

コロナウイルス感染症のみならず、
あらゆる感染症の発症時の対応手順
を看護師を中心に取り組みました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（３）－①感染症及び食
中毒等の防止の対策を、
内部、外部研修で実施
（適宜）します。
外部研修の情報は、職員
全体に周知して共有しま
す。

感染症に対応する手順や発生を未然
に防ぐ対策をインターネットを利用
し内部研修で学びました。外部研修
についてもインターネットに繋ぎ、
取り組み職員会議等で発表し啓発し
ました。手指の消毒は通常の消毒液
を使用し、うがいは酸性水を提供
し、感染防止に取り組みました。

実施できま
した。

次年度も継続。

（２）　　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）―①　楽しい余暇
活動出来るよう、みんな
の会と連携し、何処で何
をしたいか話し合い、出
来るだけご希望に沿った
余暇を実施します。

みんなの会と連携して、お楽しみ会
で何をしたいか話し合いました。新
型コロナの影響で実施には至りませ
んでした。

着手できな
かった。

コロナウィルス感染症
等に配慮し、新しいス
タイルのレクリエー
ションの実施も含め、
外出できる環境が整い
次第、日帰りレク等も
提案してまいります。

目標１.日頃の作業を離れ、余暇活動を提供します。
目標２.コロナ禍に於ける新しい形の余暇活動を提供します。

13.日帰りレクリエーション
（１）　　目標



（1）―②　心身のリフ
レッシュを図れる企画を
立て、実施します。

毎月2回ご利用者に楽しんで頂ける様
な企画を計画致しました。

実施できま
した。

（２）―①　コロナ禍に
於ける生活様式を意識
し、ご利用者と共に考
え、外出に拘らないレク
レーションを提供しま
す。

体力作りや創作活動、調理レクリ
エーションなどを企画致しました。

実施できま
した。



１．支援部門

【ボワ・ミニヨン】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-① 自己選択・自己決
定ができる支援、環境作
りをします。

個別での外出やプール、音楽といっ
た外での余暇活動について、ご利用
者個々に楽しまれました。感染症が
拡大している時期は、職員の判断に
て参加を見送らせていただくことも
ありました。その際は対象となるご
利用者と話し合いの場を持ち、双方
が納得できる結論を導きました。ま
た、誕生日の食事メニューや、
ティータイムの飲み物など、ご利用
者自身で選択する機会を設けること
ができました。

実施できまし
た。

1-② 感染症に注意を払
いながら、安全に楽しい
時間が過ごせるよう、日
帰り旅行など、余暇活動
を企画、実施します。

昨年度に引き続き、新型コロナウイ
ルス感染防止対策として、外出や外
食など、外へ出るイベントは中止し
ました。
代替活動として少し豪華な弁当を楽
しむなど、ホーム内でレク活動を実
施しました。ご利用者みな、楽しん
で参加されている様子でした。

一部実施でき
ました。

日帰り旅行などの
余暇活動は今後も
計画していきま
す。感染症の流行
などには注意を払
い、安全に実施で
きるよう努めま
す。

2022年度 ボワ・ミニヨン　年間総括

（１）　目標

①ご利用者個々のニーズをくみ取り、ご本人が思い描く生活を支援します。

②外部研修への参加、内部研修の実施において、支援の専門性を向上します。

③感染症に対する取り組みを徹底します。
　火事や自然災害に備えます。
　防犯研修への参加、防犯備品を整えるなど、防犯対策に取り組みます。

④経営計画に沿った施設運営を行います。



1-③ 日々検温をし、必
要に応じて血圧を測定し
ます。排尿・排便を記録
します。配食サービスを
利用し、バランスの取れ
た食事を提供します。

表情や顔色などの他、朝夕の検温は
全ご利用者を対象に実施しました。
また各ご利用者の健康状態に合わ
せ、血圧測定や排便の有無の記録な
どをしました。普段と違った様子や
数値が見られた時は、保護者や通所
施設等と連携をし、必要に応じて通
院支援をするなどの対応を行いまし
た。

実施できまし
た。

1-④ 個々の希望に基づ
き 、 個 別 面 談 を 行 い ま
す。面談を通じてご家庭
の状況など、ご本人を取
り巻く環境を把握すると
ともに、必要に応じて社
会 資 源 の 提 案 を す る な
ど 、 ご 本 人 や ご 家 族 に
とって、より適した生活
環境を整えられるよう努
めます。

希望されるご家庭を対象に個別面談
を実施しました。日々の様子や支援
の他、将来的なことについても話を
し、必要に応じて後見人についての
説明などもしました。

実施できまし
た。

1-⑤ ご利用者、職員の
双方にとって安心して安
全な支援が行えるよう、
浴室へのリフトの導入を
検討するなど、ノーリフ
ティングケアの構築を目
指します。

福祉機器の展示会に参加しました。
グループホームの建物の構造やご利
用者の障がい特性と合致する入浴リ
フトについては、実際に２週間程度
のデモンストレーションにて試行し
ました。使い心地などについて、ご
利用者に感想を聞くとともに、職員
間でも今後に向けての検討を図りま
した。

一部実施でき
ました。



2-① 東京都社会福祉協
議会階層別研修、グルー
プ ホ ー ム 世 話 人 研 修 な
ど、各種研修に参加しま
す。また職員の支援力に
合わせた研修を計画し、
（ オ ン ラ イ ン 研 修 も 含
め ） 現 場 へ の フ ィ ー ド
バ ッ ク ま で を 評 価 し ま
す。

中堅研修やチームリーダー研修な
ど、職位に応じた研修に参加し、各
職員は必要なスキルを身に付けまし
た。
また、記録の書き方や虐待防止など
について、オンラインでの研修を計
画し、実施しました。研修後は報告
書の回覧や職員会議を通じたフィー
ドバックを行うことで、内容の周知
を図りました。

実施できまし
た。

2-② 職員会議において
虐待防止や支援の向上に
つながる研修を実施しま
す。

虐待防止については、職員会議にて
取り上げたほか、研修への参加やセ
ルフチェック、事例の回覧などを通
じて職員の意識づけに取り組みまし
た。

実施できまし
た。

2-③　職員個別に目標管
理面接を実施します。年
度目標を管理者、職員双
方で計画し、達成状況に
ついての確認を行いま
す。

定期的に目標管理面接を行いまし
た。年度初めに立てた目標について
確認するとともに、研修への参加な
どについても話し合いました。

実施できまし
た。

2-④　管理者は職員育成
のための研修に参加しま
す。

管理者はハラスメント研修やメンタ
ルヘルスケア研修などに参加し、職
員の育成やモチベーションの上げ
方、メンタル面のフォローなどにつ
いて学びました。学んだことについ
ては、職員との目標管理面接やコ
ミュニケーションの取り方といった
形で実践しました。

実施できまし
た。



3-①　マスク、アルコー
ル消毒液等を一定量備蓄
しておきます。職員の就
業前の検温を徹底しま
す。

マスクやアルコール消毒液の備蓄に
努め、不測の事態に備えました。ま
た、職員は就業前に検温や手洗い、
うがいをするとともに、PCR検査及
び抗原検査を週に一度実施するな
ど、感染防止対策に努めました。

実施できまし
た。

3-② 嘔吐等、感染症が
懸念される汚染に対して
迅速に対応できるよう、
処理に必要なものをまと
めておき、感染が広がら
ないよう努めます。

嘔吐時の処理セットを用意するな
ど、緊急時に備えました。また職員
会議などで、処理セットの中身の確
認や、消毒液の作り方などについて
確認をしました。

実施できまし
た。

3-③ 初期消火訓練、地
震・火災避難訓練、救急
救護訓練(AED訓練)、無
線電話訓練を行います。

5月に初期消火訓練及び停電時の電
源確保訓練、6月、10月、3月に避
難訓練、9月に救急救護訓練(AED訓
練)をそれぞれ実施しました。避難
訓練については、無線電話訓練も同
時に実施した他、身の守り方や避難
についてご利用者と確認しました。

実施できまし
た。

3-④　災害用備蓄品の更
新・補充を行います。

水や食料といった、災害用備蓄品に
ついて、それぞれの必要個数や保存
(品質保持)期限を一覧にして壁に貼
りだすことで、担当者だけでなく、
だれもが確認できるようにし、不備
がないようにしました。

実施できまし
た。



3-⑤　施設の見回りや施
錠など、日常的な防犯・
防災の備えを徹底しま
す。

防犯対策として、施設の出入り口に
ついては日中であっても常に施錠を
し、夜間は常夜灯をつけるなどしま
した。夜間帯は定時に見回りをし、
退勤時にはチェック表を用いて施錠
などの確認をしました。また、さす
またを設置し、使い方の確認や実際
にさすまたを使った訓練をしまし
た。
防災対策として、台風や積雪の予報
が出た際は、危険予測をし、外にあ
るものを屋内に入れることや、物干
しざおを下ろしたりするなどの対策
をしました。

実施できまし
た。

4-①　職員体制を整える
ことで、円滑な支援が行
えるよう努めます。

常時職員の募集を行い、シフトにつ
いても働きやすいと考えられる時間
帯を新たに設定しました。有期職員
の雇用や派遣社員の継続等により、
体制を整えました。

実施できまし
た。

4-② ご利用者やご家族
のご要望を聞き、グルー
プホームの今後の方向性
について検討します。

個別面談などを通じ、ご利用者やご
家族のご要望を聞き、支援などに活
かしました。ひなたでは祝日の日中
開所を実施しました。
また、グループホームがご利用者
個々にとってどのような場所である
べきなのか（安全、安心、くつろげ
る場、家庭的な場など）について検
討しました。

一部実施でき
ました。

4-③ ご利用者の高齢化
に伴う新たなニーズにも
対応できるよう,医療機関
との連携など,仕組み作り
を検討します。

ご利用者の高齢化に伴う健康状態の
変化について、かかりつけの医療機
関にご本人からのニーズや様子観察
の結果について、報告や相談をしま
した。薬の変更があった際などは、
職員間で共有し、間違いがないよう
にしました。

実施できまし
た。



4-④ グループホームは
るかぜの耐用年数経過に
伴い、建て替え及び各グ
ループホームで暮らすご
利用者の年齢や障がい特
性を鑑みた再編成につい
て、検討します。

グループホームの再編成について、
具体的な計画を作成するまでには至
りませんでしたが、運営会議等で検
討しました。

実施できまし
た。

4-⑤ シフトの見直しの
検討など、適切な収支差
額の維持ができるよう努
めます。

シフトについて、ご利用者支援に支
障をきたさないことや、収支差額の
維持などを念頭に入れながら見直し
を行いました。

実施できまし
た。

１．支援部門

【であい】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1- ① ご 家 庭 、 通 所 先
（ 日 中 活 動 先 ） と 連 携
し、安全に過ごせるよう
努めます。また落ち着け
る環境作りをするなど、
安心して過ごせるよう支
援します。

服薬の確認など、必要に応じて、ご
家庭や通所先と連絡を取り合いまし
た。事故などなく、安全に過ごすこ
とができました。また、初めてであ
いのショートステイを利用された方
について、緊張する様子が見られる
ことがありました。その際は食事や
就床などについて、無理に誘導する
ことはせず、ご本人が希望する場所
の提供をし、ご本人のペースを大切
にすることで、落ち着いて過ごされ
ました。

実施できまし
た。

 2022年度 短期入所であい　年間総括

（１）　目標

①ご利用者個々にあった支援を充実させます。

②ご利用者やご家庭の意向も踏まえながら、体制の強化や短期入所の在り方について検討しま
　す。



1-② 定時の検温など、
健康観察を行います。必
要に応じて関係機関と連
携し、健康に過ごせるよ
う支援します。

健康など、必要な情報は連絡帳や電
話などを通じて通所先と共有を図り
ました。利用されたご利用者は安定
して過ごされている様子でした。

実施できまし
た。

2-① 施設の見回りや施
錠など、日常的な防犯の
備えを徹底します。

防犯対策として、施設の出入り口に
ついては日中であっても常に施錠を
し、夜間は常夜灯をつけるなどしま
した。夜間帯は定時に見回りをし、
退勤時にはチェック表を用いて施錠
などの確認をしました。また、さす
またを設置し、引継ぎ事項の確認時
に使い方の確認や実際にさすまたを
使った訓練をしました。
防災対策として、台風や積雪の予報
が出た際は、危険予測をし、外にあ
るものを屋内に入れることや、物干
しざおを下ろしたりするなどの対策
をしました。

実施できまし
た。

2-② 初期消火訓練、地
震・火災避難訓練、救急
救護訓練(AED訓練)、無
線電話訓練を行います。
避難訓練はご利用者と一
緒に行い、災害発生時に
備えます。

5月に初期消火訓練及び停電時の電
源確保訓練、6月、10月、3月に避
難訓練、9月に救急救護訓練(AED訓
練)をそれぞれ実施しました。避難
訓練については、無線電話訓練も同
時に実施した他、身の守り方や避難
についてご利用者と確認しました。

実施できまし
た。

2-③　職員体制を整える
ことで、円滑な支援が行
えるよう努めます。

職員体制については、不足なく支援
にあたることができました。

実施できまし
た。



2-④　ご利用者やご家族
のご要望にも耳を傾け、
グループホームの今後の
方向性について検討しま
す。

日々とは異なる生活空間において、
ご本人やご家庭からの要望にもあ
る、「ご家庭と同じように安全で安
心してくつろげる場」を提供するた
め、ご利用者ごとの特性に配慮しな
がら検討し、支援にあたりました。

実施できまし
た。

　

2-⑤　医療的ケアが必要
な方の受け入れなど、よ
り幅広い状態像の方に利
用していただけるよう仕
組み作りを検討します。

医療的ケアが必要な方の受け入れな
どについて、管理者間で話し合いの
場を設けましたが、仕組み作りには
至りませんでした。

実施には至り
ませんでし
た。

幅広く受け入れが
できるよう、今後
も検討を継続しま
す。



１．支援部門

【全体】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①発達年齢を考慮し
た、継続的な支援を
提供します。

それぞれの事業所で、児童の興味や
やりたいことに合わせた活動を設定
しました。手順書や予定表を用意す
るなど、分かりやすさへの工夫をし
ました。活動や遊びを通して「楽し
い」「できた」と思えることや、満
たされることを大切にしました。

実施できまし
た。

発達や障がい特性へ
の理解を深め、専門
的な視点で支援や活
動を検討できるよう
にします。

②生活年齢を意識し
た関わりや活動を提
供します。

日常生活動作や身の回りのことに対
しては、一人ひとりに合わせた適切
な支援を行い「自分でできること」
を大切にしました。学齢期、思春
期、青年期などその時期での育ちを
意識しながら、気持ちの伝え方や人
との関わりを支援しました。社会へ
のつながりを意識しながら呼称につ
いても検討し取り組みました。

実施できまし
た。

支援のあり方や考え
方について丁寧に検
討し、周知すること
で一定の方向性を
もって支援できるよ
うにします。

③専門的な視点で発達を捉え、根拠を明確にしながら適切な支援を行います。

 202２年度 　　児童支援部　年間総括

部門別年間総括

（１）　目標

①発達年齢を考慮し、楽しみや成長に繋がるような継続的な支援を提供します。

②生活年齢を考慮し、社会に繋がるような関わりや活動を提供します。

④法人内看護師との連携、また訪問看護ステーション事業所との連携を活用し、医療的ケアが必要
な児童が利用しやすい環境や体制を整えます。

⑤個別面談の実施などにより、個人の発達や生活に関する疑問や悩みについて相談しやすい環境を
整えます。

⑥保護者向け法人事業所見学会を実施します。

⑦保護者間の交流を目的に保護者懇親会を開催します。

⑧放課後等デイサービスガイドラインの遵守及び自己評価の結果を公表します。

⑨事業所全体のマニュアルの見直しを計画的に行い、ズレの少ない統一した対応ができるようにし
ます。

⑩豊かな時間の提供を工夫しながらも、収支バランスの取れた事業所運営をします。



③専門的な視点で発
達を捉え、根拠を明
確にしながら適切な
支援を行います。

日々の打ち合わせの中で児童の行動
や様子について議論し、原因やきっ
かけについて分析しました。考えら
れる原因から対応を考え、実施しま
した。PDCAを繰り返し、より適切な
支援を考えました。必要なことにつ
いては正職会議や職員会議で情報共
有し、幅広い視点で検討しました。

概ね実施でき
ました。

次年度も継続しま
す。

④法人内看護師との
連携、また訪問看護
ステーション事業所
との連携を活用し、
医療的ケアが必要な
児童が利用しやすい
環境や体制を整えま
す。

訪問看護ステーションとの連携につ
いて検討し、2か所の事業所に相談を
しましたが、費用、時間設定など、
先方との調整が難しく実現には至り
ませんでした。また、法人内の看護
師についても採用が難しく、児童支
援部の対応ができる体制を整えるこ
とができました。部分的な医療的ケ
アについては、法人内看護師と連携
し実施することができました。

実施しました
が、結果が不
十分でした。

法人内看護師と連携
し、医療的ケアを必
要とする児童の対応
ができるよう整えま
す。

⑤個別面談の実施な
どにより、個人の発
達や生活に関する疑
問や悩みについて相
談しやすい環境を整
えます。

希望者を対象に各事業所で個別面談
を実施しました。希望される方も多
く、連絡帳やメールのやり取りだけ
では把握できない児童の様子やご家
庭で取り組んでいること、悩みなど
についても知ることができました。
メールや電話での相談に対しても、
できるだけ丁寧に対応し、不安や悩
みの解消に努めました。話ができる
場があることが多少の安心に繋がる
ことを感じました。

実施できまし
た。

年度後半に取り組み
を始めたweb相談に
ついても広く伝え、
より相談しやすい環
境を工夫します。

⑥保護者向け法人事
業所見学会を実施し
ます。

新型コロナウイルス感染予防のた
め、今年度の保護者向け事業所見学
会は中止の判断をしました。

着手できませ
んでした。

直接の見学が難しく
ても事業所の職員か
ら話を聞く機会を提
供するなど、実施可
能な方法を工夫しま
す。



⑦保護者間の交流を
目的に保護者懇親会
を開催します。

新型コロナウイルス感染予防のた
め、今年度の保護者懇親会は中止の
判断をしました。

着手できませ
んでした。

保護者間の交流を保
証できるような取り
組みを工夫します。

⑧放課後等デイサー
ビスガイドラインの
遵守及び自己評価結
果の公表をします。

10月のお便り発送にて、自己評価に
ついて協力の依頼と評価表を配布し
ました。集計結果と結果から見える
『認識のずれ』について各事業所で
課題の抽出と改善策を検討しまし
た。1月ホームページにて公表し、改
善策については次年度の事業計画に
活かせるようにしました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

⑨事業所全体のマ
ニュアルの見直しを
計画的に行い、ズレ
の少ない統一した対
応ができるようにし
ます。

年間予定に合わせてマニュアルの見
直しを設定しました。一人ひとりが
マニュアルを確認、変更点や修正点
について抽出し、改定箇所を検討し
ました。新たにマニュアルが必要に
なった事項についても検討し、原則
についての確認作業を行いました。

概ね実施でき
ました。

次年度も継続しま
す。

⑩豊かな時間の提供
を工夫しながらも、
収支バランスの取れ
た事業所運営をしま
す。

児童支援部全体の収支のバランスを
みながら、できる取り組みについて
検討しました。なるべく定員を埋め
ることができるよう、コンサールと
フルール、フルールとエールの2事業
所契約者を増やし、利用のご希望に
添えるよう取り組みました。職員の
配置についても見直し、同時に活動
内容や職員連携についても工夫をし
ました。

着手しました
が達成できま
せんでした。

予約の数が少なく、
定員を欠く状況が多
くありました。職員
数の見直し等も行い
ましたが収支バラン
スを整えるには至り
ませんでした。取り
組みの工夫と合わせ
て、今後のあり方に
ついても検討を深め
ます。



2．虐待防止委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

①虐待防止責任者を
設置し、虐待防止に
取り組みます。

責任者が中心となり、月1回虐待防止
委員会を設定し取り組みの検討、情
報共有を行いました。

実施できまし
た

次年度も継続します

②運営会議と合わせ
て虐待防止委員会を
開催し、虐待や身体
拘束防止の検討を行
います。

毎月運営会議の際、虐待防止委員会
を開催しました。事業所ごとの状況
の確認、検討事項の検討を行いまし
た。3か月ごとの身体拘束適正化委員
会も実施し、事業所ごとの状況を確
認し情報共有しました。
虐待防止研修の内容や進め方の検討
を行い実施しました。

実施できまし
た

次年度も継続しま
す。

③10月、全職員を対
象とした虐待防止研
修を行います。

職員会議内で全職員対象で研修を行
いました。事前に虐待防止チェック
リストの配布と回収を行い、集計結
果の周知も行いました。
虐待防止の手引きの確認と、eラーニ
ングにて研修を行いました。欠席者
にも個別で説明を行いました。

実施できまし
た

次年度も継続します

④虐待防止の取り組
みとして、全職員を
対象に虐待防止
チェックを実施しま
す。

虐待防止研修前にチェックリストを
実施。集計結果を含め全職員に周知
しました。回答が分かれる項目に関
しては、全体の会議内で対応方法や
課題の検討を行い改善策の話し合い
を行いました。

実施できまし
た

次年度も継続します

委員会年間総括

（１）　目標

①虐待防止や児童の安全と権利擁護に向けて取り組みます。



⑤気づきを共有でき
る、風通しの良い職
場環境を整えます。

事業所ごとに、支援前の引継ぎや打
ち合わせを実施しました。支援の対
応に関することなど意見を出し合っ
たり、職員から上がった意見に関し
ては委員会内で議題として提案し、
検討し結果の報告を全体に行いまし
た。

実施できまし
た

次年度も継続します

3．身体拘束適正化委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①3ケ月に一度身
体拘束委員会を開催
し、身体拘束に関わ
る現状把握、見直し
等について検討しま
す。

予定通り委員会を開催し、必要な内
容について確認、検討しました。個
別の対応について、丁寧に情報共有
し、適正についての検討を深めまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

1-②虐待防止と合わ
せて身体拘束に関す
る研修を実施し、身
体拘束廃止に向けた
基本方針や取り組み
に対する理解を深め
ます。

10月の虐待防止研修を合わせて、身
体拘束に関する研修を行いました。
車いすのベルトなど、ご本人の安全
を守るためのものでも身体拘束にあ
たることもあるという事実を理解
し、その必要性や実施についても丁
寧に考えられるようにしました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

2-①安全確保を目的
とした身体拘束につ
いて、事業所内での
定期的な見直し、改
善を検討し、身体拘
束適正化委員会の中
でさらに検討を深め
ます。

会議において実施の状況や個人の様
子、ご家庭との連絡について確認し
ました。定期的な見直しの中で、身
体拘束ではない方法で安全を確保す
る方法について議論し、対応を検討
しました。個人の安全を守るために
必要なもの（取り組み）について
は、その必要性についても十分に議
論しました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

①事業所内での身体拘束廃止に向けた取り組みを実施します。

（１）　目標

①安全確保のため、やむを得ず身体拘束をする場合の検討を行い、記録を徹底します。



2-②安全確保を目的
とした身体拘束を行
う際は、ご利用者、
保護者への説明を丁
寧に行い同意を得ま
す。また、実施の際
は状況や必要性につ
いて丁寧な記録を徹
底します。

車内での補助ベルトなど、その必要
性については、児童の状況や行動を
含め、丁寧にご家庭に伝え確認を行
いました。自主送迎の実施など代替
策も選択肢として提示し、より適切
な対応についてもご家庭と検討しま
した。
実施については、ケアカルテにて
日々の状況を記録しました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

4．安全衛生委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①運営会議と合わ
せて安全衛生委員会
を開催し、児童・職
員の安全衛生及び労
務環境についての検
討、整備を行いま
す。

月に一度、安全衛生委員会を実施し
児童の健康状態や職員の健康、労務
環境について検討、情報共有しまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

1-②11月、全職員
を対象とした感染症
研修を実施し、感染
症予防、衛生環境に
ついての理解を深め
ます。

11月に、全職員を対象とした感染予
防研修を実施しました。e‐ラーニン
グを活用し、感染予防についての基
礎を学びました。各事業所に設置し
ている、感染症対応セット（吐物処
理セット）の内容を確認し、必要時
には迅速に対応できるよう整えまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

2-①事業所内でのひ
やりはっとについて
検証、必要な対策を
講じることで重大事
故を予防します。

それぞれの事業所で気づいたひやり
はっとや安全衛生に関わることにつ
いて、安全衛生委員会の中でも検討
し、必要な対応について、職員会議
で周知できるようにしました。社会
的にニュースになった事故について
も、自事業所に置き換えて危険やリ
スクについて検討し、事故防止に努
めました。

実施できまし
た。

ひやりはっとの抽出
方法を工夫し、より
安全な支援ができる
よう検討します。

（１）　目標

①児童・職員の安全及び衛生のための取り組みを実施します。

②事業所内の重大事故を未然に防ぐ事故予防に努めます。

③児童・職員が健康で快適に過ごせる施設環境を整えます。



2-②事故検証では、
直接的な要因だけで
なく背景となる要因
にも目を向け、環境
改善を含めた再発防
止に努めます。

事故発生の際は、各事業所で原因、
対策について検討しました。児童に
関わる事故については、本人の行動
特性や得たい刺激、支援のあり方、
空間環境などさまざまな視点から検
証し、解決策を模索しました。安全
衛生委員会の中でもさらに深め、再
発防止に努めました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

3-①定期的に設備や
備品、玩具等の安全
を確認します。

備品や玩具の点検を定期的に実施
し、破損や不具合がみられるものに
ついては適切に修理、破棄しまし
た。
備品や玩具の破損による事故は発生
しませんでした。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

3-②定期的な換気や
季節に合わせた温度
湿度に配慮し、健康
に快適に過ごせる環
境を整えます。

感染症に気を付け、定期的な室内の
換気や温度調節を行いました。感染
症の対応については市や保健所との
やり取りをしながら適切な対応がで
きるよう努めました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

5．防災委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①火災想定の避難
訓練、地震想定の避
難訓練を1回ずつ、1
週間を通して実施し
ます。

火災（５月）、地震（１月）を想定
した避難訓練を実施しました。一週
間を通して設定することで多くの児
童、職員が避難訓練に参加し安全意
識の向上に努めました。

実施できまし
た。

年間予定、連絡帳、
広報、HPなどで保護
者へお知らせをして
いますが周知しきれ
ていない様子が伺え
ているので周知のあ
り方について検討し
ます。

（１）　目標

①災害に備え、避難訓練を実施し、職員・児童の防災意識を高めます。

②消火訓練、応急救護訓練、AED研修を実施します。

③災害備蓄品の適正な管理や補充を行います。



1-②避難訓練の振り
返りを行い、必要な
備品や人の動きを確
認し、適切な防災環
境を整えます。

訓練実施後に各事業所ごとで振り返
りを実施しました。備品や避難のあ
り方を再検討し、実際に避難が必要
な場面でスムーズな避難ができるよ
う環境を整えました。実施内容につ
いては報告書を作成し次年度に活か
せるようにしました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

２-①年間計画で日
程を整え、計画的に
実施します。

年間計画（児童支援部共通）で決め
た日程で計画的に実施しました。年
間計画、連絡帳、HPなどを通して実
施状況を保護者にも周知していま
す。居住支援部、児童支援部合同で
の初期消火訓練やAEDの取り扱いに
ついて研修形式で訓練を実施し防
災、応急救護への意識を高めまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

３-①各事業所で必
要な防災備蓄の確認
をします。

各事業所ごと必要な防災備蓄品の確
認を進めました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

３-②賞味期限を確
認し、無駄なく消
費、追加をします。
また、備蓄内容につ
いてリスト化し、分
かりやすく管理しま
す。

賞味期限を確認しながら、活動の中
で（おやつ、昼食など）無理なく美
味しく消費してからの購入を進めて
います。備蓄内容、消費期限リスト
化し見やすいところに掲示するなど
して管理しました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。



6．送迎委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①半年に一度の定
期点検を行います。
また各事業所での走
行前点検を行い、安
全に走行できるよう
車両を整備します。

各事業所で半年点検、車検を実施し
ました。また送迎実施前には全車両
点検を行い、安全に走行が行えるよ
うに車両の整備を行いました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

1-②運転者チェック
リストや健康確認
等、運転者の適正を
確認し、安全に送迎
業務を行います。

運転者チェックリストは整備がされ
ておらず未実施でした。運転手の健
康確認や適正については運転手に直
接確認を行いまいした。運転手から
の申し出により勤務日の変更や運転
車両を限定するなど、安全な送迎が
行えるように努めました。

実施しました
が、結果が不
十分でした。

次年度も継続しま
す。
運転者チェックリス
トの整備を行う。運
転前の健康確認を行
えるツールを整備す
る。

1-③運転者は、交通
ルールを遵守し安全
な走行に努めます。

送迎実施中の人身事故・違反はな
く、交通ルールを遵守した安全な送
迎が実施できました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

1-④車内では児童の
座席配置に配慮し、
安全に乗車できるよ
うにします。

乗降順や児童同士の相性や特性を考
慮して座席を配置しました。車内で
の大きなトラブル・事故はなく、安
全な送迎が実施できました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

２-①事故時におけ
るマニュアルを整備
し、迅速な対応がで
きるようにします。

事故対応マニュアルを各事務所に設
置し、いつでも閲覧できる環境を整
えました。年に１度、災害対応訓練
の際に確認をし、事故が起きた際に
迅速な対応ができるように努めまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

②災害や事故に備え、マニュアルの作成や災害対応訓練を実施します。

（１）　目標

①安全な送迎を実施します。



２-②災害時に備
え、実際に車両を運
行させた災害対応訓
練を実施し、適切な
判断ができるように
します。

年に１回、送迎に関わる職員（運転
手、添乗員）を対象にして、災害対
応訓練を実施しました。実際に車両
を走行させ、安全確保と連絡の訓練
を行いました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

7．広報委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①広報発行に合わ
せて、原稿を構成し
地域や保護者に向け
て活動の様子や取り
組みを紹介します。

今年度の広報発行（4月、7月、９
月、1月）に合わせ、原稿のテーマを
受けて記事を作成しました。事業所
ごとの活動の様子や取り組みを写真
を使用して紹介することができまし
た。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

1-②写真使用につい
て、毎年、個人情報
同意書にて同意の有
無について確認をし
ます。個人情報の取
扱いに厳重に注意し
ます。

写真使用について同意があるご利用
者のみ掲載するように広報誌やホー
ムページを作成しました。
広報発行前、HP掲載前には決裁にて
内容や写真の使用可否の確認を行い
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

2-①保護者会資料や
年間予定など、必要
な情報をホームペー
ジ上で確認できるよ
うにします。

ホームページの児童支援部専用ペー
ジにおいて、保護者会資料や年間予
定などの情報提供を行いました。ま
た、法人ホームページにて２０２２
年度児童支援部事業所自己評価集計
及び検討結果を掲載しました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

（１）　目標

①広報誌にて、児童支援部の取り組みや活動の様子を広く伝えます。

②ホームページを活用し、活動の様子や必要な情報を発信します。



2-②事業所での活動
について、定期的に
記事を投稿しお知ら
せします。

各事業所ごとに定期的にホームペー
ジの記事を作成し、更新をしまし
た。活動の様子を写真を交えて紹介
することができました。

実施できまし
た。

次年度も継続しま
す。

8．苦情解決委員会

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-①苦情や要望の内
容を正確に把握でき
るよう丁寧な聞き取
りを行い、適切な対
応を検討します。

苦情については傾聴姿勢を意識し、
丁寧に話を聞くと同時に、話の主訴
が明確になるよう対応しました。具
体的な要望を確認し、事業所として
できることとできないことを明確に
お伝えしました。会議にて情報を共
有し統一した対応ができるよう整え
ました。

実施できまし
た。

次年度も継続します

1-②苦情、要望、相
談については、迅速
に対応します。

寄せられた苦情、要望、相談につい
ては、職員、主任、園長など対応職
員について判断し、時間をあけずに
対応しました。年度の後半にwebで
の相談窓口を開設し、広く声を拾え
るよう取り組みました。

実施できまし
た。

次年度も継続します

1-③苦情の内容や対
応の経過、検討結果
について、必要に応
じて情報開示できる
よう、透明性の高い
対応をします。

苦情の内容については所定の用紙に
まとめ、苦情解決第三者委員会へも
報告しました。委員会でいただいた
ご意見を活かし、より良い対応や
サービスを工夫しました。求めが
あった場合には当事者へも開示でき
る内容で報告書を作成しました。

実施できまし
た。

次年度も継続します

（１）　目標

①利用児童、保護者、地域からの苦情や要望に対して、適切な対応を検討します。



１．支援部門

【ボワ・コンサール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

1-① 一人ひとりの障が

い特性や発達、性格を理
解し、個人に合わせた適

切な対応をします。

個人に合わせた言葉の量や視覚的な手がか
りの使用など、分かりやすい情報の伝え方
を工夫しました。言葉の影響を受けやすい

児童に対しては、なるべく言葉を減らし、
人の言葉や自分の言葉に振り回されない対

応を心掛けました。また、玩具カードや文
字盤の使用、言葉やジャスチャーなど、要

求を適切に伝えることができるよう支援し
ました。怒りや苛立ち、興奮などによる気

持ちの表現に対しては、いろいろな角度か
ら要求の意図や行動のきっかけ、理由につ

いて考え、必要な対応を検討、実施しまし

た。

実施できまし
た

引き続き、一人ひとりの障が
い特性に合わせた支援を工夫
します。個人のもつ感覚の世

界を理解し、行動のきっかけ
や原因について丁寧に考え、

必要な対応を検討します。対

応については、全体で統一し
た対応を目指します。

１-② 安心できる環境

の中で、好きな遊びや得

意な遊びに取り組み、楽
しい時間を過ごせるよう

にします

個人の好みや得手不得手を把握しながら活

動や遊びを設定し、遊びやすい環境を整え

ました。個人の様子を観察し、どのような

感覚をどのように楽しんでいるかを知り、

遊びを通して「楽しむこと」「チャレンジ
すること」「合わせること」などの経験が

できるよう支援を工夫しました。遊びの中

で得られる達成感や満足感を大切にし、そ

の気持ちに寄り添える支援を行いました。

実施できまし

た

引き続き、遊びや活動の様子

を丁寧に見守り、遊びや生活

の幅が拡がり、豊かになるよ

う工夫します。

１-③ クッキング、季
節 の 制 作 を 年 間 の ス ケ
ジュールで計画的に行い

ます。活動の中で役割や
順番を楽しく経験し「で

きた」「楽しかった」と
いう達成感を得られるよ
うにします。

年間のスケジュールに沿って、クッキング

や季節の制作を実施しました。継続的に取
り組む中で、児童の持っている力を把握し
『やりすぎない、やらなすぎない支援』を

工夫しました。また、分かりやすい役割分
担をし、与えられた役割に責任を感じ、楽

しく果たすことも経験できるよう支援しま
した。新型コロナウイルス感染予防のた
め、活動にやや制限はありましたが、感染

予防に配慮しつつ昼食作り（カレー）など
のクッキングを楽しみました。

実施できまし
た

引き続き、分かりやすく情報

を伝えることで「自分ででき
ること」を大切にします。感

染症予防に努めつつ、安全に
楽しめる活動を工夫します。

2022年度 ボワ・コンサール　年間総括

（１）　目標

①一人ひとりが安心した楽しい時間を過ごし、好きな遊びや興味の幅が拡がるように支援します。成功体験を増や
し、自信を持って行動できることを増やします。

②ご家庭・学校・関係機関との連携を図ります。



１-④ 玩具遊びやおや

つなど興味のあることを
通 し て 『 自 分 で 選 ぶ 』

『自分で決める』ことを
楽しく経験します。日常
の中で、納得して行動で

きることを増やします。

玩具カードを使って玩具を選ぶことや、工

作で好きな色や好きなパーツを選ぶこと、
カゴの中から好きなおやつを決まった数だ

け選ぶことなど、遊びや生活の中で『自分
で選ぶ』ことを大切にしました。自分で決
められることで納得して行動できるよう支

援しました。

実施できまし

た

引き続き、自己選択、自己決
定の機会を多く作り、主体的

に取り組めることを大切にし
ます。

2-① 連絡帳や電話連絡

でご家庭との連携を図り
ます。

日々の様子や連絡事項など、連絡帳やメー
ルを通してご家庭とやりとりしました。必
要に応じて電話連絡を行い、細かい様子に

ついて直接お伝えすることを大切にしまし
た。希望を確認して行った個別面談では、

ご家庭での様子、コンサールでの様子を保
護者と共有し、支援に活かしました。ま
た、日常の不安や悩み、進級に向けての相

談など電話やメールでのやり取りを多く行
いました。話をしやすい雰囲気を作り、児

童の成長について一緒に考えることを大切

にしました。

実施できまし
た

連絡帳、メール、電話連絡な
ど様々なツールを活用し、ご

家庭とのやり取りを丁寧に行
います。疑問や悩みなど話を
しやすい雰囲気、相談しやす

い環境をつくります。

2-② 学校と連携した支
援を行います。

学校へのお迎え時に、学校での様子につい

て申し送りを受け、同時にコンサールでの

様子を伝えました。学校での支援方法につ

いても確認し、できるだけ統一した支援が

できるようにしました。学校や相談支援事
業所主催の児童のケース会議に参加し、学

校、他のデイサービスとの情報共有や適切

な対応について検討しました。事業所だけ

ではない個人の生活の全体像を把握するこ

とができました。

実施できまし
た

引き続き、学校や他事業所で

の様子についても話ができる

機会を作り、地域全体で統一

した支援ができることを目指

します。

2-③ 関係機関との連絡
会 や 支 援 会 議 等 に 参 加

し、地域の情報を積極的

に集めます。

支援計画の立案や評価を行う時期に、相談
支援事業所の方から連絡をいただき、コン

サールでの様子を伝えることの他に、ご家
庭の状況や他事業所での様子についても一

部知ることができました。また、大学の保

育実習の受け入れを積極的に行い、保育内
容や支援、事業所の目指すものなどについ
て広く伝えることができました。

実施できまし

た

地域で行われる会議には積極

的に参加し、情報提供、情報

収集ができるようにします。
得られた情報を事業所運営や

支援に活かします。



１．支援部門
【ボワ・フルール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）	ー①障がい特性や発達段階
を理解し、一人ひとりにあった適
切な支援をします。

支援会議や毎日の打ち合わせを実施し、児
童の様子や支援方法の共有、検討に努め統
一した支援に繋げました。児童の移籍に関
しては、移籍前の利用や個別支援計画など
で情報を共有しながら引き継ぎを行い、移
籍児童が安心して楽しく過ごせる環境を整
えました。

実施できまし
た

一人ひとりの障がい特性や性
格、好きな遊び等を職員が共
有し児童が安心して楽しく過
ごせるように努めます。適
宜、個別支援マニュアルも見
直しを行いながら有効に活用
していきます。今後も、移籍
対象の児童がスムーズに新し
い環境に慣れていける体制を
整えていきます。

（１）－②
興味のあることに集中して取り組
む時間と、体を動かす活動をバラ
ンスよく設定します。得意や苦手
を職員間で共有し遊びの幅や他者
との関係性を拡げていけるように
支援方法の検討、工夫をしていき
ます。苦手なことにも遊びを通し
て無理なく挑戦できる環境を設定
します。

集団活動、個別活動をバランスよく提供し
ました。児童の興味があることや苦手なこ
となどについても職員間で共有し、無理な
く挑戦できる環境を整えました。必要に応
じて職員が間に入ることで遊びながら他児
童、職員との関係性が築いていけるように
努めました。
コロナウイルス感染症の影響により一部活
動を制限する状況がありましたが、制限さ
れた中でも、児童が楽しく過ごせるよう工
夫して取り組むことができました。

実施できまし
た

引き続き、興味のあるものに
集中して取り組む時間と集団
でひとつの活動を楽しむ時間
をバランスよく設定します。
遊びながら他者との関係性を
拡げていけるように支援方法
の検討、関わり方を工夫しま
す。

（１）－③季節に合わせた制作や
クッキングを年間スケジュールに
沿って計画的に実施します。作
る、食べることを通して達成感を
味わい、友達と協力する経験を大
切にします。また、児童が主体と
なり相談しながらやりたいことを
決定し、活動に取り入れます。自
分たちで活動を決めることで楽し
みや達成感に繋げます。

年間計画に沿って、季節の制作やクッキン
グを実施しました。制作は、季節を意識で
きる内容や自然物を取り入れながら日本の
風習も感じられるようにしました。児童が
「どこまでできるか」を見極めながら集中
して取り組める環境を整えました。
クッキングでは、皆で協力しておやつを作
る体験を味わいました。夏休み中には感染
予防に努めながら昼食（カレー）作りや買
い物（おやつ）、夏祭りなど夏休みにしか
できない活動を設定し楽しみました。

実施できまし
た

引き続き、季節の制作やクッ
キング、夏休みの活動が充実
した内容になるように検討し
ていきます。児童が主体的に
考え、楽しみを持って活動や
行事に参加できるように工夫
します。

（1）－④安心、安全に活動でき
るように施設設備、玩具の整理整
頓、清掃、感染症予
防（消毒、換気など）に努め衛生
的な環境を整えます。

玩具、扉、窓、送迎車の車内などの清掃、
消毒、換気を徹底し、施設の美化衛生や感
染リスクの軽減に努めました。遊具は定期
的に点検し安全に使用できるようにしまし
た。食事、おやつを食べる時の距離や座席
に配慮し感染防止に努めました。

実施できまし
た

引き続き、整理整頓、清掃、
消毒、換気等を徹底し安心、
安全に活動できる環境を整え
ます。

2022年度 ボワ・フルール　年間総括

（１）　目標

①保育環境を整備し、児童の遊びが充実できるようにします。個別に応じた対応をしながら、安心して活動できる環境を作
ります。
②ご家庭や学校、関連機関との連携を図ります。



（２）－①連絡帳や電話連絡でご
家庭との連携を図ります。

活動の様子は連絡帳に記載しました。保護
者の不安や、気になっていることなどの記
載がある時には、適切な返答ができるよう
に努めました。児童の様子で気になること
がある場合は、保護者へ対応方法を確認し
たり、情報交換を行いフルールでの支援に
活かしました。必要に応じて、発作記録表
や排泄記録表などを使用し健康面の共有に
努めました。個別面談では、学校や自宅で
の様子や他事業所での様子を伺い、フルー
ルの様子だけでは分からないことも共有す
ることができました。

実施できまし
た

引き続き、活動の様子をご家
庭に分かりやすく伝えます。
連絡帳を通して様子を確認
し、より良い支援に活かしま
す。引き続き、個別面談を通
して児童への理解を深めてい
きます。必要に応じて、発作
記録表や排泄記録表を使用し
て健康面の共有に努めます。

（２）ー②学校と連携した支援を
行います。

学校お迎え時に当日の様子について引継ぎ
を受け、必要に応じてフルールの様子も伝
え情報共有を図りました。学校での支援方
法を確認し、できる限り統一した支援を目
指しました。依頼があった場合はケース検
討会議に参加し、学校、他事業所との連携
に努めました。

実施できまし
た

引き続き、児童の様子に合わ
せて、学校での関わり方や取
り組み方を確認します。必要
に応じて、施設見学などの受
け入れを行い連携に努めま
す。

（２）－③関係機関との連絡会や
支援会議等に参加し、地域の情報
を積極的に集めます。

関係機関から、モニタリング評価や支援計
画立案のため、利用児童の様子や、活動に
ついて問い合わせをいただくことがありま
した。事業所での様子をお伝えし共有する
ことができました。必要に応じて支援会議
に参加し学校、家庭と情報を共有し統一し
た支援ができるようにしました。

実施できまし
た

関係機関からの問い合わせ等
には今後も丁寧に対応し、共
通認識を持って支援していき
ます。必要に応じて、連絡会
や会議にも参加し、統一した
支援ができるようにします。



１．支援部門
【ボワ・エール】

（２）　計画 実施状況 評価 今後の課題

（１）－①障がい特性や発達段階を
理解した上で、一人ひとりの気持ち
に寄り添った支援を行います。

支援前に職員間で一日の活動の内
容、支援での留意点や個人に関す
る振り返りを行い、情報共有をし
ました。また、個人の状況を全体
で共有しながら、児童が安定して
活動できるよう支援や対応方法に
ついて検討、振り返りを行いまし
た。
困難事例に関しては、会議等で対
応方法を検討と検証を行い、定期
的に対応と様子の確認を行い支援
方法の変更を行いました。

実施できま
した

次年度は職員の勤務体制が兼
任の職員が多くなり、同時に
打ち合わせなどを設定するこ
とが難しいため、情報の共有
の仕方の工夫をしていきま
す。
支援方法の検討なども限られ
た職員での検討になってしま
うため、広く意見を求め対応
方法を決めることが難しくな
るため検討方法や周知方法を
考えていきます。

（１）－② 活動の中で、体を動か
す活動や、のんびりリラックスした
気持ちで過ごせること、集団で活動
することをバランスよく設定できる
ようにします。満足感や達成感を感
じられるような活動や安全な環境を
設定します。

集団活動、個別活動をバランスよ
く提供しました。制作、クッキン
グなどの行事を設定し、季節を感
じたり、みんなで協力しながら取
り組むことを大切にしました。
外出などについても、限られた場
所ではあったものの買い物レクな
どを再開することができました。

実施できま
した

集団活動と個別活動をバラン
スよく取り入れながら、活動
が固定しないように工夫して
いきます。

（１）－③ 医ケア・肢体不自由児
の支援の充実を図ります。

eラーニングを利用した介護技術
の学習会は設定できませんでし
た。年度途中で職員の入れ替えが
ありましたが、丁寧な引継ぎや学
習機会の設定が難しく、できませ
んでした。
看護師の体制により、吸引を必要
とする児童の受け入れが年間を通
してできませんでした。
車いす利用の児童も外に出て全体
の活動に参加したり、車いすから
降りてリラックスできる時間も設
定したり、個々の好きなものに合
わせて制作したり遊びを提供しま
した。

実施しまし
たが、結果
が不十分で
した。

職員会議などでは必要な研修
を全体で実施できましたが、
介護技術などは事業所内でで
きるような設定を検討しま
す。
医ケア児の受け入れの制限が
続いている状況のため、看護
部門との調整や連携をして安
定した受け入れができるよう
整えていくことが課題です。

（１）－④ 季節の制作やクッキン
グを年間のスケジュールで計画し、
季節を感じること、伝統行事に触れ
る機会を大切にします。

年間予定に沿って実施できまし
た。クッキングは感染防止対策を
しながら、なるべく個人で工程を
進められるような手順にしたり工
夫しながら実施しました。
季節に合わせて制作をしたり、外
の活動も夏は水遊び、冬は氷を
触ったりと季節を感じられる活動
を意識して設定しました。

実施できま
した

次年度も年間予定に沿って実
施します。
活動によっては児童からの意
見を取り入れながら活動の充
実を図ります。

２０２２年度　ボワ・エール　年間総括

（１）　目標
①一人ひとりが、安心して楽しく過ごせるように支援します。
②社会性を育む支援を行います。
③ご家庭・学校・関連機関との連携を図ります。



（２）－① 生活年齢を意識した関
わりを行い、集団生活でのルールな
どを理解・意識して活動できるよう
に支援します。

児童の呼称や介助時の留意点を確
認し、生活年齢に応じた対応を心
掛けました。
個人の課題も理解しながら声掛け
の工夫や集団に合わせて活動する
ための支援の手立てを検討して情
報共有しました。児童一人一人の
力を伸ばしていくことを大切に
し、身の回りのことができるよう
にそれぞれに合わせた支援をしま
した。

実施できま
した

定期的に児童の呼称について
は確認を行い、職員一人一人
が意識をもって接することが
できるようにします。
職員が先行してやってしまう
ことが多くなってしまうた
め、児童が行動を獲得・定着
できるような支援を検討し必
要な支援をしていきます。

（２）－② 困ったこと、不安なこ
となどの自分の気持ちを周囲に伝
え、解決できた・対処できたことの
経験を積み重ね、対処する力や気持
ちをコントロールする力を身に着け
ていけるようにします。

活動で内容を決める時や、児童同
士で相談し合う時に、児童の意思
を確認しながら「どのようにしら
よいか」を考えられるよう、複数
の選択肢や決定の仕方を提案しな
がら児童自身が選択・決定するこ
とを大切にしました。
行動の問題があった時は、その理
由を確認し、児童が自身の行動を
振り返れるようにしました。感情
や行動を言語化しながら、気持ち
に寄り添いつつ正しい行動を促す
支援をしました。

実施できま
した

学校の行事や年度の変わり目
など様々な要因で気持ちの波
が生じることもあるため、行
動の背景を含めて適切な対応
をその都度検討して対応でき
るようにしていきます。
行動や感情を言語化し、気持
ちに共感し、望ましい行動を
伝えていきます。

（３）－① 連絡帳や電話連絡を通
し、ご家庭との連携を図ります。

必要な状況は連絡帳に記載し、そ
の他の状況に関しては、必要に応
じて電話やメールで細かくお知ら
せするようにしました。ラインの
相談窓口を設定しました。実際相
談での利用はなかったですが、今
後も相談手段として継続していき
ます。
個別面談を実施し、保護者と直接
意見交換をする時間を設定しまし
た。また、保護者からの問い合わ
せや相談を受け、その都度エール
での状況の報告や、説明を行いま
した。

実施できま
した

連絡帳以外にもメールや電
話、送迎時の引き渡しなどで
丁寧にお伝えできるようにし
ます。相談や問い合わせにも
対応していきます。

（３）－② 学校との連携を図りま
す。

学校では引き渡しの時に特記事項
を確認し様子を引継ぎました。
学校公開については、感染症防止
の観点により案内がなかったため
参加することができませんでし
た。

実施できま
した

引き続きその日の体調や情緒
面については確認し、必要な
対応や活動の配慮をしていき
ます

（３）－③　関係機関との連絡会や
支援会議等には積極的に参加し、意
見交換を行います。

相談支援事業所、学校、関係機関
による支援会議に参加し、児童個
人の状況について、事業所ごとの
様子を確認し情報共有することが
できました。現状を確認しなが
ら、将来に向けた支援の方針を全
体で確認することができました。
会議の内容は職員間で情報共有
し、日々の支援に活かすことがで
きました。

実施できま
した

支援会議には引き続き参加し
ます。また、他事業所での様
子を確認し職員間で共有でき
るようにします。


